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本学、他の大学、短期大学又は高等専門学校において修得した単位（大学及び短期大学において科目等

履修生として履修した授業科目で修得した単位を含む。）を、教授会の議を経て、大学において修得し

たものとして認定することができる。

２　学部長は、教育上有益と認めるときは、学生が大学に入学する前に行った文部科学大臣が定める学修

を、教授会の議を経て、大学における授業科目の履修とみなし、単位を認定することができる。

（単位の授与及び授業科目修了の認定）

第　15　条　単位の授与及び授業科目修了の認定は、試験その他の審査により担当の教員が行う。

２　前項の試験その他の審査は、所定の期間、当該授業科目を履修した者でなければ受けることができない。

３　教育課程修了の認定は、教授会の議を経て学長が行う。

（学修の評価）

第　16　条　授業科目の成績は、優、良、可及び不可の４種とし、優、良及び可を合格とする。

２　前条の成績その他による審査の方法及び前項の評価基準は、別に定める。

第７章　入学、退学、休学、転学及び除籍
（入学）

第　17　条　入学の時期は、毎年４月とする。

（入学資格）

第　18　条　大学に入学することのできる者は、次の各号のいずれかに該当する者とする。

⑴　高等学校又は中等教育学校を卒業した者

⑵　通常の課程による12年の学校教育を修了した者（通常の課程以外の課程によりこれに相当する学校

教育を修了した者を含む。）

⑶　外国において、学校教育における12年の課程を修了した者又はこれに準ずる者で文部科学大臣の指

定したもの

⑷　文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育施設の当該課程

を修了した者

⑸　専修学校の高等課程（修業年限が３年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準を満たす

ものに限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以後に修了した者

⑹　文部科学大臣の指定した者

⑺　高等学校卒業程度認定試験規則（平成17年文部科学省令第１号）による高等学校卒業程度認定試験

に合格した者（同令附則第２条の規定による廃止前の大学入学資格検定規程（昭和26年文部省令第13

号）による大学入学資格検定に合格した者を含む。）

⑻　学校教育法第90条第１項の規定により他の大学に入学した者であって、本学において、大学におけ

る教育を受けるにふさわしい学力があると認めたもの

⑼　本学において、個別の入学資格審査により、高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認め

た者で、18歳に達したもの

（入学許可）

第　19　条　学長は、大学において行う入学試験に合格し、かつ、所定の手続を経た者に入学を許可する。

（転入学及び編入学）

第20条　転入学又は編入学を志願する者があるときは、学生に欠員があり、かつ、教授上差し支えない場

合に限り、選考の上、相当の学年に入学を許可することができる。

２　前項の志願に当たっては、大学に、志願する者が所属する大学長の許可書を提出するものとする。

（退学及び再入学）

第　21　条　病気その他の理由により退学しようとする者は、退学願を提出して、学長の許可を受けなけ

ればならない。

２　学長は、前項の規定により退学した者で再入学を願い出た者を、認定の上、相当の学年に入学させる

ことができる。

第12条 各学部の教育課程及び履修方法は、別に定める。 

 （授業方法） 

第12条の２ 授業は、講義、演習、実験、実習若しくは実技のいずれかにより又はこれらの併用

により行うものとする。 

２ 学長は、文部科学大臣が別に定めるところにより、前項の授業を、多様なメディアを高度に

利用して、当該授業を行う教室等以外の場所で履修させることができる。 

３ 前項の授業の方法により修得する単位数は、医学部医学科及び保健医療学部各学科において、

60単位を超えないものとする。 

 （大学以外における学修） 

第13条 学部長は、教育上有益と認めるときは、学生が行う文部科学大臣が定める学修を、教授

会の議を経て、大学における授業科目の履修とみなし、単位を認定することができる。 

 （既修得単位等の認定） 

第14条 学部長は、教育上有益と認めるときは、新たに大学の第１学年に入学した学生が、入学

前に本学、他の大学、短期大学又は高等専門学校において修得した単位（大学及び短期大学に

おいて科目等履修生として履修した授業科目で修得した単位を含む。）を、教授会の議を経て、

大学において修得したものとして認定することができる。 

２ 学部長は、教育上有益と認めるときは、学生が大学に入学する前に行った文部科学大臣が定

める学修を、教授会の議を経て、大学における授業科目の履修とみなし、単位を認定すること

ができる。 

 （単位の授与及び授業科目修了の認定） 

第15条 単位の授与及び授業科目修了の認定は、試験その他の審査により担当の教員が行う。 

２ 前項の試験その他の審査は、所定の期間、当該授業科目を履修した者でなければ受けること

ができない。 

３ 教育課程修了の認定は、教授会の議を経て学長が行う。 

 （学修の評価） 

第16条 授業科目の成績は、優、良、可及び不可の４種とし、優、良及び可を合格とする。 

２ 前条の成績その他による審査の方法及び前項の評価基準は、別に定める。 

 

   第７章 入学、退学、休学、転学及び除籍 

 （入学） 

第17条 入学の時期は、毎年４月とする。 

 （入学資格） 

第18条 大学に入学することのできる者は、次の各号のいずれかに該当する者とする。 

 (1) 高等学校又は中等教育学校を卒業した者 

 (2) 通常の課程による12年の学校教育を修了した者（通常の課程以外の課程によりこれに相

当する学校教育を修了した者を含む。） 

 (3) 外国において、学校教育における12年の課程を修了した者又はこれに準ずる者で文部科

学大臣の指定したもの 

 (4) 文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育施設

の当該課程を修了した者 

 (5) 専修学校の高等課程（修業年限が３年以上であることその他の文部科学大臣が定める基

準を満たすものに限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以

後に修了した者 

 (6) 文部科学大臣の指定した者 

 (7) 高等学校卒業程度認定試験規則（平成17年文部科学省令第１号）による高等学校卒業程度

認定試験に合格した者（同令附則第２条の規定による廃止前の大学入学資格検定規程（昭和

26年文部省令第13号）による大学入学資格検定に合格した者を含む。） 

 (8) 学校教育法第90条第１項の規定により他の大学に入学した者であって、本学において、大

学における教育を受けるにふさわしい学力があると認めたもの 

 (9) 本学において、個別の入学資格審査により、高等学校を卒業した者と同等以上の学力があ

ると認めた者で、18歳に達したもの 

 （入学許可） 

第19条 学長は、大学において行う入学試験に合格し、かつ、所定の手続を経た者に入学を許可

する。 

 （転入学及び編入学） 

第20条 転入学又は編入学を志願する者があるときは、学生に欠員があり、かつ、教授上差し支

えない場合に限り、選考の上、相当の学年に入学を許可することができる。 

２ 前項の志願に当たっては、大学に、志願する者が所属する大学長の許可書を提出するものと

する。 

 （退学及び再入学） 

第21条 病気その他の理由により退学しようとする者は、退学願を提出して、学長の許可を受け

なければならない。 

２ 学長は、前項の規定により退学した者で再入学を願い出た者を、認定の上、相当の学年に入

学させることができる。 

 （休学） 

第22条 病気その他の理由により３月以上修学できないときは、学長の許可を受けて休学するこ

とができる。 

 （休学期間） 

第23条 休学期間は、１年以内とする。ただし、引き続き休学する特別の理由がある場合には、

学長は、１年を限度として休学期間の延長を認めることができる。 

２ 休学期間は、通算して４年を超えることはできない。 

３ 休学期間は、在学期間に算入しない。 

 （復学） 

第24条 休学期間中にその理由が消滅したときは、学長の許可を得て、相当の学年に復学するこ

とができる。 

 （転学） 

第25条 他の大学へ転学しようとする者は、転学願を提出して学長の許可を受けなければならな

い。 

 （除籍） 

第26条 学長は、次の各号のいずれかに該当する者があるときは、教授会及び教育研究評議会の

議を経て、除籍する。 

 (1) 授業料の納入を怠り、督促を受けてもなお納めない者 

 (2) 第９条第１項に規定する在学期間を超えた者 

 (3) 第23条第１項又は第２項に規定する休学期間を超えた者 

 (4) 長期間にわたり行方不明の者 

 

   第８章 卒業 

 （卒業証書及び学士） 

第27条 学長は、大学の教育課程を修了した者については、教授会の議を経て、卒業を認定し、

卒業証書及び学位記を授与する。 
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（休学）

第　22　条　病気その他の理由により３月以上修学できないときは、学長の許可を受けて休学することが

できる。

（休学期間）

第　23　条　休学期間は、１年以内とする。ただし、引き続き休学する特別の理由がある場合には、学長

は、１年を限度として休学期間の延長を認めることができる。

２　休学期間は、通算して４年を超えることはできない。

３　休学期間は、在学期間に算入しない。

（復学）

第　24　条　休学期間中にその理由が消滅したときは、学長の許可を得て、相当の学年に復学することが

できる。

（転学）

第　25　条　他の大学へ転学しようとする者は、転学願を提出して学長の許可を受けなければならない。

（除籍）

第　26　条　学長は、次の各号のいずれかに該当する者があるときは、教授会及び教育研究評議会の議を

経て、除籍する。

⑴　授業料の納入を怠り、督促を受けてもなお納めない者

⑵　第９条第１項に規定する在学期間を超えた者

⑶　第23条第１項又は第２項に規定する休学期間を超えた者

⑷　長期間にわたり行方不明の者

第８章　卒　　　業
（卒業証書及び学士）

第　27　条　学長は、大学の教育課程を修了した者については、教授会の議を経て、卒業を認定し、卒業

証書及び学位記を授与する。

２　前項の学位は、次の各号の区分に応じて当該各号に掲げる学位とする。

⑴　医学部を卒業した者　　　　　　　　　　学士（医学）

⑵　保健医療学部看護学科を卒業した者　　　学士（看護学）

⑶　保健医療学部理学療法学科を卒業した者　学士（理学療法学）

⑷　保健医療学部作業療法学科を卒業した者　学士（作業療法学）

（学位規程）

第　28　条　学位に関し必要な事項は、別に定める。

第９章　検定料、入学料及び授業料
（検定料、入学料及び授業料）

第　29　条　大学に入学する学生の検定料、入学料及び授業料の額については、別に定める。

（検定料及び入学料の徴収）

第　30　条　検定料は入学志願書提出の際に、入学料は入学許可の際に、それぞれ徴収する。

（授業料の納入期限等）

第　31　条　授業料は、第10条第２項に規定する学期ごとに納入するものとし、前期分は４月末日までに、

後期分は10月末日までに、それぞれ年額の２分の１に相当する額を納めなければならない。ただし、そ

の日が国民の祝日に関する法律（昭和23年法律第178号）第３条に規定する休日（以下「休日」という。）、

日曜日又は土曜日に当たるときは、その日後において、その日に最も近い日で休日、日曜日又は土曜日

でない日を納入期限とする。

２　前項の納入期限を過ぎてから入学した学生の入学の日の属する期分の授業料は、入学許可後20日以内

に納めなければならない。

第12条 各学部の教育課程及び履修方法は、別に定める。 

 （授業方法） 

第12条の２ 授業は、講義、演習、実験、実習若しくは実技のいずれかにより又はこれらの併用

により行うものとする。 

２ 学長は、文部科学大臣が別に定めるところにより、前項の授業を、多様なメディアを高度に

利用して、当該授業を行う教室等以外の場所で履修させることができる。 

３ 前項の授業の方法により修得する単位数は、医学部医学科及び保健医療学部各学科において、

60単位を超えないものとする。 

 （大学以外における学修） 

第13条 学部長は、教育上有益と認めるときは、学生が行う文部科学大臣が定める学修を、教授

会の議を経て、大学における授業科目の履修とみなし、単位を認定することができる。 

 （既修得単位等の認定） 

第14条 学部長は、教育上有益と認めるときは、新たに大学の第１学年に入学した学生が、入学

前に本学、他の大学、短期大学又は高等専門学校において修得した単位（大学及び短期大学に

おいて科目等履修生として履修した授業科目で修得した単位を含む。）を、教授会の議を経て、

大学において修得したものとして認定することができる。 

２ 学部長は、教育上有益と認めるときは、学生が大学に入学する前に行った文部科学大臣が定

める学修を、教授会の議を経て、大学における授業科目の履修とみなし、単位を認定すること

ができる。 

 （単位の授与及び授業科目修了の認定） 

第15条 単位の授与及び授業科目修了の認定は、試験その他の審査により担当の教員が行う。 

２ 前項の試験その他の審査は、所定の期間、当該授業科目を履修した者でなければ受けること

ができない。 

３ 教育課程修了の認定は、教授会の議を経て学長が行う。 

 （学修の評価） 

第16条 授業科目の成績は、優、良、可及び不可の４種とし、優、良及び可を合格とする。 

２ 前条の成績その他による審査の方法及び前項の評価基準は、別に定める。 

 

   第７章 入学、退学、休学、転学及び除籍 

 （入学） 

第17条 入学の時期は、毎年４月とする。 

 （入学資格） 

第18条 大学に入学することのできる者は、次の各号のいずれかに該当する者とする。 

 (1) 高等学校又は中等教育学校を卒業した者 

 (2) 通常の課程による12年の学校教育を修了した者（通常の課程以外の課程によりこれに相

当する学校教育を修了した者を含む。） 

 (3) 外国において、学校教育における12年の課程を修了した者又はこれに準ずる者で文部科

学大臣の指定したもの 

 (4) 文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育施設

の当該課程を修了した者 

 (5) 専修学校の高等課程（修業年限が３年以上であることその他の文部科学大臣が定める基

準を満たすものに限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以

後に修了した者 

 (6) 文部科学大臣の指定した者 

 (7) 高等学校卒業程度認定試験規則（平成17年文部科学省令第１号）による高等学校卒業程度

認定試験に合格した者（同令附則第２条の規定による廃止前の大学入学資格検定規程（昭和

26年文部省令第13号）による大学入学資格検定に合格した者を含む。） 

 (8) 学校教育法第90条第１項の規定により他の大学に入学した者であって、本学において、大

学における教育を受けるにふさわしい学力があると認めたもの 

 (9) 本学において、個別の入学資格審査により、高等学校を卒業した者と同等以上の学力があ

ると認めた者で、18歳に達したもの 

 （入学許可） 

第19条 学長は、大学において行う入学試験に合格し、かつ、所定の手続を経た者に入学を許可

する。 

 （転入学及び編入学） 

第20条 転入学又は編入学を志願する者があるときは、学生に欠員があり、かつ、教授上差し支

えない場合に限り、選考の上、相当の学年に入学を許可することができる。 

２ 前項の志願に当たっては、大学に、志願する者が所属する大学長の許可書を提出するものと

する。 

 （退学及び再入学） 

第21条 病気その他の理由により退学しようとする者は、退学願を提出して、学長の許可を受け

なければならない。 

２ 学長は、前項の規定により退学した者で再入学を願い出た者を、認定の上、相当の学年に入

学させることができる。 

 （休学） 

第22条 病気その他の理由により３月以上修学できないときは、学長の許可を受けて休学するこ

とができる。 

 （休学期間） 

第23条 休学期間は、１年以内とする。ただし、引き続き休学する特別の理由がある場合には、

学長は、１年を限度として休学期間の延長を認めることができる。 

２ 休学期間は、通算して４年を超えることはできない。 

３ 休学期間は、在学期間に算入しない。 

 （復学） 

第24条 休学期間中にその理由が消滅したときは、学長の許可を得て、相当の学年に復学するこ

とができる。 

 （転学） 

第25条 他の大学へ転学しようとする者は、転学願を提出して学長の許可を受けなければならな

い。 

 （除籍） 

第26条 学長は、次の各号のいずれかに該当する者があるときは、教授会及び教育研究評議会の

議を経て、除籍する。 

 (1) 授業料の納入を怠り、督促を受けてもなお納めない者 

 (2) 第９条第１項に規定する在学期間を超えた者 

 (3) 第23条第１項又は第２項に規定する休学期間を超えた者 

 (4) 長期間にわたり行方不明の者 

 

   第８章 卒業 

 （卒業証書及び学士） 

第27条 学長は、大学の教育課程を修了した者については、教授会の議を経て、卒業を認定し、

卒業証書及び学位記を授与する。 
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３　前２項の納入期限が、民法（明治29年法律第89号）第142条に規定する休日又は土曜日に該当すると

きは、前２項の規定にかかわらず、これらの日の翌日を納入期限とみなす。

（休学の場合の授業料）

第　32　条　前期又は後期の全期間を通じて休学した学生の当該期分の授業料は免除する。

（退学、転学、停学及び除籍の場合の授業料）

第　33　条　退学、転学、停学又は除籍の場合においても、その日（停学の場合にあっては、停学となっ

た日の前日及び停学の解除された日）の属する期分の授業料は、納めなければならない。

（検定料等の不還付）

第　34　条　既に納入した検定料、入学料及び授業料は、還付しない。ただし、検定料については、次の

各号のいずれかに該当した場合は、納入した者の申出により、学長が別に定める額を還付するものとする。

⑴　第１段階選抜の結果、不合格となった場合

⑵　大学入学共通テストの受験科目が不足しているため、出願資格がないことが判明した場合

⑶　入学検定料を納入したが、入学志願書を提出しなかった又は出願が受理されなかった場合

⑷　入学検定料を誤って二重に納付した場合

（授業料の減免及び分納）

第　35　条　学費の支弁が極めて困難な事情にある学生の授業料は、学長が減免し、又は第31条第１項及

び第２項の規定にかかわらず、分納させることができる。

２　授業料の減免及び分納は、期ごとに行うものとする。

３　授業料の減免及び分納の基準並びにその手続については、別に定める。

第10章　委託生、聴講生、科目等履修生及び外国人留学生
（委託生、聴講生、科目等履修生及び外国人留学生）

第　36　条　大学に、教授上余力がある場合には、選考の上、委託生、聴講生、科目等履修生及び外国人

留学生の入学を許可することができる。

２　委託生、聴講生及び科目等履修生の授業料の額は、別に定める。

３　委託生、聴講生及び科目等履修生の授業料の納入期限は、別に定める。

４　科目等履修生の検定料及び入学料の額については、別に定める。

５　第31条第２項及び第３項並びに第34条本文の規定は、委託生、聴講生及び科目等履修生の授業料につ

いて準用する。

６　外国人留学生の検定料、入学料及び授業料については、第９章の規定を準用する。

７　前６項のほか、委託生、聴講生、科目等履修生及び外国人留学生に関し必要な事項は、別に定める。

第11章　研　究　生
（研究生）

第　37　条　大学に、教授研究上支障のない場合には、選考の上、研究生を入学させることができる。

２　研究生の検定料、入学料及び攻究料については、別に定める。

３　研究生に関し必要な事項は、別に定める。

第12章　公 開 講 座
（公開講座）

第　38　条　公開講座は、必要と認めた場合に開設することができる。

第13章　賞　　　罰
（表彰）

第　39　条　学長は、素行及び学業成績が特に優秀で他の学生の模範となる者を、教授会及び教育研究評

議会の議を経て、これを表彰することができる。

２ 前項の学位は、次の各号の区分に応じて当該各号に掲げる学位とする。 

 (1) 医学部を卒業した者          学士（医学）  

 (2) 保健医療学部看護学科を卒業した者   学士（看護学）  

 (3) 保健医療学部理学療法学科を卒業した者 学士（理学療法学）  

 (4) 保健医療学部作業療法学科を卒業した者 学士（作業療法学） 

 （学位規程） 

第28条 学位に関し必要な事項は、別に定める。 

 

    第９章 検定料、入学料及び授業料 

 （検定料、入学料及び授業料） 

第29条 大学に入学する学生の検定料、入学料及び授業料の額については、別に定める。 

 （検定料及び入学料の徴収） 

第30条 検定料は入学志願書提出の際に、入学料は入学許可の際に、それぞれ徴収する。 

 （授業料の納入期限等） 

第31条 授業料は、第10条第２項に規定する学期ごとに納入するものとし、前期分は４月末日ま

でに、後期分は10月末日までに、それぞれ年額の２分の１に相当する額を納めなければならな

い。ただし、その日が国民の祝日に関する法律（昭和23年法律第178号）第３条に規定する休日

（以下「休日」という。）、日曜日又は土曜日に当たるときは、その日後において、その日に最

も近い日で休日、日曜日又は土曜日でない日を納入期限とする。 

２ 前項の納入期限を過ぎてから入学した学生の入学の日の属する期分の授業料は、入学許可後

20日以内に納めなければならない。 

３ 前２項の納入期限が、民法（明治29年法律第89号）第142条に規定する休日又は土曜日に該当

するときは、前２項の規定にかかわらず、これらの日の翌日を納入期限とみなす。 

 （休学の場合の授業料） 

第32条 前期又は後期の全期間を通じて休学した学生の当該期分の授業料は免除する。 

 （退学、転学、停学及び除籍の場合の授業料） 

第33条 退学、転学、停学又は除籍の場合においても、その日（停学の場合にあっては、停学と

なった日の前日及び停学の解除された日）の属する期分の授業料は、納めなければならない。 

 （検定料等の不還付） 

第34条 既に納入した検定料、入学料及び授業料は、還付しない。ただし、検定料については、

次の各号のいずれかに該当した場合は、納入した者の申出により、学長が別に定める額を還付

するものとする。 

 (1) 第１段階選抜の結果、不合格となった場合 

 (2) 大学入学共通テストの受験科目が不足しているため、出願資格がないことが判明した場合 

 (3) 入学検定料を納入したが、入学志願書を提出しなかった又は出願が受理されなかった場合 

 (4) 入学検定料を誤って二重に納付した場合 

 （授業料の減免及び分納） 

第35条 学費の支弁が極めて困難な事情にある学生の授業料は、学長が減免し、又は第31条第１

項及び第２項の規定にかかわらず、分納させることができる。 

２ 授業料の減免及び分納は、期ごとに行うものとする。 

３ 授業料の減免及び分納の基準並びにその手続については、別に定める。 

 

   第10章 委託生、聴講生、科目等履修生及び外国人留学生 

 （委託生、聴講生、科目等履修生及び外国人留学生） 

第36条 大学に、教授上余力がある場合には、選考の上、委託生、聴講生、科目等履修生及び外

国人留学生の入学を許可することができる。 

２ 委託生、聴講生及び科目等履修生の授業料の額は、別に定める。 

３ 委託生、聴講生及び科目等履修生の授業料の納入期限は、別に定める。 

４ 科目等履修生の検定料及び入学料の額については、別に定める。 

５ 第31条第２項及び第３項並びに第34条本文の規定は、委託生、聴講生及び科目等履修生の授

業料について準用する。 

６ 外国人留学生の検定料、入学料及び授業料については、第９章の規定を準用する。 

７ 前６項のほか、委託生、聴講生、科目等履修生及び外国人留学生に関し必要な事項は、別に

定める。 

 

   第11章 研究生 

 （研究生） 

第37条 大学に、教授研究上支障のない場合には、選考の上、研究生を入学させることができる。 

２ 研究生の検定料、入学料及び攻究料については、別に定める。 

３ 研究生に関し必要な事項は、別に定める。 

 

   第12章 公開講座 

 （公開講座） 

第38条 公開講座は、必要と認めた場合に開設することができる。 

 

   第13章 賞罰 

 （表彰） 

第39条 学長は、素行及び学業成績が特に優秀で他の学生の模範となる者を、教授会及び教育研

究評議会の議を経て、これを表彰することができる。 

 （懲戒処分等） 

第40条 学長は、この規程その他大学の定める規程に違反し、又は学生の本分に反する行為があ

った者に対して、教授会及び教育研究評議会の議を経て、懲戒処分をすることができる。 

２ 懲戒処分は、戒告、停学及び退学とする。ただし、退学は、次の各号のいずれかに該当する

者に限り行うものとする。 

 (1) 性行不良で改善の見込みがないと認められる者 

 (2) 正当な理由がなく出席が常でない者 

 (3) 大学の秩序を乱し、その他学生としての本分に反した者 

 (4) 学力劣等で成業の見込みがないと認められる者 

３ 学部長は、教育上必要があると認めるときは、学生に対し謹慎処分をすることができる。 

 

   第14章 雑則 

 （細則） 

第41条 この規程に定めるもののほか、必要な事項は、別に定める。 

 

   附 則 

１ この規程は、平成19年４月１日から施行する。 

２ この規程の施行の日の前日までに廃止前の札幌医科大学学則（平成５年３月31日医大総第

1274号）又は同学則に基づく規程の規定によりなされた処分、手続その他の行為は、この規程

又はこの学則に基づく規程の相当規定によりなされたものとみなす。 

   附 則（平成20年４月１日規程第217号） 
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（懲戒処分等）

第　40　条　学長は、この規程その他大学の定める規程に違反し、又は学生の本分に反する行為があった

者に対して、教授会及び教育研究評議会の議を経て、懲戒処分をすることができる。

２　懲戒処分は、戒告、停学及び退学とする。ただし、退学は、次の各号のいずれかに該当する者に限り

行うものとする。

⑴　性行不良で改善の見込みがないと認められる者

⑵　正当な理由がなく出席が常でない者

⑶　大学の秩序を乱し、その他学生としての本分に反した者

⑷　学力劣等で成業の見込みがないと認められる者

３　学部長は、教育上必要があると認めるときは、学生に対し謹慎処分をすることができる。

第14章　寄　宿　舎
（寄宿舎）

第　41　条　大学に、寄宿舎を置く。

２　寄宿舎については、別に定める。

第15章　雑　　　則
（細則）

第　42　条　この規程に定めるもののほか、必要な事項は、別に定める。

附　則

１　この規程は、平成19年４月１日から施行する。

２　この規程の施行の日の前日までに廃止前の札幌医科大学学則（平成５年３月31日医大総第1274号）又

は同学則に基づく規程の規定によりなされた処分、手続その他の行為は、この規程又はこの学則に基づ

く規程の相当規定によりなされたものとみなす。

附　則（平成20年４月１日規程第217号）

　この規程は、平成20年４月１日から施行する。

附　則（平成20年４月１日規程第219号）

１　この規程は、平成20年４月１日から施行する。

２　第２条第２項の規定にかかわらず、医学部医学科の平成20年度から平成34年度までの入学定員並びに

収容定員を次のとおりとする。

年　度 入学定員 収容定員

平成20年度 105名 605名

平成21年度 105名 610名

平成22年度 105名 615名

平成23年度 105名 620名

平成24年度 105名 625名

平成25年度 105名 630名

平成26年度 105名 630名

平成27年度 105名 630名

平成28年度 105名 630名

平成29年度 105名 630名

平成30年度 100名 625名

平成31年度 100名 620名

平成32年度 100名 615名

平成33年度 100名 610名

平成34年度 100名 605名

２ 前項の学位は、次の各号の区分に応じて当該各号に掲げる学位とする。 

 (1) 医学部を卒業した者          学士（医学）  

 (2) 保健医療学部看護学科を卒業した者   学士（看護学）  

 (3) 保健医療学部理学療法学科を卒業した者 学士（理学療法学）  

 (4) 保健医療学部作業療法学科を卒業した者 学士（作業療法学） 

 （学位規程） 

第28条 学位に関し必要な事項は、別に定める。 

 

    第９章 検定料、入学料及び授業料 

 （検定料、入学料及び授業料） 

第29条 大学に入学する学生の検定料、入学料及び授業料の額については、別に定める。 

 （検定料及び入学料の徴収） 

第30条 検定料は入学志願書提出の際に、入学料は入学許可の際に、それぞれ徴収する。 

 （授業料の納入期限等） 

第31条 授業料は、第10条第２項に規定する学期ごとに納入するものとし、前期分は４月末日ま

でに、後期分は10月末日までに、それぞれ年額の２分の１に相当する額を納めなければならな

い。ただし、その日が国民の祝日に関する法律（昭和23年法律第178号）第３条に規定する休日

（以下「休日」という。）、日曜日又は土曜日に当たるときは、その日後において、その日に最

も近い日で休日、日曜日又は土曜日でない日を納入期限とする。 

２ 前項の納入期限を過ぎてから入学した学生の入学の日の属する期分の授業料は、入学許可後

20日以内に納めなければならない。 

３ 前２項の納入期限が、民法（明治29年法律第89号）第142条に規定する休日又は土曜日に該当

するときは、前２項の規定にかかわらず、これらの日の翌日を納入期限とみなす。 

 （休学の場合の授業料） 

第32条 前期又は後期の全期間を通じて休学した学生の当該期分の授業料は免除する。 

 （退学、転学、停学及び除籍の場合の授業料） 

第33条 退学、転学、停学又は除籍の場合においても、その日（停学の場合にあっては、停学と

なった日の前日及び停学の解除された日）の属する期分の授業料は、納めなければならない。 

 （検定料等の不還付） 

第34条 既に納入した検定料、入学料及び授業料は、還付しない。ただし、検定料については、

次の各号のいずれかに該当した場合は、納入した者の申出により、学長が別に定める額を還付

するものとする。 

 (1) 第１段階選抜の結果、不合格となった場合 

 (2) 大学入学共通テストの受験科目が不足しているため、出願資格がないことが判明した場合 

 (3) 入学検定料を納入したが、入学志願書を提出しなかった又は出願が受理されなかった場合 

 (4) 入学検定料を誤って二重に納付した場合 

 （授業料の減免及び分納） 

第35条 学費の支弁が極めて困難な事情にある学生の授業料は、学長が減免し、又は第31条第１

項及び第２項の規定にかかわらず、分納させることができる。 

２ 授業料の減免及び分納は、期ごとに行うものとする。 

３ 授業料の減免及び分納の基準並びにその手続については、別に定める。 

 

   第10章 委託生、聴講生、科目等履修生及び外国人留学生 

 （委託生、聴講生、科目等履修生及び外国人留学生） 

第36条 大学に、教授上余力がある場合には、選考の上、委託生、聴講生、科目等履修生及び外

国人留学生の入学を許可することができる。 

２ 委託生、聴講生及び科目等履修生の授業料の額は、別に定める。 

３ 委託生、聴講生及び科目等履修生の授業料の納入期限は、別に定める。 

４ 科目等履修生の検定料及び入学料の額については、別に定める。 

５ 第31条第２項及び第３項並びに第34条本文の規定は、委託生、聴講生及び科目等履修生の授

業料について準用する。 

６ 外国人留学生の検定料、入学料及び授業料については、第９章の規定を準用する。 

７ 前６項のほか、委託生、聴講生、科目等履修生及び外国人留学生に関し必要な事項は、別に

定める。 

 

   第11章 研究生 

 （研究生） 

第37条 大学に、教授研究上支障のない場合には、選考の上、研究生を入学させることができる。 

２ 研究生の検定料、入学料及び攻究料については、別に定める。 

３ 研究生に関し必要な事項は、別に定める。 

 

   第12章 公開講座 

 （公開講座） 

第38条 公開講座は、必要と認めた場合に開設することができる。 

 

   第13章 賞罰 

 （表彰） 

第39条 学長は、素行及び学業成績が特に優秀で他の学生の模範となる者を、教授会及び教育研

究評議会の議を経て、これを表彰することができる。 

 （懲戒処分等） 

第40条 学長は、この規程その他大学の定める規程に違反し、又は学生の本分に反する行為があ

った者に対して、教授会及び教育研究評議会の議を経て、懲戒処分をすることができる。 

２ 懲戒処分は、戒告、停学及び退学とする。ただし、退学は、次の各号のいずれかに該当する

者に限り行うものとする。 

 (1) 性行不良で改善の見込みがないと認められる者 

 (2) 正当な理由がなく出席が常でない者 

 (3) 大学の秩序を乱し、その他学生としての本分に反した者 

 (4) 学力劣等で成業の見込みがないと認められる者 

３ 学部長は、教育上必要があると認めるときは、学生に対し謹慎処分をすることができる。 

 

   第14章 雑則 

 （細則） 

第41条 この規程に定めるもののほか、必要な事項は、別に定める。 

 

   附 則 

１ この規程は、平成19年４月１日から施行する。 

２ この規程の施行の日の前日までに廃止前の札幌医科大学学則（平成５年３月31日医大総第

1274号）又は同学則に基づく規程の規定によりなされた処分、手続その他の行為は、この規程

又はこの学則に基づく規程の相当規定によりなされたものとみなす。 

   附 則（平成20年４月１日規程第217号） 
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附　則（平成20年10月１日規程第33号）

　この規程は、平成20年10月１日から施行する。

附　則（平成21年４月１日規程第74号）

１　この規程は、平成21年４月１日から施行する。

２　第２条第２項の規定にかかわらず、医学部医学科の平成21年度から平成34年度までの入学定員並びに

収容定員を次のとおりとする。

年　度 入学定員 収容定員

平成21年度 108名 613名

平成22年度 108名 621名

平成23年度 108名 629名

平成24年度 108名 637名

平成25年度 108名 645名

平成26年度 108名 648名

平成27年度 108名 648名

平成28年度 108名 648名

平成29年度 108名 648名

平成30年度 100名 640名

平成31年度 100名 632名

平成32年度 100名 624名

平成33年度 100名 616名

平成34年度 100名 608名

附　則（平成21年４月１日規程第75号）

１　この規程は、平成21年４月１日から施行する。

２　第２条第２項の規定にかかわらず、医学部医学科の平成21年度から平成34年度までの入学定員並びに

収容定員を次のとおりとする。

年　度 入学定員 収容定員

平成21年度 110名 615名

平成22年度 110名 625名

平成23年度 110名 635名

平成24年度 110名 645名

平成25年度 110名 655名

平成26年度 110名 660名

平成27年度 110名 660名

平成28年度 110名 660名

平成29年度 110名 660名

平成30年度 102名 652名

平成31年度 102名 644名

平成32年度 102名 636名

平成33年度 102名 628名

平成34年度 102名 620名

附　則（平成22年４月１日規程第9号）

　この規程は、平成22年４月１日から施行する。

附　則（平成23年４月１日規程第82号）

　この規程は、平成23年４月１日から施行する。ただし、第３条の２の規定は、平成24年４月１日から施

行する。

附　則（平成23年10月１日規程第59号）

　この規程は、平成23年10月１日から施行する。

附　則（平成24年４月１日規程第２号）

この規程は、平成20年４月１日から施行する。 

附 則（平成20年４月１日規程第219号） 

１ この規程は、平成20年４月１日から施行する。 

２ 第２条第２項の規定にかかわらず、医学部医学科の平成20年度から平成34年度までの入学定

員並びに収容定員を次のとおりとする。 

年 度 入学定員 収容定員  

平成20年度          105名          605名 

平成21年度          105名          610名 

平成22年度          105名          615名 

平成23年度          105名          620名 

平成24年度          105名          625名 

平成25年度          105名          630名 

平成26年度          105名          630名 

平成27年度          105名          630名 

平成28年度          105名          630名 

平成29年度          105名          630名 

平成30年度          100名          625名 

平成31年度          100名          620名 

平成32年度          100名          615名 

平成33年度          100名          610名 

平成34年度          100名          605名 

   附 則（平成20年10月１日規程第33号） 

この規程は、平成20年10月１日から施行する。 

   附 則（平成21年４月１日規程第74号） 

１ この規程は、平成21年４月１日から施行する。 

２ 第２条第２項の規定にかかわらず、医学部医学科の平成21年度から平成34年度までの入学定

員並びに収容定員を次のとおりとする。 

年 度 入学定員 収容定員 

平成21年度          108名          613名 

平成22年度          108名          621名 

平成23年度          108名          629名 

平成24年度          108名          637名 

平成25年度          108名          645名 

平成26年度          108名          648名 

平成27年度          108名          648名 

平成28年度          108名          648名 

平成29年度          108名          648名 

平成30年度          100名          640名 

平成31年度          100名          632名 

平成32年度          100名          624名 

平成33年度          100名          616名 

平成34年度          100名          608名 

   附 則（平成21年４月１日規程第75号） 

１ この規程は、平成21年４月１日から施行する。 

２ 第２条第２項の規定にかかわらず、医学部医学科の平成21年度から平成34年度までの入学定

員並びに収容定員を次のとおりとする。 

年 度 入学定員 収容定員 

平成21年度          110名          615名 

平成22年度          110名          625名 

平成23年度          110名          635名 

平成24年度          110名          645名 

平成25年度          110名          655名 

平成26年度          110名          660名 

平成27年度          110名          660名 

平成28年度          110名          660名 

平成29年度          110名          660名 

平成30年度          102名          652名 

平成31年度          102名          644名 

平成32年度          102名          636名 

平成33年度          102名          628名 

平成34年度          102名          620名 

   附 則（平成22年４月１日規程第９号） 

 この規程は、平成22年４月１日から施行する。 

   附 則（平成23年４月１日規程第82号） 

 この規程は、平成23年４月１日から施行する。ただし、第３条の２の規定は、平成24年４月１

日から施行する。 

   附 則（平成23年10月１日規程第59号） 

 この規程は、平成23年10月１日から施行する。 

   附 則（平成24年４月１日規程第２号） 

 この規程は、平成24年４月１日から施行する。 

   附 則（平成24年８月31日規程第65号） 

 この規程は、平成24年９月１日から施行する。 

   附 則（平成25年３月15日規程第８号） 

 この規程は、平成25年３月22日から施行する。 

   附 則（平成25年４月１日規程第30号） 

 この規程は、平成25年４月１日から施行する。 

   附 則（平成26年9月19日規程第55号） 

 この規程は、平成26年10月１日から施行する。 

   附 則（平成26年11月20日規程第67号） 

 この規程は、平成26年12月１日から施行する。 

   附 則（平成27年３月31日規程第６号） 

 この規程は、平成27年４月１日から施行する。 

   附 則（平成28年３月29日規程第16号） 

 この規程は、平成28年４月１日から施行する。 

   附 則（平成29年３月７日規程第18号） 

 この規程は、平成29年４月１日から施行する。 

   附 則（平成29年10月１日規程第60号） 

 この規程は、平成29年10月１日から施行する。 
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　この規程は、平成24年４月１日から施行する。

附　則（平成24年８月31日規程第65号）

　この規程は、平成24年９月１日から施行する。

附　則（平成25年３月15日規程第８号）

　この規程は、平成25年３月22日から施行する。

附　則（平成25年４月１日規程第30号）

　この規程は、平成25年４月１日から施行する。

附　則（平成26年９月19日規程第55号）

　この規程は、平成26年10月１日から施行する。

附　則（平成26年11月20日規程第67号）

　この規程は、平成26年12月１日から施行する。

附　則（平成27年３月31日規程第６号）

　この規程は、平成27年４月１日から施行する。

附　則（平成28年３月29日規程第16号）

　この規程は、平成28年４月１日から施行する。

附　則（平成29年３月７日規程第18号）

　この規程は、平成29年４月１日から施行する。

附　則（平成29年10月１日規程第60号）

　この規程は、平成29年10月１日から施行する。

附　則（平成29年10月11日規程第64号）

１　この規程は、平成30年４月１日から施行する。

２　第２条第２項の規定にかかわらず、医学部医学科の平成30年度から平成36年度までの入学定員並びに

収容定員を次のとおりとする。

年　度 入学定員 収容定員
平成30年度 110名 660名
平成31年度 110名 660名
平成32年度 102名 652名
平成33年度 102名 644名
平成34年度 102名 636名
平成35年度 102名 628名
平成36年度 102名 620名

附　則（平成30年３月30日規程第５号）

　この規程は、平成30年４月１日から施行する。

附　則（平成31年３月13日規程第８号）

　この規程は、平成31年４月１日から施行する。

附　則（令和元年８月23日規程第12号）

　この規程は、令和２年４月１日から施行する。

附　則（令和元年10月16日規程第22号）

　この規程は、令和２年４月１日から施行する。

附　則（令和元年10月16日規程第22号）

１　この規程は、令和２年４月１日から施行する。

２　第２条第２項の規定にかかわらず、医学部医学科の令和２年度から令和８年度までの入学定員並びに

収容定員を次のとおりとする。

年　度 入学定員 収容定員

令和２年度 110名 660名

令和３年度 110名 660名

この規程は、平成20年４月１日から施行する。 

附 則（平成20年４月１日規程第219号） 

１ この規程は、平成20年４月１日から施行する。 

２ 第２条第２項の規定にかかわらず、医学部医学科の平成20年度から平成34年度までの入学定

員並びに収容定員を次のとおりとする。 

年 度 入学定員 収容定員  

平成20年度          105名          605名 

平成21年度          105名          610名 

平成22年度          105名          615名 

平成23年度          105名          620名 

平成24年度          105名          625名 

平成25年度          105名          630名 

平成26年度          105名          630名 

平成27年度          105名          630名 

平成28年度          105名          630名 

平成29年度          105名          630名 

平成30年度          100名          625名 

平成31年度          100名          620名 

平成32年度          100名          615名 

平成33年度          100名          610名 

平成34年度          100名          605名 

   附 則（平成20年10月１日規程第33号） 

この規程は、平成20年10月１日から施行する。 

   附 則（平成21年４月１日規程第74号） 

１ この規程は、平成21年４月１日から施行する。 

２ 第２条第２項の規定にかかわらず、医学部医学科の平成21年度から平成34年度までの入学定

員並びに収容定員を次のとおりとする。 

年 度 入学定員 収容定員 

平成21年度          108名          613名 

平成22年度          108名          621名 

平成23年度          108名          629名 

平成24年度          108名          637名 

平成25年度          108名          645名 

平成26年度          108名          648名 

平成27年度          108名          648名 

平成28年度          108名          648名 

平成29年度          108名          648名 

平成30年度          100名          640名 

平成31年度          100名          632名 

平成32年度          100名          624名 

平成33年度          100名          616名 

平成34年度          100名          608名 

   附 則（平成21年４月１日規程第75号） 

１ この規程は、平成21年４月１日から施行する。 

２ 第２条第２項の規定にかかわらず、医学部医学科の平成21年度から平成34年度までの入学定

員並びに収容定員を次のとおりとする。 

年 度 入学定員 収容定員 

平成21年度          110名          615名 

平成22年度          110名          625名 

平成23年度          110名          635名 

平成24年度          110名          645名 

平成25年度          110名          655名 

平成26年度          110名          660名 

平成27年度          110名          660名 

平成28年度          110名          660名 

平成29年度          110名          660名 

平成30年度          102名          652名 

平成31年度          102名          644名 

平成32年度          102名          636名 

平成33年度          102名          628名 

平成34年度          102名          620名 

   附 則（平成22年４月１日規程第９号） 

 この規程は、平成22年４月１日から施行する。 

   附 則（平成23年４月１日規程第82号） 

 この規程は、平成23年４月１日から施行する。ただし、第３条の２の規定は、平成24年４月１

日から施行する。 

   附 則（平成23年10月１日規程第59号） 

 この規程は、平成23年10月１日から施行する。 

   附 則（平成24年４月１日規程第２号） 

 この規程は、平成24年４月１日から施行する。 

   附 則（平成24年８月31日規程第65号） 

 この規程は、平成24年９月１日から施行する。 

   附 則（平成25年３月15日規程第８号） 

 この規程は、平成25年３月22日から施行する。 

   附 則（平成25年４月１日規程第30号） 

 この規程は、平成25年４月１日から施行する。 

   附 則（平成26年9月19日規程第55号） 

 この規程は、平成26年10月１日から施行する。 

   附 則（平成26年11月20日規程第67号） 

 この規程は、平成26年12月１日から施行する。 

   附 則（平成27年３月31日規程第６号） 

 この規程は、平成27年４月１日から施行する。 

   附 則（平成28年３月29日規程第16号） 

 この規程は、平成28年４月１日から施行する。 

   附 則（平成29年３月７日規程第18号） 

 この規程は、平成29年４月１日から施行する。 

   附 則（平成29年10月１日規程第60号） 

 この規程は、平成29年10月１日から施行する。 
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令和４年度 102名 652名

令和５年度 102名 644名

令和６年度 102名 636名

令和７年度 102名 628名

令和８年度 102名 620名

附　則（令和元年10月25日規程第27号）

　この規程は、令和元年11月１日から施行する。

附　則（令和２年８月20日規程第62号）

　この規程は、令和２年９月１日から施行する。

附　則（令和３年３月11日規程第４号）

　この規程は、令和３年４月１日から施行する。

附　則（令和３年10月15日規程第59号）

１　この規程は、令和４年４月１日から施行する。

２　第２条第２項の規定にかかわらず、医学部医学科の令和４年度から令和９年度までの入学定員並びに

収容定員を次のとおりとする。

年　度 入学定員 収容定員
令和４年度 110名 660名
令和５年度 102名 652名
令和６年度 102名 644名
令和７年度 102名 636名
令和８年度 102名 628名
令和９年度 102名 620名

附　則（令和３年11月12日規程第60号）

　この規程は、令和３年12月１日から施行する。

附　則（令和４年10月18日規程35号）

１　この規程は、令和５年４月１日から施行する。

２　第２条第２項の規定にかかわらず、医学部医学科の令和５年度から令和10年度までの入学定員並びに

収容定員を次のとおりとする。

年　度 入学定員 収容定員
令和５年度 110名 660名
令和６年度 102名 652名
令和７年度 102名 644名
令和８年度 102名 636名
令和９年度 102名 628名
令和10年度 102名 620名

附　則（令和５年10月13日規程56号）

１　この規程は、令和６年４月１日から施行する。

２　第２条第２項の規定にかかわらず、医学部医学科の令和６年度から令和11年度までの入学定員並びに

収容定員を次のとおりとする。

年　度 入学定員 収容定員
令和６年度 110名 660名
令和７年度 102名 652名
令和８年度 102名 644名
令和９年度 102名 636名
令和10年度 102名 628名
令和11年度 102名 620名

附　則（令和５年10月23日規程61号）

　この規程は、令和５年11月１日から施行する。

   附 則（平成29年10月11日規程第64号） 

１ この規程は、平成30年４月１日から施行する。 

２ 第２条第２項の規定にかかわらず、医学部医学科の平成30年度から平成36年度までの入学定

員並びに収容定員を次のとおりとする。 

年 度 入学定員 収容定員 

平成30年度          110名          660名 

平成31年度          110名          660名 

平成32年度          102名          652名 

平成33年度          102名          644名 

平成34年度          102名          636名 

平成35年度          102名          628名 

平成36年度          102名          620名 

   附 則（平成30年３月30日規程第５号） 

 この規程は、平成30年４月１日から施行する。 

   附 則（平成31年３月13日規程第８号） 

 この規程は、平成31年４月１日から施行する。 

   附 則（令和元年８月23日規程第12号） 

 この規程は、令和２年４月１日から施行する。 

   附 則（令和元年10月16日規程第22号） 

 この規程は、令和２年４月１日から施行する。 

   附 則（令和元年10月16日規程第22号） 

１ この規程は、令和２年４月１日から施行する。 

２ 第２条第２項の規定にかかわらず、医学部医学科の令和２年度から令和８年度までの入学定

員並びに収容定員を次のとおりとする。 

年 度 入学定員 収容定員 

令和２年度          110名 660名 

令和３年度          110名         660名 

令和４年度          102名         652名 

令和５年度          102名         644名 

令和６年度          102名         636名 

令和７年度          102名         628名 

令和８年度          102名         620名 

   附 則（令和元年10月25日規程第27号） 

 この規程は、令和元年11月１日から施行する。 

   附 則（令和２年８月20日規程第62号） 

 この規程は、令和２年９月１日から施行する。 

   附 則（令和３年３月11日規程第４号） 

 この規程は、令和３年４月１日から施行する。 

   附 則（令和３年10月15日規程第59号） 

１ この規程は、令和４年４月１日から施行する。 

２ 第２条第２項の規定にかかわらず、医学部医学科の令和４年度から令和９年度までの入学定

員並びに収容定員を次のとおりとする。 

年 度 入学定員 収容定員 

令和４年度          110名          660名 

令和５年度          102名          652名 

令和６年度          102名          644名 

令和７年度          102名          636名 

令和８年度          102名          628名 

令和９年度          102名          620名 

   附 則（令和３年11月12日規程第60号） 

 この規程は、令和３年12月１日から施行する。 

   附 則（令和４年10月18日規程第35号） 

１ この規程は、令和５年４月１日から施行する。 

２ 第２条第２項の規定にかかわらず、医学部医学科の令和５年度から令和10年度までの入学定

員並びに収容定員を次のとおりとする。 

年 度 入学定員 収容定員  

令和５年度          110名          660名 

令和６年度          102名          652名 

令和７年度          102名          644名 

令和８年度          102名          636名 

令和９年度          102名          628名 

令和10年度          102名          620名 

   附 則（令和５年10月13日規程第56号） 

１ この規程は、令和６年４月１日から施行する。 

２ 第２条第２項の規定にかかわらず、医学部医学科の令和６年度から令和11年度までの入学定

員並びに収容定員を次のとおりとする。 

年 度 入学定員 収容定員  

令和６年度          110名          660名 

令和７年度          102名          652名 

令和８年度          102名          644名 

令和９年度          102名          636名 

令和10年度          102名          628名 

令和11年度          102名          620名 

   附 則（令和５年10月23日規程第61号） 

 この規程は、令和５年11月１日から施行する。 

   附 則（令和５年11月21日規程第66号） 

 この規程は、令和５年12月１日から施行する。 

   附 則（令和６年10月24日規程第48号） 

１ この規程は、令和６年11月１日から施行する。 

２ 第２条第２項の規程にかかわらず、医学部医学科の令和７年度から令和12年度までの入学定

員並びに収容定員を次のとおりとし、令和７年４月１日から施行する。 

年 度 入学定員 収容定員 

令和７年度          110名          660名 

令和８年度          102名          652名 

令和９年度          102名          644名 

令和10年度          102名          636名 

令和11年度          102名          628名 

令和12年度          102名          620名 
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附　則（令和５年11月21日規程66号）

　この規程は、令和５年12月１日から施行する。

別表第１（第１条の２関係）

　教育研究上の目的

医学部

　医学部は、変化し多様化する地域及び国際社会の要請に応えるとともに、医学と医療の進歩及び向上
に貢献することのできる人間性豊かな医師並びに医学研究者を育成することを目的とする。

保健医療学部

　保健医療学部は、創造性と倫理性に富む豊かな人間性を基盤に、関連諸科学と医療の進歩に対応し、
地域の保健・医療・福祉の充実と社会の発展に貢献する実践力を備えた看護師、理学療法士、作業療法
士及び学問分野の進展に寄与しうる人材を育成することを目的とする。

別表第２（第７条関係）

　医学部医学科学科目及び講座

１　学科目

⑴　基礎医学部門

先端医療知財学　遺伝医学

⑵　臨床医学部門

産科周産期科学　医療薬学　病理診断学　放射線診断学　病院管理学

集中治療医学　呼吸器外科学　血液内科学　免疫・リウマチ内科学

医療統計・データ管理学　スポーツ医学

２　講座

⑴　基礎医学部門

解剖学第一　解剖学第二　細胞生理学　神経科学　医化学　分子生物学

病理学第一　病理学第二　微生物学　薬理学　衛生学　公衆衛生学

法医学

⑵　臨床医学部門

消化器内科学　循環器・腎臓・代謝内分泌内科学

呼吸器・アレルギー内科学　腫瘍内科学　神経内科学

消化器・総合、乳腺・内分泌外科学　心臓血管外科学　整形外科学

脳神経外科学　産婦人科学　小児科学　眼科学　皮膚科学　泌尿器科学

耳鼻咽喉科・頭頸部外科学　神経精神医学　放射線医学　麻酔科学

総合診療医学　感染制御・臨床検査医学　救急医学　口腔外科学

リハビリテーション医学　形成外科学

別表第３（第７条関係）

　保健医療学部学科目及び講座

１　講座

⑴　看護学科

看護学第一　看護学第二　看護学第三

⑵　理学療法学科

理学療法学第一　理学療法学第二

⑶　作業療法学科

作業療法学第一　作業療法学第二

   附 則（平成29年10月11日規程第64号） 

１ この規程は、平成30年４月１日から施行する。 

２ 第２条第２項の規定にかかわらず、医学部医学科の平成30年度から平成36年度までの入学定

員並びに収容定員を次のとおりとする。 

年 度 入学定員 収容定員 

平成30年度          110名          660名 

平成31年度          110名          660名 

平成32年度          102名          652名 

平成33年度          102名          644名 

平成34年度          102名          636名 

平成35年度          102名          628名 

平成36年度          102名          620名 

   附 則（平成30年３月30日規程第５号） 

 この規程は、平成30年４月１日から施行する。 

   附 則（平成31年３月13日規程第８号） 

 この規程は、平成31年４月１日から施行する。 

   附 則（令和元年８月23日規程第12号） 

 この規程は、令和２年４月１日から施行する。 

   附 則（令和元年10月16日規程第22号） 

 この規程は、令和２年４月１日から施行する。 

   附 則（令和元年10月16日規程第22号） 

１ この規程は、令和２年４月１日から施行する。 

２ 第２条第２項の規定にかかわらず、医学部医学科の令和２年度から令和８年度までの入学定

員並びに収容定員を次のとおりとする。 

年 度 入学定員 収容定員 

令和２年度          110名 660名 

令和３年度          110名         660名 

令和４年度          102名         652名 

令和５年度          102名         644名 

令和６年度          102名         636名 

令和７年度          102名         628名 

令和８年度          102名         620名 

   附 則（令和元年10月25日規程第27号） 

 この規程は、令和元年11月１日から施行する。 

   附 則（令和２年８月20日規程第62号） 

 この規程は、令和２年９月１日から施行する。 

   附 則（令和３年３月11日規程第４号） 

 この規程は、令和３年４月１日から施行する。 

   附 則（令和３年10月15日規程第59号） 

１ この規程は、令和４年４月１日から施行する。 

２ 第２条第２項の規定にかかわらず、医学部医学科の令和４年度から令和９年度までの入学定

員並びに収容定員を次のとおりとする。 

年 度 入学定員 収容定員 

令和４年度          110名          660名 

令和５年度          102名          652名 

令和６年度          102名          644名 

令和７年度          102名          636名 

令和８年度          102名          628名 

令和９年度          102名          620名 

   附 則（令和３年11月12日規程第60号） 

 この規程は、令和３年12月１日から施行する。 

   附 則（令和４年10月18日規程第35号） 

１ この規程は、令和５年４月１日から施行する。 

２ 第２条第２項の規定にかかわらず、医学部医学科の令和５年度から令和10年度までの入学定

員並びに収容定員を次のとおりとする。 

年 度 入学定員 収容定員  

令和５年度          110名          660名 

令和６年度          102名          652名 

令和７年度          102名          644名 

令和８年度          102名          636名 

令和９年度          102名          628名 

令和10年度          102名          620名 

   附 則（令和５年10月13日規程第56号） 

１ この規程は、令和６年４月１日から施行する。 

２ 第２条第２項の規定にかかわらず、医学部医学科の令和６年度から令和11年度までの入学定

員並びに収容定員を次のとおりとする。 

年 度 入学定員 収容定員  

令和６年度          110名          660名 

令和７年度          102名          652名 

令和８年度          102名          644名 

令和９年度          102名          636名 

令和10年度          102名          628名 

令和11年度          102名          620名 

   附 則（令和５年10月23日規程第61号） 

 この規程は、令和５年11月１日から施行する。 

   附 則（令和５年11月21日規程第66号） 

 この規程は、令和５年12月１日から施行する。 

   附 則（令和６年10月24日規程第48号） 

１ この規程は、令和６年11月１日から施行する。 

２ 第２条第２項の規程にかかわらず、医学部医学科の令和７年度から令和12年度までの入学定

員並びに収容定員を次のとおりとし、令和７年４月１日から施行する。 

年 度 入学定員 収容定員 

令和７年度          110名          660名 

令和８年度          102名          652名 

令和９年度          102名          644名 

令和10年度          102名          636名 

令和11年度          102名          628名 

令和12年度          102名          620名 
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別表第４（第７条関係）

　医療人育成センター学科目

１　学科目（教養教育科目）

⑴　人文・社会科学系

哲学・倫理学　心理学　法学・社会学　英語　運動科学

⑵　自然科学系

物理学　化学　生物学　数学・情報科学

附 則（令和７年３月18日規程第15号） 

この規程は、令和７年４月１日から施行する。 

附 則（令和７年５月27日規程第70号） 

この規程は、令和７年６月１日から施行する。 

   附 則（令和７年10月21日規程第91号） 

１ この規程は、令和８年４月１日から施行する。 

２ 第２条第２項の規程にかかわらず、医学部医学科の令和８年度から令和13年度までの入学定

員並びに収容定員を次のとおりとする。 

年 度 入学定員 収容定員 

令和８年度          110名          660名 

令和９年度          102名          652名 

令和10年度          102名          644名 

令和11年度          102名          636名 

令和12年度          102名          628名 

令和13年度          102名          620名 

   附 則（令和８年３月17日規程第17号） 

この規程は、令和８年４月１日から施行する。 

 

別表第１（第１条の２関係） 

 教育研究上の目的 

医学部 

 医学部は、変化し多様化する地域及び国際社会の要請に応えるとともに、医学と医療の進

歩及び向上に貢献することのできる人間性豊かな医師並びに医学研究者を育成することを目

的とする。 

保健医療学部 

 保健医療学部は、創造性と倫理性に富む豊かな人間性を基盤に、関連諸科学と医療の進歩

に対応し、地域の保健・医療・福祉の充実と社会の発展に貢献する実践力を備えた看護師、理

学療法士、作業療法士及び学問分野の進展に寄与しうる人材を育成することを目的とする。 

 

別表第２（第７条関係） 

 医学部医学科講座 

 １ 講座 

  (1) 基礎医学部門 

    解剖学（細胞組織学分野 機能構造学分野） 

生理学（細胞生理学分野 神経科学分野） 

生化学（医化学分野 分子生物学分野） 

    病理学（病理学第一分野 病理学第二分野） 

感染学（微生物学分野 感染症学分野） 

薬理学 

社会医学（衛生学分野 公衆衛生学分野 医工情報学分野） 

    法医学 

    先端医療知財学 

    ゲノム予防医学（臨床ゲノム学分野 ゲノム医科学分野） 

    医療統計・データ管理学 

  (2) 臨床医学部門 

    内科学（消化器内科学分野 循環病態内科学分野 呼吸器・アレルギー内科学分野 

 腫瘍内科学分野 神経内科学分野 血液内科学分野 

免疫・リウマチ内科学分野） 

    外科学（消化器外科学分野 乳腺・内分泌外科学分野 心臓血管外科学分野 

呼吸器外科学分野） 

整形外科学 

    脳神経外科学 

産婦人科学（産婦人科学分野 産科周産期科学分野） 

小児科学 

眼科学 

皮膚科学 

泌尿器科学 

    耳鼻咽喉科・頭頸部外科学 

精神医学 

放射線医学（放射線治療学分野 放射線診断学分野） 

麻酔科学 

    総合診療医学 

感染制御・臨床検査医学 

救急医学 

口腔外科学 

    リハビリテーション医学 

形成外科学 

医療薬学 

病理診断学 

医療安全・病院管理学 

集中治療医学 

スポーツ医学 

 

別表第３（第７条関係） 

 保健医療学部講座 

 １ 講座 

  (1) 看護学科 

    看護学第一 看護学第二 看護学第三 

  (2) 理学療法学科 

    理学療法学第一 理学療法学第二 

  (3) 作業療法学科 

    作業療法学第一 作業療法学第二 

 

別表第４（第７条関係） 

 医療人育成センター学科目 

１ 学科目（教養教育科目） 

  (1) 人文・社会科学系 

    哲学・倫理学 心理学・行動科学 法学・社会学 英語  
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附 則（令和７年３月18日規程第15号） 

この規程は、令和７年４月１日から施行する。 

附 則（令和７年５月27日規程第70号） 

この規程は、令和７年６月１日から施行する。 

   附 則（令和７年10月21日規程第91号） 

１ この規程は、令和８年４月１日から施行する。 

２ 第２条第２項の規程にかかわらず、医学部医学科の令和８年度から令和13年度までの入学定

員並びに収容定員を次のとおりとする。 

年 度 入学定員 収容定員 

令和８年度          110名          660名 

令和９年度          102名          652名 

令和10年度          102名          644名 

令和11年度          102名          636名 

令和12年度          102名          628名 

令和13年度          102名          620名 

   附 則（令和８年３月17日規程第17号） 

この規程は、令和８年４月１日から施行する。 

 

別表第１（第１条の２関係） 

 教育研究上の目的 

医学部 

 医学部は、変化し多様化する地域及び国際社会の要請に応えるとともに、医学と医療の進

歩及び向上に貢献することのできる人間性豊かな医師並びに医学研究者を育成することを目

的とする。 

保健医療学部 

 保健医療学部は、創造性と倫理性に富む豊かな人間性を基盤に、関連諸科学と医療の進歩

に対応し、地域の保健・医療・福祉の充実と社会の発展に貢献する実践力を備えた看護師、理

学療法士、作業療法士及び学問分野の進展に寄与しうる人材を育成することを目的とする。 

 

別表第２（第７条関係） 

 医学部医学科講座 

 １ 講座 

  (1) 基礎医学部門 

    解剖学（細胞組織学分野 機能構造学分野） 

生理学（細胞生理学分野 神経科学分野） 

生化学（医化学分野 分子生物学分野） 

    病理学（病理学第一分野 病理学第二分野） 

感染学（微生物学分野 感染症学分野） 

薬理学 

社会医学（衛生学分野 公衆衛生学分野 医工情報学分野） 

    法医学 

    先端医療知財学 

    ゲノム予防医学（臨床ゲノム学分野 ゲノム医科学分野） 

    医療統計・データ管理学 

  (2) 臨床医学部門 

    内科学（消化器内科学分野 循環病態内科学分野 呼吸器・アレルギー内科学分野 

 腫瘍内科学分野 神経内科学分野 血液内科学分野 

免疫・リウマチ内科学分野） 

    外科学（消化器外科学分野 乳腺・内分泌外科学分野 心臓血管外科学分野 

呼吸器外科学分野） 

整形外科学 

    脳神経外科学 

産婦人科学（産婦人科学分野 産科周産期科学分野） 

小児科学 

眼科学 

皮膚科学 

泌尿器科学 

    耳鼻咽喉科・頭頸部外科学 

精神医学 

放射線医学（放射線治療学分野 放射線診断学分野） 

麻酔科学 

    総合診療医学 

感染制御・臨床検査医学 

救急医学 

口腔外科学 

    リハビリテーション医学 

形成外科学 

医療薬学 

病理診断学 

医療安全・病院管理学 

集中治療医学 

スポーツ医学 

 

別表第３（第７条関係） 

 保健医療学部講座 

 １ 講座 

  (1) 看護学科 

    看護学第一 看護学第二 看護学第三 

  (2) 理学療法学科 

    理学療法学第一 理学療法学第二 

  (3) 作業療法学科 

    作業療法学第一 作業療法学第二 

 

別表第４（第７条関係） 

 医療人育成センター学科目 

１ 学科目（教養教育科目） 

  (1) 人文・社会科学系 

    哲学・倫理学 心理学・行動科学 法学・社会学 英語  
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札幌医科大学医学部の教育課程、授業科目履修方法、試験及び進級取扱いに関する規程 

平成19年4月1日規程第97号 

 

（趣旨） 

第１条 この規程は、札幌医科大学学則（平成19年規程第50号。以下「学則」という。）第12条

及び第12条の２の規定に基づき、医学部の教育課程及び授業科目の履修方法を定めるとともに、

学則に定めるもののほか、授業方法、試験及び進級の取扱い等に関して必要な事項を定めるも

のとする。 

（教育課程） 

第２条 教育課程は、別表第１のとおりとする。 

（科目の履修方法） 

第３条 学生は、前条に規定する教育課程において、現に在籍する当該学年の科目を履修しなけ

ればならない。 

２ 第12条又は第13条の規定に基づき原級留置となった学生（以下「原級留置学生」という。）は、

翌年度に当該学年の全科目（実習科目を除く。）を履修するものとする。ただし、特別な配慮

が必要とされる学生については、再履修の内容について教務委員会が検討し決定する。 

（履修の制限） 

第３条の２ 次の各号に定める授業科目については、履修条件を設け、条件を満たさないときは

当該科目の履修を制限する。 

(1) 別表第１に定める第４学年科目「臨床実習」は、第４学年科目「医学概論・医療総論４」、

「PBLチュートリアル」及び「臨床入門」の全単位を修得していることを履修条件とする。 

（履修届） 

第４条 選択科目の履修に当たっては、選択科目履修届（別記第１号様式）を所定の期日までに

学部長に提出しなければならない。 

２ 前項により届け出た科目を他の科目に変更する場合又は履修を取り消す場合は、選択科目履

修変更（取消し）届（別記第２号様式）を所定の期日までに学部長に提出しなければならない。 

３ 学部長は、前２項の届出があったときは、医療人育成センター長に通知するものとする。 

（授業方法） 
第５条 授業は、講義、演習（ロールプレイ、課題学習、作業・調査・議論を伴う学習、グルー

プワーク、研究室配属等）、実験、実習（基礎医学実習、早期体験実習、学外の関連施設実習、

多職種連携実習、シミュレーション実習、実技チェックリストを用いた臨床実習等）若しくは

実技のいずれかにより又はこれらの併用により行う。 

２ 能動的な学習を促すために、多様なメディアを高度に活用した遠隔授業などの授業方法も取

り入れる。 

３ 授業方法は面接授業を主とするが、一部を遠隔授業とすることができる。 

４ 遠隔授業の実施に関する事項は、別に定める。 

（単位の計算方法） 

第５条の２ 各科目の単位は、次の各号の区分に応じて各号に揚げる基準により算出する。 

(1)  講義  15 時間をもって１単位 

(2)  演習 30 時間をもって１単位 

(3)  実験、実習（臨床実習を除く。）及び実技  45 時間をもって１単位 

(4) 臨床実習 30時間をもって１単位 

（既修得単位等の認定) 

第６条 学則第14条の規定に基づき、他の大学、短期大学又は高等専門学校において修得した単

位を、本学における科目の履修により修得したものとみなすことを希望する者は、既修得単位

  (2) 自然科学系 

    物理学 化学 生物学 数学・情報科学 
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　　札幌医科大学医学部の教育課程、授業科目履修方法、
　　試験及び進級取扱いに関する規程

平成19年４月１日規程第97号
（趣　　旨）

第　１　条　この規程は、札幌医科大学学則（平成19年規程第50号。以下「学則」という。）第12条及び

第12条の２の規定に基づき、医学部の教育課程及び授業科目の履修方法を定めるとともに、学則に定め

るもののほか、授業方法、試験及び進級の取扱い等に関して必要な事項を定めるものとする。

（教育課程）

第　２　条　教育課程は、別表第１のとおりとする。

（科目の履修方法）

第　３　条　学生は、前条に規定する教育課程において、現に在籍する当該学年の科目を履修しなければ

ならない。

２　第12条又は第13条の規定に基づき原級留置となった学生（以下「原級留置学生」という。）は、翌年

度に当該学年の全科目（実習科目を除く。）を履修するものとする。ただし、特別な配慮が必要とされ

る学生については、再履修の内容について教務委員会が検討し決定する。

（履修の制限）

第３条の２　次の各号に定める授業科目については、履修条件を設け、条件を満たさないときは当該科目

の履修を制限する。

　⑴　別表第１に定める第４学年科目「臨床実習」は、第４学年科目「医学概論・医療総論４」及び「臨床

入門」の全単位を修得していることを履修条件とする。

（履　修　届）

第　４　条　選択科目の履修に当たっては、選択科目履修届（別記第１号様式）を所定の期日までに学部

長に提出しなければならない。

２　前項により届け出た科目を他の科目に変更する場合又は履修を取り消す場合は、選択科目履修変更（取

消し）届（別記第２号様式）を所定の期日までに学部長に提出しなければならない。

３　学部長は、前２項の届出があったときは、医療人育成センター長に通知するものとする。

（授業方法）

第　５　条　授業は、講義、演習（ロールプレイ、課題学習、作業・調査・議論を伴う学習、グループワー

ク、研究室配属等）、実験、実習（基礎医学実習、早期体験実習、学外の関連施設実習、多職種連携実習、

シミュレーション実習、実技チェックリストを用いた臨床実習等）若しくは実技のいずれかにより又は

これらの併用により行う。

２　能動的な学習を促すために、多様なメディアを高度に活用した遠隔授業などの授業方法も取り入れる。

３　授業方法は面接授業を主とするが、一部を遠隔授業とすることができる。

４　遠隔授業の実施に関する事項は、別に定める。

（単位の計算方法）

第５条の２　各科目の単位は、次の各号の区分に応じて各号に揚げる基準により算出する。

　⑴　講義　　15時間をもって１単位

　⑵　演習　　30時間をもって１単位

　⑶　実験、実習（臨床実習を除く。）及び実技　　45時間をもって１単位

　⑷　臨床実習　　30時間をもって１単位

（既修得単位等の認定)

第　６　条　学則第14条の規定に基づき、他の大学、短期大学又は高等専門学校において修得した単位を、

札幌医科大学医学部の教育課程、授業科目履修方法、試験及び進級取扱いに関する規程 

平成19年4月1日規程第97号 

 

（趣旨） 

第１条 この規程は、札幌医科大学学則（平成19年規程第50号。以下「学則」という。）第12条

及び第12条の２の規定に基づき、医学部の教育課程及び授業科目の履修方法を定めるとともに、

学則に定めるもののほか、授業方法、試験及び進級の取扱い等に関して必要な事項を定めるも

のとする。 

（教育課程） 

第２条 教育課程は、別表第１のとおりとする。 

（科目の履修方法） 

第３条 学生は、前条に規定する教育課程において、現に在籍する当該学年の科目を履修しなけ

ればならない。 

２ 第12条又は第13条の規定に基づき原級留置となった学生（以下「原級留置学生」という。）は、

翌年度に当該学年の全科目（実習科目を除く。）を履修するものとする。ただし、特別な配慮

が必要とされる学生については、再履修の内容について教務委員会が検討し決定する。 

（履修の制限） 

第３条の２ 次の各号に定める授業科目については、履修条件を設け、条件を満たさないときは

当該科目の履修を制限する。 

(1) 別表第１に定める第４学年科目「臨床実習」は、第４学年科目「医学概論・医療総論４」、

「PBLチュートリアル」及び「臨床入門」の全単位を修得していることを履修条件とする。 

（履修届） 

第４条 選択科目の履修に当たっては、選択科目履修届（別記第１号様式）を所定の期日までに

学部長に提出しなければならない。 

２ 前項により届け出た科目を他の科目に変更する場合又は履修を取り消す場合は、選択科目履

修変更（取消し）届（別記第２号様式）を所定の期日までに学部長に提出しなければならない。 

３ 学部長は、前２項の届出があったときは、医療人育成センター長に通知するものとする。 

（授業方法） 
第５条 授業は、講義、演習（ロールプレイ、課題学習、作業・調査・議論を伴う学習、グルー

プワーク、研究室配属等）、実験、実習（基礎医学実習、早期体験実習、学外の関連施設実習、

多職種連携実習、シミュレーション実習、実技チェックリストを用いた臨床実習等）若しくは

実技のいずれかにより又はこれらの併用により行う。 

２ 能動的な学習を促すために、多様なメディアを高度に活用した遠隔授業などの授業方法も取

り入れる。 

３ 授業方法は面接授業を主とするが、一部を遠隔授業とすることができる。 

４ 遠隔授業の実施に関する事項は、別に定める。 

（単位の計算方法） 

第５条の２ 各科目の単位は、次の各号の区分に応じて各号に揚げる基準により算出する。 

(1)  講義  15 時間をもって１単位 

(2)  演習 30 時間をもって１単位 

(3)  実験、実習（臨床実習を除く。）及び実技  45 時間をもって１単位 

(4) 臨床実習 30時間をもって１単位 

（既修得単位等の認定) 

第６条 学則第14条の規定に基づき、他の大学、短期大学又は高等専門学校において修得した単

位を、本学における科目の履修により修得したものとみなすことを希望する者は、既修得単位

  (2) 自然科学系 

    物理学 化学 生物学 数学・情報科学 
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本学における科目の履修により修得したものとみなすことを希望する者は、既修得単位認定申請書（別

記第３号様式）を所定の期日までに学部長に提出しなければならない｡

２　学部長は、前項に定める既修得単位認定申請書を受理したときは、教授会の議を経て、30単位を限度

としてこれを認定する。

３　学則第13条及び第14条第２項に規定する文部科学大臣の定める学修として、本学における科目の履修

とみなすものは、国際教育交換協議会が認定するTest�of�English�as�a�Foreign�Language（TOEFL）

と公益財団法人日本英語検定協会が認定するInternational�English�Language�Testing�System（IELTS）

とし、認定する科目及び単位数は別表第２のとおりとする。ただし、この学修は、申請日から起算して

２年以内に修得したものに限る。

４　前項による単位認定を希望する者は、英語検定試験による単位認定申請書（別記第４号様式）を所定

の期日までに学部長に提出しなければならない。

５　学部長は、前項の単位認定申請書を受理したときは、教授会の議を経て単位を認定する。

６　学部長は、外国人留学生が入学するに当たって受験した日本語能力試験の結果が特に優れている場合

には、教授会の議を経て、日本語に係る科目の履修を免除し、単位を認定することができる。

７　前２項に基づき認定する単位は、第２項の規定により認定する単位と合算して30単位を限度とする。

８　学部長は、第２項のうち医療人育成センターの教員が担当する授業科目並びに第５項及び第６項の認

定に当たっては、その認定の審査を医療人育成センター長に依頼して行うものとする。

 （単位の授与及び授業科目修了の認定）

第　６　条の２　学則第15条の規定に基づき、授業科目の科目コーディネーターは、原則として学年末に、

授業科目の単位の授与及び授業科目修了の認定を行うものとする。

２　２つ以上の学年にわたり授業を行う授業科目については、当該授業科目の最終の学年末に、授業科目

の単位の授与及び授業科目修了の認定を行うものとする。

（試　　験）

第　７　条　試験は、定期試験、中間試験、共用試験CBT（Computer� Based� Testing：コンピュータ

による多選択肢試験）、Pre-CC� OSCE（Pre-� Clinical� Clerkship� Objective� Structured� Clinical�

Examination： 診 療 参 加 型 臨 床 実 習 前 客 観 的 臨 床 能 力 試 験 ）、Post-CC� OSCE� (Post-Clinical�

Clerkship� OSCE：診療参加型臨床実習後客観的臨床能力試験)、卒業試験、追試験及び再試験とし、

筆記、口答又は実技その他科目コーディネーターが別に指定する方法により行うものとする。

２　前項の試験は、それぞれ次の各号のとおり行うものとする。

  ⑴　定期試験　　学年末又は各科目の所定の授業終了後に行うものとする。

　⑵　中間試験　　必要に応じ随時行うことができるものとする。

　⑶　共用試験CBT及びPre-CC�OSCE　　臨床実習に参加する学生に必要な基本的知識の理解度及び診察、

技能及び態度の到達度を評価するために、別表第１に定める第４学年科目「臨床入門」の所定の授業終

了後に行うものとする。なお、試験問題は公益社団法人医療系大学間共用試験実施評価機構の共用試験

により実施するものとする。

　⑷　Post-CC�OSCE及び卒業試験　　卒業時に必要な臨床上の知識と技能の到達度を評価するために、

別表第１に定める第６学年科目「総合講義」の中で行うものとする。なお、Post-CC�OSCEに係る試

験問題は、公益社団法人医療系大学間共用試験実施評価機構の共用試験により実施する。この場合にお

いて、本学独自の試験問題を追加することができるものとする。卒業試験は、別に定める方法により２

回行うものとする。

　⑸　追試験　　定期試験等の受験資格を有する者が、病気その他の事由により当該試験を受験できない

ときに、あらかじめ定期試験等欠席届（別記第５号様式）を当該科目の科目コーディネーターに提出

し、正当な理由があるものとして認められた者に対して行う。ただし、やむを得ない事由によりあら

かじめ届け出ることができなかったときは、その事由を付して直ちに届け出なければならない。

　⑹　再試験　　定期試験、追試験、共用試験CBT、Pre-CC�OSCE、Post-CC�OSCE又は卒業試験にお

いて不合格となった者に対して、当該不合格の科目について行うことができる。

３　試験の期日は、原則として、次の各号の区分に応じ当該各号に掲げる期日までに掲示するものとする。

  ⑴　定期試験　　試験実施の２週間前

　⑵　共用試験CBT、Pre-CC�OSCE、Post-CC�OSCE及び卒業試験　　試験実施の２ヶ月前

認定申請書（別記第３号様式）を所定の期日までに学部長に提出しなければならない｡ 

２ 学部長は、前項に定める既修得単位認定申請書を受理したときは、教授会の議を経て、30単

位を限度としてこれを認定する。 

３ 学則第13条及び第14条第２項に規定する文部科学大臣の定める学修として、本学における科

目の履修とみなすものは、国際教育交換協議会が認定するTest of English as a Foreign 

Language（TOEFL）と公益財団法人日本英語検定協会が認定するInternational English 

Language Testing System（IELTS）とし、認定する科目及び単位数は別表第２のとおりとする。

ただし、この学修は、申請日から起算して２年以内に修得したものに限る。 

４ 前項による単位認定を希望する者は、英語検定試験による単位認定申請書（別記第４号様式）

を所定の期日までに学部長に提出しなければならない。 

５ 学部長は、前項の単位認定申請書を受理したときは、教授会の議を経て単位を認定する。 

６ 学部長は、外国人留学生が入学するに当たって受験した日本語能力試験の結果が特に優れて

いる場合には、教授会の議を経て、日本語に係る科目の履修を免除し、単位を認定することが

できる。 

７ 前２項に基づき認定する単位は、第２項の規定により認定する単位と合算して30単位を限度

とする。 

８ 学部長は、第２項のうち医療人育成センターの教員が担当する授業科目並びに第５項及び第

６項の認定に当たっては、その認定の審査を医療人育成センター長に依頼して行うものとする。 

（単位の授与及び授業科目修了の認定） 

第６条の２ 学則第 15 条の規定に基づき、授業科目の科目担当責任者は、原則として学年末に、

授業科目の単位の授与及び授業科目修了の認定を行うものとする。 

２ ２つ以上の学年にわたり授業を行う授業科目については、当該授業科目の最終の学年末に、

授業科目の単位の授与及び授業科目修了の認定を行うものとする。 

（試験） 

第７条 試験は、定期試験、中間試験、共用試験CBT（Computer Based Testing：コンピュータに

よる多選択肢試験）、Pre-CC OSCE（Pre- Clinical Clerkship Objective Structured Clinical 

Examination：診療参加型臨床実習前客観的臨床能力試験）、Post-CC OSCE (Post-Clinical 

Clerkship OSCE：診療参加型臨床実習後客観的臨床能力試験)、卒業試験、追試験及び再試験

とし、筆記、口答又は実技その他科目担当責任者が別に指定する方法により行うものとする。 

２ 前項の試験は、それぞれ次の各号のとおり行うものとする。  

 (1) 定期試験 学年末又は各科目の所定の授業終了後に行うものとする。 

 (2) 中間試験 必要に応じ随時行うことができるものとする。 

 (3) 共用試験CBT及びPre-CC OSCE 臨床実習に参加する学生に必要な基本的知識の理解度及び

診察、技能及び態度の到達度を評価するために、別表第１に定める第４学年科目「臨床入門」

の所定の授業終了後に行うものとする。なお、試験問題は公益社団法人医療系大学間共用試

験実施評価機構の共用試験により実施するものとする。 

 (4) Post-CC OSCE及び卒業試験 卒業時に必要な臨床上の知識と技能の到達度を評価するため

に、別表第１に定める第６学年科目「総合講義」の中で行うものとする。なお、Post-CC OSCE

に係る試験問題は、公益社団法人医療系大学間共用試験実施評価機構の共用試験により実施

する。この場合において、本学独自の試験問題を追加することができるものとする。卒業試

験は、別に定める方法により２回行うものとする。 

 (5) 追試験 定期試験等の受験資格を有する者が、病気その他の事由により当該試験を受験で

きないときに、あらかじめ定期試験等欠席届（別記第５号様式）を当該科目の科目担当責任

者に提出し、正当な理由があるものとして認められた者に対して行う。ただし、やむを得な

い事由によりあらかじめ届け出ることができなかったときは、その事由を付して直ちに届け

出なければならない。 

 (6) 再試験 定期試験、追試験、共用試験CBT、Pre-CC OSCE、Post-CC OSCE又は卒業試験にお

いて不合格となった者に対して、当該不合格の科目について行うことができる。 

３ 試験の期日は、原則として、次の各号の区分に応じ当該各号に掲げる期日までに掲示するも

のとする。 

 (1) 定期試験 試験実施の２週間前 

(2) 共用試験CBT、Pre-CC OSCE、Post-CC OSCE及び卒業試験 試験実施の２ヶ月前 

４ 試験に関し、前３項に定めのない事項については、別に定める。 

（試験に係る受験料） 

第７条の２ 共用試験CBT、Pre-CC OSCE及びPost-CC OSCE（前項第２項第４号ただし書を適用し

た場合を含む。）に係る受験料は、学生の負担とし、公益社団法人医療系大学間共用試験実施

評価機構に支払うものとする。 

（試験その他の審査を受ける資格） 

第８条 試験その他の審査を受けるために必要となる学則第15条第２項に規定する所定の期間の

計算は、次の各号の履修時間によるものとする。 

(1) 講義及び演習授業時間の３分の２以上 

(2) 実験、実習及び実技授業時間のすべて 

２ 特別の理由により前項各号の期間に満たない者については、当該科目の科目担当責任者が成

業の見込があると認め、かつ、教授会の議を経て学部長が承認した場合に限り、前項の規定に

かかわらず、試験その他の審査を受けることができるものとする。 

（再試験の受験資格） 

第９条 不正行為により試験が不合格となった者は、当該不合格となった科目の再試験を受験す

ることができない。 

 （共用試験及び卒業試験の受験資格） 

第10条 共用試験CBT及びPre-CC OSCEは、共用試験実施前の第４学年後期までの必修科目全単位

（「医学概論・医療総論４」、「PBLチュートリアル」及び「臨床入門」を除く。）を修得し

ている場合に受験することができる。 

２ Post-CC OSCE及び２回目の卒業試験は、第４学年から第６学年までの「臨床実習」の必要単

位を修得している場合に受験することができる。 

（成績評価の基準等） 

第11条 試験（共用試験CBT、Pre-CC OSCE、Post-CC OSCE及び卒業試験を除く。）その他の審査

により行う成績評価は、当該科目ごとに100点を満点とし、次の区分とする。 

評語 達成度 評価点 合否種別 

優 科目の到達目標を十分に達成している。 80 点以上 

合格 良 科目の到達目標を達成している。 70 点以上 80 点未満 

可 科目の到達目標を最低限度達成している。 60 点以上 70 点未満 

不可 科目の到達目標を達成していない。 60 点未満 不合格 

２ 共用試験CBTは、全国医学部長病院長会議あるいは公益社団法人医療系大学間共用試験実施評

価機構が提示する最低合格ラインに基づき判定する。 

３ Pre-CC OSCE、Post-CC OSCEについては、試験で実施するすべての分野において満点の6割以

上の点数の場合に合格とする。なお、公的化された場合は、公益社団法人医療系大学間共用試

験実施評価機構が提示する最低合格ラインに基づき判定する。 

４ 卒業試験は、総合点の６割以上の点数の場合に合格とする。 

５ 再試験において、合格した場合の成績・評点は60点とする。 

６ ２つ以上の学年にわたり授業を行う授業科目について、履修途中における評価を必要とする
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認定申請書（別記第３号様式）を所定の期日までに学部長に提出しなければならない｡ 

２ 学部長は、前項に定める既修得単位認定申請書を受理したときは、教授会の議を経て、30単

位を限度としてこれを認定する。 

３ 学則第13条及び第14条第２項に規定する文部科学大臣の定める学修として、本学における科

目の履修とみなすものは、国際教育交換協議会が認定するTest of English as a Foreign 

Language（TOEFL）と公益財団法人日本英語検定協会が認定するInternational English 

Language Testing System（IELTS）とし、認定する科目及び単位数は別表第２のとおりとする。

ただし、この学修は、申請日から起算して２年以内に修得したものに限る。 

４ 前項による単位認定を希望する者は、英語検定試験による単位認定申請書（別記第４号様式）

を所定の期日までに学部長に提出しなければならない。 

５ 学部長は、前項の単位認定申請書を受理したときは、教授会の議を経て単位を認定する。 

６ 学部長は、外国人留学生が入学するに当たって受験した日本語能力試験の結果が特に優れて

いる場合には、教授会の議を経て、日本語に係る科目の履修を免除し、単位を認定することが

できる。 

７ 前２項に基づき認定する単位は、第２項の規定により認定する単位と合算して30単位を限度

とする。 

８ 学部長は、第２項のうち医療人育成センターの教員が担当する授業科目並びに第５項及び第

６項の認定に当たっては、その認定の審査を医療人育成センター長に依頼して行うものとする。 

（単位の授与及び授業科目修了の認定） 

第６条の２ 学則第 15 条の規定に基づき、授業科目の科目担当責任者は、原則として学年末に、

授業科目の単位の授与及び授業科目修了の認定を行うものとする。 

２ ２つ以上の学年にわたり授業を行う授業科目については、当該授業科目の最終の学年末に、

授業科目の単位の授与及び授業科目修了の認定を行うものとする。 

（試験） 

第７条 試験は、定期試験、中間試験、共用試験CBT（Computer Based Testing：コンピュータに

よる多選択肢試験）、Pre-CC OSCE（Pre- Clinical Clerkship Objective Structured Clinical 

Examination：診療参加型臨床実習前客観的臨床能力試験）、Post-CC OSCE (Post-Clinical 

Clerkship OSCE：診療参加型臨床実習後客観的臨床能力試験)、卒業試験、追試験及び再試験

とし、筆記、口答又は実技その他科目担当責任者が別に指定する方法により行うものとする。 

２ 前項の試験は、それぞれ次の各号のとおり行うものとする。  

 (1) 定期試験 学年末又は各科目の所定の授業終了後に行うものとする。 

 (2) 中間試験 必要に応じ随時行うことができるものとする。 

 (3) 共用試験CBT及びPre-CC OSCE 臨床実習に参加する学生に必要な基本的知識の理解度及び

診察、技能及び態度の到達度を評価するために、別表第１に定める第４学年科目「臨床入門」

の所定の授業終了後に行うものとする。なお、試験問題は公益社団法人医療系大学間共用試

験実施評価機構の共用試験により実施するものとする。 

 (4) Post-CC OSCE及び卒業試験 卒業時に必要な臨床上の知識と技能の到達度を評価するため

に、別表第１に定める第６学年科目「総合講義」の中で行うものとする。なお、Post-CC OSCE

に係る試験問題は、公益社団法人医療系大学間共用試験実施評価機構の共用試験により実施

する。この場合において、本学独自の試験問題を追加することができるものとする。卒業試

験は、別に定める方法により２回行うものとする。 

 (5) 追試験 定期試験等の受験資格を有する者が、病気その他の事由により当該試験を受験で

きないときに、あらかじめ定期試験等欠席届（別記第５号様式）を当該科目の科目担当責任

者に提出し、正当な理由があるものとして認められた者に対して行う。ただし、やむを得な

い事由によりあらかじめ届け出ることができなかったときは、その事由を付して直ちに届け

４　試験に関し、前３項に定めのない事項については、別に定める。

（試験に係る受験料）

第７条の２　共用試験CBT、Pre-CC�OSCE及びPost-CC�OSCE（前項第２項第４号ただし書を適用した場合

を含む。）に係る受験料は、学生の負担とし、公益社団法人医療系大学間共用試験実施評価機構に支払うも

のとする。

（試験その他の審査を受ける資格）

第　８　条　試験その他の審査を受けるために必要となる学則第15条第２項に規定する所定の期間の計算

は、次の各号の履修時間によるものとする

  ⑴　講義及び演習授業時間の３分の２以上

　⑵　実験、実習及び実技授業時間のすべて

２　特別の理由により前項各号の期間に満たない者については、当該科目のコーディネーターが成業の見

込があると認め、かつ、教授会の議を経て学部長が承認した場合に限り、前項の規定にかかわらず、試

験その他の審査を受けることができるものとする。

（再試験の受験資格）

第　９　条　不正行為により試験が不合格となった者は、当該不合格となった科目の再試験を受験するこ

とができない。

 

（共用試験及び卒業試験の受験資格）

第　10　条　共用試験CBT及びPre-CC� OSCEは、共用試験実施前の第４学年後期までの必修科目全単

位（「医学概論・医療総論４」及び「臨床入門」を除く。）を修得している場合に受験することができる。

２　Post-CC�OSCE及び２回目の卒業試験は、第４学年から第６学年までの「臨床実習」の必要単位を修得し

ている場合に受験することができる。

（成績評価の基準）

第　11　条　試験（共用試験CBT、Pre-CC�OSCE、Post-CC�OSCE及び卒業試験を除く。）その他の審査によ

り行う成績評価は、当該科目ごとに100点を満点とし、次の区分とする。

  ⑴　優　80点以上

　⑵　良　70点以上80点未満

　⑶　可　60点以上 70点未満

　⑷　不可　60点未満

２　前項第１号から第３号までに該当する場合は合格とし、第４号に該当する場合は不合格とする。

３　共用試験CBTは、全国医学部長病院長会議あるいは公益社団法人医療系大学間共用試験実施評価機構が

提示する最低合格ラインに基づき判定する。

４　Pre-CC�OSCE、Post-CC�OSCEについては、試験で実施するすべての分野において満点の６割以上の

点数の場合に合格とする。なお、公的化された場合は、公益社団法人医療系大学間共用試験実施評価機構

が提示する最低合格ラインに基づき判定する。

５　卒業試験は、総合点の６割以上の点数の場合に合格とする。

６　再試験において、合格した場合の成績・評点は60点とする。

７　２つ以上の学年にわたり授業を行う授業科目について、履修途中における評価を必要とする場合は，

合又は否とする。

８　成績評価の基準等に関し、第１項から第７項までに定めのない事項については、別に定める。

�（成績等の通知）

第　11　条の２　第１学年、第２学年、第３学年、第４学年及び第５学年の成績等は、翌年度４月末頃ま

で学生に通知する。

２�第６学年の成績等は、毎年２月末頃までに学生に通知する。

出なければならない。 

 (6) 再試験 定期試験、追試験、共用試験CBT、Pre-CC OSCE、Post-CC OSCE又は卒業試験にお

いて不合格となった者に対して、当該不合格の科目について行うことができる。 

３ 試験の期日は、原則として、次の各号の区分に応じ当該各号に掲げる期日までに掲示するも

のとする。 

 (1) 定期試験 試験実施の２週間前 

(2) 共用試験CBT、Pre-CC OSCE、Post-CC OSCE及び卒業試験 試験実施の２ヶ月前 

４ 試験に関し、前３項に定めのない事項については、別に定める。 

（試験に係る受験料） 

第７条の２ 共用試験CBT、Pre-CC OSCE及びPost-CC OSCE（前項第２項第４号ただし書を適用し

た場合を含む。）に係る受験料は、学生の負担とし、公益社団法人医療系大学間共用試験実施

評価機構に支払うものとする。 

（試験その他の審査を受ける資格） 

第８条 試験その他の審査を受けるために必要となる学則第15条第２項に規定する所定の期間の

計算は、次の各号の履修時間によるものとする。 

(1) 講義及び演習授業時間の３分の２以上 

(2) 実験、実習及び実技授業時間のすべて 

２ 特別の理由により前項各号の期間に満たない者については、当該科目の科目担当責任者が成

業の見込があると認め、かつ、教授会の議を経て学部長が承認した場合に限り、前項の規定に

かかわらず、試験その他の審査を受けることができるものとする。 

（再試験の受験資格） 

第９条 不正行為により試験が不合格となった者は、当該不合格となった科目の再試験を受験す

ることができない。 

 （共用試験及び卒業試験の受験資格） 

第10条 共用試験CBT及びPre-CC OSCEは、共用試験実施前の第４学年後期までの必修科目全単位

（「医学概論・医療総論４」、「PBLチュートリアル」及び「臨床入門」を除く。）を修得し

ている場合に受験することができる。 

２ Post-CC OSCE及び２回目の卒業試験は、第４学年から第６学年までの「臨床実習」の必要単

位を修得している場合に受験することができる。 

（成績評価の基準等） 

第11条 試験（共用試験CBT、Pre-CC OSCE、Post-CC OSCE及び卒業試験を除く。）その他の審査

により行う成績評価は、当該科目ごとに100点を満点とし、次の区分とする。 

評語 達成度 評価点 合否種別 

優 科目の到達目標を十分に達成している。 80 点以上 

合格 良 科目の到達目標を達成している。 70 点以上 80 点未満 

可 科目の到達目標を最低限度達成している。 60 点以上 70 点未満 

不可 科目の到達目標を達成していない。 60 点未満 不合格 

２ 共用試験CBTは、全国医学部長病院長会議あるいは公益社団法人医療系大学間共用試験実施評

価機構が提示する最低合格ラインに基づき判定する。 

３ Pre-CC OSCE、Post-CC OSCEについては、試験で実施するすべての分野において満点の6割以

上の点数の場合に合格とする。なお、公的化された場合は、公益社団法人医療系大学間共用試

験実施評価機構が提示する最低合格ラインに基づき判定する。 

４ 卒業試験は、総合点の６割以上の点数の場合に合格とする。 

５ 再試験において、合格した場合の成績・評点は60点とする。 

６ ２つ以上の学年にわたり授業を行う授業科目について、履修途中における評価を必要とする
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（進級の制限）

第　12　条　進級判定においては、次の各号のいずれかに該当する者は、進級させないものとする。

　⑴　第８条の規定により定期試験その他の審査を受ける資格がない者

　⑵　実験、実習及び実技科目が不合格の者

　⑶　定期試験の再試験（別表第１に定める第１学年の人文社会科学の選択必修科目群で必要単位を満たし

ている場合及び自由選択科目を除く。）において、１科目以上不合格の者

　⑷　第１学年において、別表第１に定める同学年の人文社会科学の選択必修科目群の所定の単位数を修

得していない者

　⑸　別表第１に定める第４学年科目「医学概論・医療総論４」「臨床入門」のうちいずれかの科目が不

合格の者（第５学年への進級の場合に限る。）

　⑹　学年ごとの修学及び出席状況から、進級後の修学が困難と判断される者

　⑺　試験において不正行為を行ったことにより、当該科目が不合格の者

２　第１項のいずれかに該当する者は原級に留まるものとし、当該者の進級要件は現に在籍する学年の要件

による。

（卒業の制限）

第　13　条　別表第１に定める第６学年の授業科目で必要単位を修得していない者は、卒業させないもの

とする。

２　前項の者に関する取り扱いは、別に定める。

（同一学年の在学年限）

第　14　条　学則第９条第１項の規定に基づき、同一学年の在学年数は、２年を超えることができない。

ただし、学部長が特別の理由があると認める場合には、教授会の議を経て延長することができる。

（進級及び卒業等の判定）

第　15　条　学則第15条第３項に規定する教育課程修了の認定、第12条第１項、第13条第１項及び第14条の

規定に基づく場合の進級の判定は、原則として学年末に、教授会の議を経て、医学部長が行う。

２　学則第27条の規定に基づき、卒業の認定は、卒業認定日の直前の教授会の議を経て、学長が行う。

（雑　　則）

第　16　条　この規程に定めのない事項については、教授会の議を経て学部長が定める。

　　附　則

　この規程は、平成19年４月１日から施行する。

　　附　則（平成20年４月１日規程第23号）

　この規程は、平成20年４月１日から施行する。

　　附　則（平成20年10月１日規程第47号）

　この規程は、平成20年10月１日から施行する。

　　附　則（平成21年４月１日規程第６号）

　この規程は、平成21年４月１日から施行する。

　　附　則（平成22年４月１日規程第６号）

　この規程は、平成22年４月１日から施行する。

　　附　則（平成23年４月１日規程第84号）

　この規程は、平成23年４月１日から施行する。

　　附　則（平成24年４月１日規程第３号）

　この規程は、平成24年４月１日から施行する。

　　附　則（平成25年４月１日規程第１号）

１　この規程は、平成25年４月１日から施行する。

２　施行日以降に入学した者に認定する科目及び単位数については、当分の間、第６条第３項第１号及び

第３号の規定は、適用しない。

　　附　則（平成25年９月19日規程第57号）

場合は、合又は否とする。 

７ 成績評価の基準等に関し、第１項から第７項までに定めのない事項については、別に定める。 

（成績等の通知） 

第 11 条の２ 第１学年、第２学年、第３学年、第４学年及び第５学年の成績等は、翌年度４月末

頃まで学生に通知する。 

２ 第６学年の成績等は、毎年２月末頃までに学生に通知する。 

（進級の制限） 

第12条 進級判定においては、次の各号のいずれかに該当する者は、進級させないものとする。 

(1) 第８条の規定により定期試験その他の審査を受ける資格がない者 

 (2) 実験、実習及び実技科目が不合格の者 

 (3) 定期試験の再試験（別表第１に定める第１学年の人文社会科学の選択必修科目群で必要単

位を満たしている場合及び自由選択科目を除く。）において、１科目以上不合格の者 

 (4) 第１学年において、別表第１に定める同学年の人文社会科学の選択必修科目群の所定の単

位数を修得していない者 

 (5) 別表第１に定める第４学年科目「医学概論・医療総論４」「PBLチュートリアル」「臨床入

門」のうちいずれかの科目が不合格の者（第５学年への進級の場合に限る。） 

 (6) 別表第１に定める第５学年科目「総合講義１」が不合格の者（第６学年への進級の場合に

限る。） 

 (7) 学年ごとの修学及び出席状況から、進級後の修学が困難と判断される者 

 (8) 試験において不正行為を行ったことにより、当該科目が不合格の者 

２ 第１項のいずれかに該当する者は原級に留まるものとし、当該者の進級要件は現に在籍する

学年の要件による。 

（卒業の制限） 

第13条 別表第１に定める第６学年の授業科目で必要単位を修得していない者は、卒業させない

ものとする。 

２ 前項の者に関する取り扱いは、別に定める。 

（同一学年の在学年限） 

第14条 学則第９条第１項の規定に基づき、同一学年の在学年数は、２年を超えることができな

い。ただし、学部長が特別の理由があると認める場合には、教授会の議を経て延長することが

できる。 

（進級及び卒業等の判定） 

第 15 条 学則第 15 条第３項に規定する教育課程修了の認定、第 12 条第１項、第 13 条第１項及

び第 14 条の規定に基づく場合の進級の判定は、原則として学年末に、教授会の議を経て、医

学部長が行う。 

２ 学則第 27 条の規定に基づき、卒業の認定は、卒業認定日の直前の教授会の議を経て、学長が

行う。 

（雑則） 

第16条 この規程に定めのない事項については、教授会の議を経て学部長が定める。 

 

附 則 

この規程は、平成19年４月１日から施行する。 

附 則（平成20年４月１日規程第23号） 

この規程は、平成20年４月１日から施行する。 

附 則（平成20年10 月１日規程第47号） 

この規程は、平成20年10 月１日から施行する。 

附 則（平成21年４月１日規程第６号） 

この規程は、平成21年４月１日から施行する。 

附 則（平成22年４月１日規程第６号） 

この規程は、平成22年４月１日から施行する。 

附 則（平成23年４月１日規程第84号） 

この規程は、平成23年４月１日から施行する。 

附 則（平成24年４月１日規程第３号） 

この規程は、平成24年４月１日から施行する。 

附 則（平成25年４月１日規程第１号） 

１ この規程は、平成25年４月１日から施行する。 

２ 施行日以降に入学した者に認定する科目及び単位数については、当分の間、第６条第３項第

１号及び第３号の規定は、適用しない。 

附 則（平成25年９月19日規程第57号） 

この規程は、平成25年９月30日から施行する。 

附 則（平成26年３月28日規程第２号） 

１ この規程は、平成26年４月１日から施行する。 

２ 第３条の２第１項第１号、第12条第１項第７号については、平成26年度第１学年に適用する

ものとし、平成26年度第２～６学年には適用しない。 

附 則（平成27年３月16日規程第３号） 

１ この規程は、平成27年４月１日から施行する。 

２ 第３条の２第１項第１号および第２号、第12条第１項第７号については、平成27年度第１～

２学年に適用するものとし、平成27年度第３～６学年には適用しない。 

附 則（平成 28 年３月 16 日規程第４号） 

１ この規程は、平成 28 年４月１日から施行する。 

２ 第３条の２第１項第１号、第 12 条第１項第７号については、平成 28 年度第１～３学年に適

用するものとし、平成 28 年度第４～６学年には適用しない。 

附 則（平成 29 年３月 15 日規程第 19 号） 

１ この規程は、平成 29 年４月１日から施行する。 

２ 第３条の２第１項第１号、第 12 条第１項第７号については、平成 29 年度第１～４学年に適

用するものとし、平成 29 年度第５～６学年には適用しない。 

附 則（平成 30 年３月 12 日規程第４号） 

１ この規程は、平成 30 年４月１日から施行する。 

２ 第３条の２第１項第１号、第 12 条第１項第７号については、平成 30 年度第１～５学年に適

用するものとし、平成 30 年度第６学年には適用しない。 

附 則（平成 31 年３月 13 日規程第７号） 

この規程は、平成 31 年４月１日から施行する。 

 附 則（令和元年 10 月 21 日規程第 23 号） 

この規程は、令和元年 11 月１日から施行する。 

附 則（令和２年３月 13 日規程第 4 号） 

１ この規程は、令和２年４月１日から施行する。 

２ この規程の施行の日前から引き続き本学医学部の学生である者（令和２年度第１学年となっ

た者及び別に指定する者を除く。以下「旧教育課程適用者」という。）の教育課程は、この規

程による改正後の札幌医科大学医学部の教育課程、授業科目履修方法、試験及び進級取扱いに

関する規程（以下「新規程」という。）第２条及び別表第１の規定にかかわらず、附則別表の

とおりとする。 
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場合は、合又は否とする。 

７ 成績評価の基準等に関し、第１項から第７項までに定めのない事項については、別に定める。 

（成績等の通知） 

第 11 条の２ 第１学年、第２学年、第３学年、第４学年及び第５学年の成績等は、翌年度４月末

頃まで学生に通知する。 

２ 第６学年の成績等は、毎年２月末頃までに学生に通知する。 

（進級の制限） 

第12条 進級判定においては、次の各号のいずれかに該当する者は、進級させないものとする。 

(1) 第８条の規定により定期試験その他の審査を受ける資格がない者 

 (2) 実験、実習及び実技科目が不合格の者 

 (3) 定期試験の再試験（別表第１に定める第１学年の人文社会科学の選択必修科目群で必要単

位を満たしている場合及び自由選択科目を除く。）において、１科目以上不合格の者 

 (4) 第１学年において、別表第１に定める同学年の人文社会科学の選択必修科目群の所定の単

位数を修得していない者 

 (5) 別表第１に定める第４学年科目「医学概論・医療総論４」「PBLチュートリアル」「臨床入

門」のうちいずれかの科目が不合格の者（第５学年への進級の場合に限る。） 

 (6) 別表第１に定める第５学年科目「総合講義１」が不合格の者（第６学年への進級の場合に

限る。） 

 (7) 学年ごとの修学及び出席状況から、進級後の修学が困難と判断される者 

 (8) 試験において不正行為を行ったことにより、当該科目が不合格の者 

２ 第１項のいずれかに該当する者は原級に留まるものとし、当該者の進級要件は現に在籍する

学年の要件による。 

（卒業の制限） 

第13条 別表第１に定める第６学年の授業科目で必要単位を修得していない者は、卒業させない

ものとする。 

２ 前項の者に関する取り扱いは、別に定める。 

（同一学年の在学年限） 

第14条 学則第９条第１項の規定に基づき、同一学年の在学年数は、２年を超えることができな

い。ただし、学部長が特別の理由があると認める場合には、教授会の議を経て延長することが

できる。 

（進級及び卒業等の判定） 

第 15 条 学則第 15 条第３項に規定する教育課程修了の認定、第 12 条第１項、第 13 条第１項及

び第 14 条の規定に基づく場合の進級の判定は、原則として学年末に、教授会の議を経て、医

学部長が行う。 

２ 学則第 27 条の規定に基づき、卒業の認定は、卒業認定日の直前の教授会の議を経て、学長が

行う。 

（雑則） 

第16条 この規程に定めのない事項については、教授会の議を経て学部長が定める。 

 

附 則 

この規程は、平成19年４月１日から施行する。 

附 則（平成20年４月１日規程第23号） 

この規程は、平成20年４月１日から施行する。 

附 則（平成20年10 月１日規程第47号） 

この規程は、平成20年10 月１日から施行する。 

　この規程は、平成25年９月30日から施行する。

　　附　則（平成26年３月28日規程第２号）

１　この規程は、平成26年４月１日から施行する。

２　第３条の２第１項第１号、第12条第１項第７号については、平成26年度第１学年に適用するものとし、

平成26年度第２～６学年には適用しない。

　　附　則（平成27年３月16日規程第３号）

１　この規程は、平成27年４月１日から施行する。

２　第３条の２第１項第１号および第２号、第12条第１項第７号については、平成27年度第１～２学年に適

用するものとし、平成27年度第３～６学年には適用しない。

　　附　則（平成28年３月16日規程第４号）

１　この規程は、平成28年４月１日から施行する。

２　第３条の２第１項第１号、第12条第１項第７号については、平成28年度第１～３学年に適用するもの

とし、平成28年度第４～６学年には適用しない。

　　附　則（平成29年３月15日規程第19号）

１　この規程は、平成29年４月１日から施行する。

２　第３条の２第１項第１号、第12条第１項第７号については、平成29年度第１～４学年に適用するもの

とし、平成29年度第５～６学年には適用しない。

　　附　則（平成30年３月12日規程第４号）

１　この規程は、平成30年４月１日から施行する。

２　第３条の２第１項第１号、第12条第１項第７号については、平成30年度第１～５学年に適用するもの

とし、平成30年度第６学年には適用しない。

　　附　則（平成31年３月13日規程第７号）

　この規程は、平成31年４月１日から施行する。

　　附　則（令和元年10月21日規程第23号）

　この規程は、令和元年11月１日から施行する。

　　附 則（令和２年３月13日規程第４号）

１　この規程は、令和２年４月１日から施行する。

２　この規程の施行の日前から引き続き本学医学部の学生である者（令和２年度第１学年となった者及び

別に指定する者を除く。以下「旧教育課程適用者」という。）の教育課程は、この規程による改正後の 

札幌医科大学医学部の教育課程、授業科目履修方法、試験及び進級取扱いに関する規程（以下「新規程」

という。）第２条及び別表第１の規定にかかわらず、附則別表のとおりとする。

３　旧教育課程適用者について、新規程第９条に定める者のほか、定期試験の不合格の科目数が一定数以

上となった者は、当該定期試験の再試験を受験することができないものとする。

４　旧教育課程適用者について、新規程第12条各号に該当する者のほか、定期試験の本試験において不合

格の科目数が一定数以上の者は、進級させないものとする。

５　旧教育課程適用者に対する新規程第３条の２、第７条第２項、第12条第１項及び第13条第１項の規定

の適用については、これらの規定中「別表第１」とあるのは「札幌医科大学医学部の教育課程、授業科

目履修方法、試験及び進級取扱いに関する規程の一部を改正する規程（令和２年規程第４号）附則別表

第１」とする。

６　旧教育課程適用者の教育課程、授業科目履修方法、試験及び進級取扱いについて、第２項から前項ま

でに定めのない事項については、別に定める。

　　附　則（令和２年６月15日規程第36号）

　この規程は、令和２年６月15日から施行する。

　　附　則（令和３年３月11日規程第９号）

１　この規程は、令和３年４月１日から施行する。

２　この規程の施行の日前から引き続き本学医学部の学生である者（令和３年度第１学年となった者、第

２学年となった者及び別に指定する者を除く。以下「旧教育課程適用者」 という。）の教育課程は、こ

の規程による改正後の札幌医科大学医学部の教育課程、授業科目履修方法、 試験及び進級取扱いに関す

る規程（以下「新規程」という。）第２条及び別表第１の規定にかかわらず、附則別表のとおりとする。

３　旧教育課程適用者について、新規程第９条に定める者のほか、定期試験の不合格の科目数が一定数以

上となった者は、当該定期試験の再試験を受験することができないものとする。

附 則（平成21年４月１日規程第６号） 

この規程は、平成21年４月１日から施行する。 

附 則（平成22年４月１日規程第６号） 

この規程は、平成22年４月１日から施行する。 

附 則（平成23年４月１日規程第84号） 

この規程は、平成23年４月１日から施行する。 

附 則（平成24年４月１日規程第３号） 

この規程は、平成24年４月１日から施行する。 

附 則（平成25年４月１日規程第１号） 

１ この規程は、平成25年４月１日から施行する。 

２ 施行日以降に入学した者に認定する科目及び単位数については、当分の間、第６条第３項第

１号及び第３号の規定は、適用しない。 

附 則（平成25年９月19日規程第57号） 

この規程は、平成25年９月30日から施行する。 

附 則（平成26年３月28日規程第２号） 

１ この規程は、平成26年４月１日から施行する。 

２ 第３条の２第１項第１号、第12条第１項第７号については、平成26年度第１学年に適用する

ものとし、平成26年度第２～６学年には適用しない。 

附 則（平成27年３月16日規程第３号） 

１ この規程は、平成27年４月１日から施行する。 

２ 第３条の２第１項第１号および第２号、第12条第１項第７号については、平成27年度第１～

２学年に適用するものとし、平成27年度第３～６学年には適用しない。 

附 則（平成 28 年３月 16 日規程第４号） 

１ この規程は、平成 28 年４月１日から施行する。 

２ 第３条の２第１項第１号、第 12 条第１項第７号については、平成 28 年度第１～３学年に適

用するものとし、平成 28 年度第４～６学年には適用しない。 

附 則（平成 29 年３月 15 日規程第 19 号） 

１ この規程は、平成 29 年４月１日から施行する。 

２ 第３条の２第１項第１号、第 12 条第１項第７号については、平成 29 年度第１～４学年に適

用するものとし、平成 29 年度第５～６学年には適用しない。 

附 則（平成 30 年３月 12 日規程第４号） 

１ この規程は、平成 30 年４月１日から施行する。 

２ 第３条の２第１項第１号、第 12 条第１項第７号については、平成 30 年度第１～５学年に適

用するものとし、平成 30 年度第６学年には適用しない。 

附 則（平成 31 年３月 13 日規程第７号） 

この規程は、平成 31 年４月１日から施行する。 

 附 則（令和元年 10 月 21 日規程第 23 号） 

この規程は、令和元年 11 月１日から施行する。 

附 則（令和２年３月 13 日規程第 4 号） 

１ この規程は、令和２年４月１日から施行する。 

２ この規程の施行の日前から引き続き本学医学部の学生である者（令和２年度第１学年となっ

た者及び別に指定する者を除く。以下「旧教育課程適用者」という。）の教育課程は、この規

程による改正後の札幌医科大学医学部の教育課程、授業科目履修方法、試験及び進級取扱いに

関する規程（以下「新規程」という。）第２条及び別表第１の規定にかかわらず、附則別表の

とおりとする。 
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４　旧教育課程適用者について、新規程第12条各号に該当する者のほか、定期試験の本試験において不合

格の科目数が一定数以上の者は、進級させないものとする。

５　旧教育課程適用者に対する新規程第３条の２、第７条第２項、第12条第１項及び第13条第１項の規定

の適用については、これらの規定中「別表第１」とあるのは「札幌医科大学医学部の教育課程、授業科

目履修方法、試験及び進級取扱いに関する規程の一部を改正する規程（令和２年規程第４号）附則別表

第１」とする。

６　旧教育課程適用者の教育課程、授業科目履修方法、試験及び進級取扱いについて、第２項から前項ま

でに定めのない事項については、別に定める。

　　附　則（令和４年２月25日規程第３号）

１　この規程は、令和４年４月１日から施行する。

２　この規程の施行の日前から引き続き本学医学部の学生である者（令和４年度第１学年となった者、第

２学年となった者、第３学年となった者及び別に指定する者を除く。以下「旧教育課程適用者」という。）

の教育課程は、この規程による改正後の札幌医科大学医学部の教育課程、授業科目履修方法、試験及び

進級取扱いに関する規程（以下「新規程」という。）第２条及び別表第１の規定にかかわらず、附則別

表のとおりとする。

３　旧教育課程適用者について、新規程第９条に定める者のほか、定期試験の不合格の科目数が一定数以

上となった者は、当該定期試験の再試験を受験することができないものとする。

４　旧教育課程適用者について、新規程第12条各号に該当する者のほか、定期試験の本試験において不合

格の科目数が一定数以上の者は、進級させないものとする。

５　旧教育課程適用者に対する新規程第３条の２、第７条第２項、第12条第１項及び第13条第１項の規定

の適用については、これらの規定中「別表第１」とあるのは「札幌医科大学医学部の教育課程、授業科

目履修方法、試験及び進級取扱いに関する規程の一部を改正する規程（令和２年規程第４号）附則別表

第１」とする。

６　旧教育課程適用者の教育課程、授業科目履修方法、試験及び進級取扱いについて、第２項から前項ま

でに定めのない事項については、別に定める。

　　附　則（令和５年２月24日規程第６号）

１　この規程は、令和５年４月１日から施行する。

２　この規程の施行の日前から引き続き本学医学部の学生である者（令和５年度第１学年となった者、第

２学年となった者、第３学年となった者、第４学年となった者及び別に指定する者を除く。以下「旧教

育課程適用者」という。）の教育課程は、この規程による改正後の札幌医科大学医学部の教育課程、授

業科目履修方法、試験及び進級取扱いに関する規程（以下「新規程」という。）第２条及び別表第１の

規定にかかわらず、附則別表のとおりとする。

３　旧教育課程適用者に対する新規程第３条の２、第７条第２項、第12条第１項及び第13条第１項の規定

の適用については、これらの規定中「別表第１」とあるのは「札幌医科大学医学部の教育課程、授業科

目履修方法、試験及び進級取扱いに関する規程の一部を改正する規程（令和５年２月24 日規程第６号）

附則別表第１」とする。

４　旧教育課程適用者の教育課程、授業科目履修方法、試験及び進級取扱いについて、第２項から前項ま

でに定めのない事項については、別に定める。

　　附　則（令和６年１月24日規程第２号）

１　この規程は、令和６年４月１日から施行する。

２　この規程の施行の日前から引き続き本学医学部の学生である者（令和６年度第１学年となった者、第

２学年となった者、第３学年となった者、第４学年、第５学年となった者及び別に指定する者を除く。

以下「旧教育課程適用者」という。）の教育課程は、この規程による改正後の札幌医科大学医学部の教

育課程、授業科目履修方法、試験及び進級取扱いに関する規程（以下「新規程」という。）第２条及び

別表第１の規定にかかわらず、附則別表のとおりとする。

３　旧教育課程適用者に対する新規程第３条の２、第７条第２項、第12条第１項及び第13条第１項の規定

の適用については、これらの規定中「別表第１」とあるのは「札幌医科大学医学部の教育課程、授業科

目履修方法、試験及び進級取扱いに関する規程の一部を改正する規程（令和６年１月24 日規程第２号）

附則別表第１」とする。

４　旧教育課程適用者の教育課程、授業科目履修方法、試験及び進級取扱いについて、第２項から前項ま

３ 旧教育課程適用者について、新規程第９条に定める者のほか、定期試験の不合格の科目数が

一定数以上となった者は、当該定期試験の再試験を受験することができないものとする。 

４ 旧教育課程適用者について、新規程第 12 条各号に該当する者のほか、定期試験の本試験にお

いて不合格の科目数が一定数以上の者は、進級させないものとする。 

５ 旧教育課程適用者に対する新規程第３条の２、第７条第２項、第 12 条第１項及び第 13 条第

１項の規定の適用については、これらの規定中「別表第１」とあるのは「札幌医科大学医学部

の教育課程、授業科目履修方法、試験及び進級取扱いに関する規程の一部を改正する規程（令

和２年規程第４号）附則別表第１」とする。 

６ 旧教育課程適用者の教育課程、授業科目履修方法、試験及び進級取扱いについて、第２項か

ら前項までに定めのない事項については、別に定める。 

附 則（令和２年６月15日規程第36号） 

この規程は、令和２年６月15日から施行する。 

附 則（令和３年３月 11 日規程第 9 号） 

１ この規程は、令和３年４月１日から施行する。 

２ この規程の施行の日前から引き続き本学医学部の学生である者（令和３年度第１学年となっ

た者、第２学年となった者及び別に指定する者を除く。以下「旧教育課程適用者」という。）

の教育課程は、この規程による改正後の札幌医科大学医学部の教育課程、授業科目履修方法、

試験及び進級取扱いに関する規程（以下「新規程」という。）第２条及び別表第１の規定にか

かわらず、附則別表のとおりとする。 

３ 旧教育課程適用者について、新規程第９条に定める者のほか、定期試験の不合格の科目数が

一定数以上となった者は、当該定期試験の再試験を受験することができないものとする。 

４ 旧教育課程適用者について、新規程第 12 条各号に該当する者のほか、定期試験の本試験にお

いて不合格の科目数が一定数以上の者は、進級させないものとする。 

５ 旧教育課程適用者に対する新規程第３条の２、第７条第２項、第 12 条第１項及び第 13 条第

１項の規定の適用については、これらの規定中「別表第１」とあるのは「札幌医科大学医学部

の教育課程、授業科目履修方法、試験及び進級取扱いに関する規程の一部を改正する規程（令

和２年規程第４号）附則別表第１」とする。 

６ 旧教育課程適用者の教育課程、授業科目履修方法、試験及び進級取扱いについて、第２項か

ら前項までに定めのない事項については、別に定める。 

附 則（令和４年２月２５日規程第３号） 

１ この規程は、令和４年４月１日から施行する。 

２ この規程の施行の日前から引き続き本学医学部の学生である者（令和４年度第１学年となっ

た者、第２学年となった者、第３学年となった者及び別に指定する者を除く。以下「旧教育課

程適用者」という。）の教育課程は、この規程による改正後の札幌医科大学医学部の教育課程、

授業科目履修方法、試験及び進級取扱いに関する規程（以下「新規程」という。）第２条及び

別表第１の規定にかかわらず、附則別表のとおりとする。 

３ 旧教育課程適用者について、新規程第９条に定める者のほか、定期試験の不合格の科目数が

一定数以上となった者は、当該定期試験の再試験を受験することができないものとする。 

４ 旧教育課程適用者について、新規程第 12 条各号に該当する者のほか、定期試験の本試験にお

いて不合格の科目数が一定数以上の者は、進級させないものとする。 

５ 旧教育課程適用者に対する新規程第３条の２、第７条第２項、第 12 条第１項及び第 13 条第

１項の規定の適用については、これらの規定中「別表第１」とあるのは「札幌医科大学医学部

の教育課程、授業科目履修方法、試験及び進級取扱いに関する規程の一部を改正する規程（令

和２年規程第４号）附則別表第１」とする。 

６ 旧教育課程適用者の教育課程、授業科目履修方法、試験及び進級取扱いについて、第２項か

ら前項までに定めのない事項については、別に定める。 

附 則（令和５年２月24日規程第６号） 

１ この規程は、令和５年４月１日から施行する。 

２ この規程の施行の日前から引き続き本学医学部の学生である者（令和５年度第１学年となっ

た者、第２学年となった者、第３学年となった者、第４学年となった者及び別に指定する者を

除く。以下「旧教育課程適用者」という。）の教育課程は、この規程による改正後の札幌医科

大学医学部の教育課程、授業科目履修方法、試験及び進級取扱いに関する規程（以下「新規程」

という。）第２条及び別表第１の規定にかかわらず、附則別表のとおりとする。 

３ 旧教育課程適用者に対する新規程第３条の２、第７条第２項、第 12 条第１項及び第 13 条第

１項の規定の適用については、これらの規定中「別表第１」とあるのは「札幌医科大学医学部

の教育課程、授業科目履修方法、試験及び進級取扱いに関する規程の一部を改正する規程（令

和５年２月 24 日規程第６号）附則別表第１」とする。 

４ 旧教育課程適用者の教育課程、授業科目履修方法、試験及び進級取扱いについて、第２項か

ら前項までに定めのない事項については、別に定める。 

附 則（令和６年１月 24 日規程第２号） 

１ この規程は、令和６年４月１日から施行する。 

２ この規程の施行の日前から引き続き本学医学部の学生である者（令和６年度第１学年となっ

た者、第２学年となった者、第３学年となった者、第４学年、第５学年となった者及び別に指

定する者を除く。以下「旧教育課程適用者」という。）の教育課程は、この規程による改正後

の札幌医科大学医学部の教育課程、授業科目履修方法、試験及び進級取扱いに関する規程（以

下「新規程」という。）第２条及び別表第１の規定にかかわらず、附則別表のとおりとする。 

３ 旧教育課程適用者に対する新規程第３条の２、第７条第２項、第 12 条第１項及び第 13 条第

１項の規定の適用については、これらの規定中「別表第１」とあるのは「札幌医科大学医学部

の教育課程、授業科目履修方法、試験及び進級取扱いに関する規程の一部を改正する規程（令

和６年１月 24 日規程第２号）附則別表第１」とする。 

４ 旧教育課程適用者の教育課程、授業科目履修方法、試験及び進級取扱いについて、第２項か

ら前項までに定めのない事項については、別に定める。 

附 則（令和６年１１月２５日規程第６３号） 

この規程は、令和７年４月１日から施行する。 

附 則（令和７年２月５日規程第７号） 

この規程は、令和７年４月１日から施行する。 

  附 則（令和８年３月１０日規程第１４号） 

１ この規程は、令和８年４月１日から施行する。 

２ この規程の施行の日前から引き続き本学医学部の学生である者（令和８年度第１学年となっ

た者及び別に指定する者を除く。以下「旧教育課程適用者」という。）の教育課程は、この規

程による改正後の札幌医科大学医学部の教育課程、授業科目履修方法、試験及び進級取扱いに

関する規程（以下「新規程」という。）第２条及び別表第１の規定にかかわらず、附則別表の

とおりとする。 

３ 旧教育課程適用者に対する新規程第３条の２、第７条第２項、第 12 条第１項及び第 13 条第

１項の規定の適用については、これらの規定中「別表第１」とあるのは「札幌医科大学医学部

の教育課程、授業科目履修方法、試験及び進級取扱いに関する規程の一部を改正する規程（令

和８年３月１０日規程第１４号）附則別表第１」とする。 

４ 旧教育課程適用者に対する新規程第３条の２、第 10 条第１項の規定の適用については、これ

らの規定中「「医学概論・医療総論４」、「PBL チュートリアル」及び「臨床入門」」とある

のは、「「医学概論・医療総論４」及び「臨床入門」」とする。 
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３ 旧教育課程適用者について、新規程第９条に定める者のほか、定期試験の不合格の科目数が

一定数以上となった者は、当該定期試験の再試験を受験することができないものとする。 

４ 旧教育課程適用者について、新規程第 12 条各号に該当する者のほか、定期試験の本試験にお

いて不合格の科目数が一定数以上の者は、進級させないものとする。 

５ 旧教育課程適用者に対する新規程第３条の２、第７条第２項、第 12 条第１項及び第 13 条第

１項の規定の適用については、これらの規定中「別表第１」とあるのは「札幌医科大学医学部

の教育課程、授業科目履修方法、試験及び進級取扱いに関する規程の一部を改正する規程（令

和２年規程第４号）附則別表第１」とする。 

６ 旧教育課程適用者の教育課程、授業科目履修方法、試験及び進級取扱いについて、第２項か

ら前項までに定めのない事項については、別に定める。 

附 則（令和２年６月15日規程第36号） 

この規程は、令和２年６月15日から施行する。 

附 則（令和３年３月 11 日規程第 9 号） 

１ この規程は、令和３年４月１日から施行する。 

２ この規程の施行の日前から引き続き本学医学部の学生である者（令和３年度第１学年となっ

た者、第２学年となった者及び別に指定する者を除く。以下「旧教育課程適用者」という。）

の教育課程は、この規程による改正後の札幌医科大学医学部の教育課程、授業科目履修方法、

試験及び進級取扱いに関する規程（以下「新規程」という。）第２条及び別表第１の規定にか

かわらず、附則別表のとおりとする。 

３ 旧教育課程適用者について、新規程第９条に定める者のほか、定期試験の不合格の科目数が

一定数以上となった者は、当該定期試験の再試験を受験することができないものとする。 

４ 旧教育課程適用者について、新規程第 12 条各号に該当する者のほか、定期試験の本試験にお

いて不合格の科目数が一定数以上の者は、進級させないものとする。 

５ 旧教育課程適用者に対する新規程第３条の２、第７条第２項、第 12 条第１項及び第 13 条第

１項の規定の適用については、これらの規定中「別表第１」とあるのは「札幌医科大学医学部

の教育課程、授業科目履修方法、試験及び進級取扱いに関する規程の一部を改正する規程（令

和２年規程第４号）附則別表第１」とする。 

６ 旧教育課程適用者の教育課程、授業科目履修方法、試験及び進級取扱いについて、第２項か

ら前項までに定めのない事項については、別に定める。 

附 則（令和４年２月２５日規程第３号） 

１ この規程は、令和４年４月１日から施行する。 

２ この規程の施行の日前から引き続き本学医学部の学生である者（令和４年度第１学年となっ

た者、第２学年となった者、第３学年となった者及び別に指定する者を除く。以下「旧教育課

程適用者」という。）の教育課程は、この規程による改正後の札幌医科大学医学部の教育課程、

授業科目履修方法、試験及び進級取扱いに関する規程（以下「新規程」という。）第２条及び

別表第１の規定にかかわらず、附則別表のとおりとする。 

３ 旧教育課程適用者について、新規程第９条に定める者のほか、定期試験の不合格の科目数が

一定数以上となった者は、当該定期試験の再試験を受験することができないものとする。 

４ 旧教育課程適用者について、新規程第 12 条各号に該当する者のほか、定期試験の本試験にお

いて不合格の科目数が一定数以上の者は、進級させないものとする。 

５ 旧教育課程適用者に対する新規程第３条の２、第７条第２項、第 12 条第１項及び第 13 条第

１項の規定の適用については、これらの規定中「別表第１」とあるのは「札幌医科大学医学部

の教育課程、授業科目履修方法、試験及び進級取扱いに関する規程の一部を改正する規程（令

和２年規程第４号）附則別表第１」とする。 

６ 旧教育課程適用者の教育課程、授業科目履修方法、試験及び進級取扱いについて、第２項か

でに定めのない事項については、別に定める。

　別表第１（第２条関係）その１

　別表第１（第２条関係）その２

　別表第２（第６条関係）

　別記第１号様式（第４条関係）

　別記第２号様式（第４条関係）

　別記第３号様式（第６条関係）

　別記第４号様式（第６条関係）

　別記第５号様式（第７条関係）

ら前項までに定めのない事項については、別に定める。 

附 則（令和５年２月24日規程第６号） 

１ この規程は、令和５年４月１日から施行する。 

２ この規程の施行の日前から引き続き本学医学部の学生である者（令和５年度第１学年となっ

た者、第２学年となった者、第３学年となった者、第４学年となった者及び別に指定する者を

除く。以下「旧教育課程適用者」という。）の教育課程は、この規程による改正後の札幌医科

大学医学部の教育課程、授業科目履修方法、試験及び進級取扱いに関する規程（以下「新規程」

という。）第２条及び別表第１の規定にかかわらず、附則別表のとおりとする。 

３ 旧教育課程適用者に対する新規程第３条の２、第７条第２項、第 12 条第１項及び第 13 条第

１項の規定の適用については、これらの規定中「別表第１」とあるのは「札幌医科大学医学部

の教育課程、授業科目履修方法、試験及び進級取扱いに関する規程の一部を改正する規程（令

和５年２月 24 日規程第６号）附則別表第１」とする。 

４ 旧教育課程適用者の教育課程、授業科目履修方法、試験及び進級取扱いについて、第２項か

ら前項までに定めのない事項については、別に定める。 

附 則（令和６年１月 24 日規程第２号） 

１ この規程は、令和６年４月１日から施行する。 

２ この規程の施行の日前から引き続き本学医学部の学生である者（令和６年度第１学年となっ

た者、第２学年となった者、第３学年となった者、第４学年、第５学年となった者及び別に指

定する者を除く。以下「旧教育課程適用者」という。）の教育課程は、この規程による改正後

の札幌医科大学医学部の教育課程、授業科目履修方法、試験及び進級取扱いに関する規程（以

下「新規程」という。）第２条及び別表第１の規定にかかわらず、附則別表のとおりとする。 

３ 旧教育課程適用者に対する新規程第３条の２、第７条第２項、第 12 条第１項及び第 13 条第

１項の規定の適用については、これらの規定中「別表第１」とあるのは「札幌医科大学医学部

の教育課程、授業科目履修方法、試験及び進級取扱いに関する規程の一部を改正する規程（令

和６年１月 24 日規程第２号）附則別表第１」とする。 

４ 旧教育課程適用者の教育課程、授業科目履修方法、試験及び進級取扱いについて、第２項か

ら前項までに定めのない事項については、別に定める。 

附 則（令和６年１１月２５日規程第６３号） 

この規程は、令和７年４月１日から施行する。 

附 則（令和７年２月５日規程第７号） 

この規程は、令和７年４月１日から施行する。 

  附 則（令和８年３月１０日規程第１４号） 

１ この規程は、令和８年４月１日から施行する。 

２ この規程の施行の日前から引き続き本学医学部の学生である者（令和８年度第１学年となっ

た者及び別に指定する者を除く。以下「旧教育課程適用者」という。）の教育課程は、この規

程による改正後の札幌医科大学医学部の教育課程、授業科目履修方法、試験及び進級取扱いに

関する規程（以下「新規程」という。）第２条及び別表第１の規定にかかわらず、附則別表の

とおりとする。 

３ 旧教育課程適用者に対する新規程第３条の２、第７条第２項、第 12 条第１項及び第 13 条第

１項の規定の適用については、これらの規定中「別表第１」とあるのは「札幌医科大学医学部

の教育課程、授業科目履修方法、試験及び進級取扱いに関する規程の一部を改正する規程（令

和８年３月１０日規程第１４号）附則別表第１」とする。 

４ 旧教育課程適用者に対する新規程第３条の２、第 10 条第１項の規定の適用については、これ

らの規定中「「医学概論・医療総論４」、「PBL チュートリアル」及び「臨床入門」」とある

のは、「「医学概論・医療総論４」及び「臨床入門」」とする。 
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附則別表第１（附則第２条関係）その１

医学部医学科教育課程表１（教養教育科目）

　　　　　学年及び単位数

授業科目　　　　　

１  年 ２  年 ３  年

４年 ５年 ６年

単     位     数

備考

要修

得単

位数前期 後期 前期 後期 前期 後期

必     修 選     択

講義 演習

実験

実習

実技

講義 演習

実験

実習

実技

Ⅰ

 心 理 学 2 2

必修

8.0

注１）

 医 療 倫 理 学 2 2

 法 学 1 1

 哲 学 1 1 スポーツ

と健康

を含め

３単位

以上

選択必修

 文 学 1 1

言 語 と 人 間 1 1

 社 会 学 1 1

 人 類 学 1 1

Ⅱ

 数 学 2 2

必修 13.0

 応 用 統 計 学 2 2

基 礎 物 理・化 学・生 物 0.5 0.5

 生 命 科 学 Ⅱ（ 物 理 系 ） 2 2

放 射 線 物 理 学 1 1

 基 礎 生 化 学 2 2

基 礎 生 命 科 学 0.5 0.5

 生 命 科 学 Ⅰ（ 生 物 系 ） 2 2

自 然 科 学 実 験 1 1

Ⅲ

 医 学 英 語 １ ａ 1 1 1 必修

注２）

6.0

 医 学 英 語 １ ｂ 1 1 1

英 会 話 2 2

必修 医 学 英 語 ２ 0.5 0.5

 医 学 英 語 ３ 0.5 0.5

医 学 英 語 ４ 0.5  0.5 自由選択

 ド イ ツ 語 1 1

１単位

以上

選択必修

 フ ラ ン ス 語 1 1

 ロ シ ア 語 1 1

中 国 語 1 1

Ⅳ
 ス ポ ー ツ と 健 康 1 1 選択必修 0.5

注１） ト レ ー ニ ン グ 0.5 0.5 必修

Ⅴ  情 報 科 学 2 2 必修 2.0

Ⅵ  応 用 科 学 実 習 1 1 必修 1.0

Ⅶ

 表 現 論 1 1

必修 3.5
医 学 史 0.5 0.5

医 療 行 動 科 学 1 1

 死 生 学 1 1

合　　　　計 39.0 0.5 0.5 0.5 0.0 0.0 21.0 6.5 2.5 6.0 4.5 0.0 34.0

注１）「スポーツと健康」の単位を修得した場合は、Ⅰの要修得単位数は7.0単位、Ⅳの要修得単位数は1.5単位となる。

注２）グループにより、医学英語１ａ、医学英語１ｂの履修順が前後期異なる。

５ 旧教育課程適用者に対する新規程第 12 条第１項第５号の規定の適用については、これらの規

定中「「医学概論・医療総論４」「PBL チュートリアル」「臨床入門」」とあるのは、「「医

学概論・医療総論４」「臨床入門」」とする。 

６ 旧教育課程適用者に対する新規程第６条第３項の規定の適用については、これらの規定中「別

表第２」とあるのは「札幌医科大学医学部の教育課程、授業科目履修方法、試験及び進級取扱

いに関する規程の一部を改正する規程（令和８年３月１０日規程第１４号）附則別表第２」と

する。 

７ 旧教育課程適用者の教育課程、授業科目履修方法、試験及び進級取扱いについて、第２項か

ら前項までに定めのない事項については、別に定める。 

 

別表第１（第２条関係）その１ 

別表第１（第２条関係）その２ 

別表第２（第６条関係） 

別記第１号様式（第４条関係） 

別記第２号様式（第４条関係） 

別記第３号様式（第６条関係） 

別記第４号様式（第６条関係） 

別記第５号様式（第７条関係） 
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５ 旧教育課程適用者に対する新規程第 12 条第１項第５号の規定の適用については、これらの規

定中「「医学概論・医療総論４」「PBL チュートリアル」「臨床入門」」とあるのは、「「医

学概論・医療総論４」「臨床入門」」とする。 

６ 旧教育課程適用者に対する新規程第６条第３項の規定の適用については、これらの規定中「別

表第２」とあるのは「札幌医科大学医学部の教育課程、授業科目履修方法、試験及び進級取扱

いに関する規程の一部を改正する規程（令和８年３月１０日規程第１４号）附則別表第２」と

する。 

７ 旧教育課程適用者の教育課程、授業科目履修方法、試験及び進級取扱いについて、第２項か

ら前項までに定めのない事項については、別に定める。 

 

別表第１（第２条関係）その１ 

別表第１（第２条関係）その２ 

別表第２（第６条関係） 

別記第１号様式（第４条関係） 

別記第２号様式（第４条関係） 

別記第３号様式（第６条関係） 

別記第４号様式（第６条関係） 

別記第５号様式（第７条関係） 

附則別表第１（附則第２項関係）その２

医学部医学科教育課程表２（専門教育科目）
【２０１９ 年度第１～６学年適用】

　　　　　　　　　学年及び単位数

授業科目　　　　　　　　

１  年 ２  年 ３  年 ４年

５年 ６年

単     位     数

備考
要修
得単
位数前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

必     修 選     択

講義 演習
実験
実習
実技

講義 演習
実験
実習
実技

基

本

的

事

項

医 学 入 門 セ ミ ナ ー 3 3

必修

14.5

新 入 生 チ ュ ー ト リ ア ル 1.5 1.5
医 学 概 論・医 療 総 論 １ 0.5 0.5
医 学 概 論・医 療 総 論 ２ 0.5 0.5
医 学 概 論・医 療 総 論 ３ 0.5 0.5
医 学 概 論・医 療 総 論 ４ 1 1
医 学 概 論・医 療 総 論 ５ 1 1
Ｐ Ｂ Ｌ チ ュ ー ト リ ア ル 2 2

応 用 医 療 情 報 科 学 1.5 1.5

地 域 医 療 合 同 セ ミ ナ ー １ 2 2
地 域 医 療 合 同 セ ミ ナ ー ２ 1 1 自由選択
地 域 医 療 合 同 セ ミ ナ ー ３ 1 1 必修

地 域 医 療 合 同 セ ミ ナ ー ４ 1 1 自由選択

基

礎

医

学

系

肉 眼 解 剖 学 2 2

必修 56.0

肉 眼 解 剖 学 実 習 3 3
細 胞 ・ 組 織 学 １ 1 1
細 胞 ・ 組 織 学 ２ 2.5 2.5
神 経 解 剖 学 1 1
組 織 学 ・ 脳 実 習 2.5 2.5
人 体 発 生 学 1 1
細 胞 ・ 器 官 生 理 学 5 5
神 経 生 理 学 3.5 3.5
生 化 学 2.5 2.5
分 子 生 物 学 2 2
薬 理 学 １ 2 2
薬 理 学 ２ 2 2
生 理 ・ 薬 理 学 実 習 0.5 0.5
生 化 学 実 習 0.5 0.5
神 経 生 理 実 習 0.5 0.5
病 理 学 １ － １ 3 3
病 理 学 １ － ２ 2 2
病 理 学 ２ 2.5 2.5
免 疫 学 １ 2 2
免 疫 学 ２ 1 1
微 生 物 学 5 5
遺 伝 医 学 1 1
基 礎 腫 瘍 学 1 1
微 生 物 学 実 習 0.5 0.5
病 理 学 実 習 2 2

研 究 室（ 基 礎 ） 配 属 4.5 　 4.5

臨

床

医

学

系

内 分 泌 ・ 代 謝 病 学 1 1

必修 46.5

血 液 学 0.5 0.5
消 化 器 内 科 学 2 2
免 疫・ア レ ル ギ ー 疾 患 1 1
呼 吸 器 病 学 1.5 1.5
腎 臓 病 学 0.5 0.5
神 経 内 科 学 1 1
循 環 器 内 科 学 2 2
臨 床 腫 瘍 学 0.5 0.5
放 射 線 診 断・核 医 学 0.5 0.5
I V R ・ 放 射 線 治 療 0.5 0.5
医 療 薬 学 0.5 0.5
統 合 医 療 学 0.5 0.5
総 合 診 療 入 門 1 1
感 染 症 学 2 2
皮 膚 科 学 1 1
臨 床 検 査 医 学  1.5 1.5
小 児 科 学 １ 1.5 1.5
小 児 科 学 ２ 1.5 1.5
精 神 医 学 2 2
リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 医 学  1.5 1.5
臨 床 疫 学  0.5 0.5
緩 和 医 療 学  0.5 0.5
症 候 診 断 学   2 2
外 科 学 総 論 1 1
外 科 腫 瘍 学 0.5 0.5
麻 酔 科 学  1 1
産 科 ・ 婦 人 科 学 1.5 1.5
消 化 器 外 科 学 1.5 1.5
泌 尿 器 科 学 1.5 1.5
脳 神 経 外 科 学 1 1
循 環 器 外 科 学 2 2
形 成 外 科 学 1 1
救 急 医 学・集 中 治 療 医 学 1 1
耳 鼻 咽 喉 科 学 1 1
眼 科 学 1 1
整 形 外 科 学 1.5 1.5

口 腔 外 科 学 1 1

臨 床 入 門 3 3

社
会
医
学
系

医 療 安 全 管 理 学 1 1

必修 10.0

衛 生 学 1 1
公 衆 衛 生 学 １  2 2
公 衆 衛 生 学 ２ 2 2

社 会 医 学 実 習 1 1

法 医 学 ・ 医 事 法 3 3

臨床医学
実　　習

臨 床 実 習 10 42 20 72
必修 73.0

総 合 講 義 1 1

合　　　　　　　　　　計 11 40.5 43 44.5 42 21 101 12 87 0 2 0 200.0

別表第１（第２条関係）その１

区分 科目名 学年 開講期
科目
区分

単位数 必選別
要修得
単位数

哲学 1 後期 講義 1 選択

文学 1 後期 講義 1 選択

言語学 1 前期 講義 1 選択

社会学 1 後期 講義 1 選択

人類学 1 後期 講義 1 選択

数学 1 前期 講義 2 必修

応用統計学 1 後期 講義 1.5 必修

基礎医学物理 1 前期 講義 1.5 必修

基礎生化学 1 前期 講義 1.5 必修

基礎生命科学 1 前期 講義 2 必修

放射線物理学 1 後期 講義 1 必修

生命科学 1 後期 講義 2 必修

自然科学実験 1 前期 実験 1 必修

医学英語１ 1 通年 演習 2 必修

英会話 1 通年 演習 2 必修

医学英語２ 2 後期 演習 0.5 必修

アドバンス医学英語 4 前期 演習 0.5 自由 ※2

ドイツ語 1 前期 演習 1 選択

フランス語 1 前期 演習 1 選択

ロシア語 1 前期 演習 1 選択

中国語 1 前期 演習 1 選択

情報科学 1 前期 講義 2 必修 2

先端医学セミナー 1 通年 講義 2.5 必修

医学概論・医療総論１ 1 通年 演習 0.5 必修

医学概論・医療総論２ 2 通年 演習 0.5 必修

医学概論・医療総論３ 3 通年 実習 0.5 必修

医学概論・医療総論４ 4 通年 演習 0.5 必修

医療行動科学１ 1 後期 講義 1.5 必修

医療行動科学２ 3 後期 講義 1 必修

死生学 1 後期 講義 1 必修

地域医療合同セミナー１ 1 前期 講義 1 必修

地域医療合同セミナー２ 2 前期 講義 1 自由 ※2

地域医療合同セミナー３ 3 前期 講義 1 必修 1

地域医療合同セミナー４ 4 前期 講義 1 自由 ※2

ＰＢＬチュートリアル 4 後期 演習 0.5 必修

応用医療情報科学 4 前期 講義 1 必修

初年次セミナー 1 通年 講義 1.5 必修

医療統計学１ 3 後期 講義 1 必修

医療統計学２ 4 前期 講義 1 必修

1-3 通年

4 前期

39

    ※1　選択科目「哲学」「文学」「言語学」「社会学」「人類学」から３単位以上修得しなければならない。

    ※2　自由科目は、単位は修得できるが、要修得単位数には算入されない科目。

必修

9

※1

履修年次

医学部医学科教育課程表１（教養教育科目）

【令和８年度第１学年適用】

合計

12.5

4.5

1

6

基
本
的
事
項

専門職キャリア形成論 1

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー

ツ

講義
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附則別表第２（附則第３項関係）	 【令和６年度第６学年適用】

　定期試験の本試験において、不合格科目数が一定数以上の者は、進級させないものとする。

学年 第１学年 第２学年 第３学年 第４学年

時期 前期
通年

前期
通年

前期
通年

前期
通年

後期 後期 後期 後期

判定対象科目数 12 13 ４ 10 18 12 13 10

不 合 格 科 目 数 ４科目以上 ５科目以上 ４科目以上 ７科目以上 ４科目以上 ５科目以上 ４科目以上

　※実技、実験、実習科目は除く。
　※自由選択科目は除く。
　※第１学年の《人文系＋スポーツと健康》の選択必修６科目は除く。
　※第１学年～第４学年の「国際医療」は除く。
　※第４学年の「医学概論・医療総論４」は第４学年（後期）定期試験及び共用試験CBT後のため別表の対象

から除く。
　※通年科目の場合、最終判定となる後期に科目数をカウントする。

前期 通年・後期

第１学年 12科目

心理学

13科目

応用統計学
医療倫理学 放射線物理学
法学 生命科学
数学 医学英語１aまたは医学英語1b
基礎医学物理 英会話
基礎生化学 医学史
基礎生命科学 医療行動科学１
医学英語１aまたは医学英語1b 死生学
独語・仏語・露語・中国語のいずれか 医学入門セミナー
情報科学 新入生チュートリアル
医学表現論 地域医療合同セミナー１
新入生セミナー 肉眼解剖学

細胞・組織学１

第２学年 ４科目

細胞・組織学２

10科目

医学英語２
神経解剖学 細胞・器官生理学
生化学 神経生理学
医療行動科学２ 分子生物学

薬理学１
病理学１－１
病理学２
免疫学１
微生物学
基礎腫瘍学

第３学年 18科目

地域医療合同セミナー３

12科目

医学英語３
薬理学２ 遺伝医学
病理学１－２ 研究室（基礎）配属
免疫学２ 皮膚科学
内分泌・代謝病学 小児科学１
血液学 精神医学
消化器内科学 消化器外科学
免疫・アレルギー疾患 泌尿器科学
呼吸器病学 脳神経外科学
腎臓病学 循環器外科学
神経内科学 公衆衛生学１
循環器内科学 医療行動科学３
臨床腫瘍学
放射線診断・核医学
感染症学
外科学総論
外科腫瘍学
衛生学

第４学年 13科目

応用医療情報科学

10科目

PBLチュートリアル
総合診療入門 医療薬学
小児科学２ 統合医療学
リハビリテーション医学 IVR・放射線治療
麻酔科学 臨床検査医学
産科・婦人科学 臨床疫学
形成外科学 緩和医療学
救急医学・集中治療医学 症候診断学
耳鼻咽喉科学 医療安全管理学
眼科学 法医学・医事法
整形外科学
口腔外科学
公衆衛生学２

附則別表第１（附則第２項関係）その１

区分 科目名 学年 開講期
科目
区分

単位数 必選別
要修得
単位数

必選別
要修得
単位数

必選別
要修得
単位数

心理学 1 前期 講義 2 必修 必修 必修

医療倫理学 1 前期 講義 2 必修 必修 必修

法学 1 前期 講義 1 必修 必修 必修

医学史 1 後期 演習 0.5 必修 必修 必修

行動科学実習 1 後期 実習 1 必修 必修 必修

哲学 1 後期 講義 1 選択 選択 選択

文学 1 後期 講義 1 選択 選択 選択

言語と人間 1 前期 講義 1 選択 選択 選択

社会学 1 後期 講義 1 選択 選択 選択

人類学 1 後期 講義 1 選択 選択 選択

数学 1 前期 講義 2 必修 必修 必修

応用統計学 1 後期 講義 2 必修 必修 必修

基礎医学物理 1 前期 講義 2 必修 必修 必修

基礎生化学 1 前期 講義 2 必修 必修 必修

基礎生命科学 1 前期 講義 2 必修 必修 必修

放射線物理学 1 後期 講義 1 必修 必修 必修

生命科学 1 後期 講義 2 必修 必修 必修

自然科学実験 1 前期 実験 1 必修 必修 必修

医学英語１ａ 1 前・後期 ※3 演習 1 必修 必修 必修

医学英語１ｂ 1 前・後期 ※3 演習 1 必修 必修 必修

英会話 1 通年 演習 2 必修 必修 必修

医学英語２ 2 後期 演習 0.5 必修 必修 必修

医学英語３ 3 後期 演習 0.5 必修 必修 必修

医学英語４ 4 前期 演習 0.5 自由 ※2 必修 自由 ※2

ドイツ語 1 前期 演習 1 選択 選択 選択

フランス語 1 前期 演習 1 選択 選択 選択

ロシア語 1 前期 演習 1 選択 選択 選択

中国語 1 前期 演習 1 選択 選択 選択

スポーツと健康 1 後期 講義 1 選択 ※1 選択 ※1 選択 ※1

情報科学 1 前期 講義 2 必修 2 必修 2 必修 2

31.5 32 31.5

      ※1　選択科目「哲学」「文学」「言語と人間」「社会学」「人類学」「スポーツと健康」から３単位以上修得しなければならない。

      ※2　自由科目は、単位は修得できるが、要修得単位数には算入されない科目。

      ※3　「医学英語１ａ」「医学英語１ｂ」は少人数グループ編成による授業のため、グループによりの履修する開講期が異なる。

医学部医学科教育課程表１（教養教育科目）

【令和８年度第２学年～第３学年適用】

履修年次
入試枠

一般枠 ATOP-M 特別枠

人文社会科学

6.5 6.5 6.5

※1 ※1 ※1

1

生活と情報

合計

自然科学 14 14 14

外国語

5
5.5

5

1 1

26-8-0070_08-01_26関係規程類集01.indd   10426-8-0070_08-01_26関係規程類集01.indd   104 2026/03/25   22:30:192026/03/25   22:30:19



－ 105 －

附則別表第１（附則第２項関係）その１

区分 科目名 学年 開講期
科目
区分

単位数 必選別
要修得
単位数

必選別
要修得
単位数

必選別
要修得
単位数

心理学 1 前期 講義 2 必修 必修 必修

医療倫理学 1 前期 講義 2 必修 必修 必修

法学 1 前期 講義 1 必修 必修 必修

医学史 1 後期 演習 0.5 必修 必修 必修

行動科学実習 1 後期 実習 1 必修 必修 必修

哲学 1 後期 講義 1 選択 選択 選択

文学 1 後期 講義 1 選択 選択 選択

言語と人間 1 前期 講義 1 選択 選択 選択

社会学 1 後期 講義 1 選択 選択 選択

人類学 1 後期 講義 1 選択 選択 選択

数学 1 前期 講義 2 必修 必修 必修

応用統計学 1 後期 講義 2 必修 必修 必修

基礎医学物理 1 前期 講義 2 必修 必修 必修

基礎生化学 1 前期 講義 2 必修 必修 必修

基礎生命科学 1 前期 講義 2 必修 必修 必修

放射線物理学 1 後期 講義 1 必修 必修 必修

生命科学 1 後期 講義 1 必修 必修 必修

自然科学実験 1 前期 実験 1 必修 必修 必修

医学英語１ａ 1 前・後期 ※3 演習 1 必修 必修 必修

医学英語１ｂ 1 前・後期 ※3 演習 1 必修 必修 必修

英会話 1 通年 演習 2 必修 必修 必修

医学英語２ 2 後期 演習 0.5 必修 必修 必修

医学英語３ 3 後期 演習 0.5 必修 必修 必修

医学英語４ 4 前期 演習 0.5 自由 ※2 必修 自由 ※2

ドイツ語 1 前期 演習 1 選択 選択 選択

フランス語 1 前期 演習 1 選択 選択 選択

ロシア語 1 前期 演習 1 選択 選択 選択

中国語 1 前期 演習 1 選択 選択 選択

スポーツと健康 1 後期 講義 1 選択 ※1 選択 ※1 選択 ※1

情報科学 1 前期 講義 2 必修 2 必修 2 必修 2

30.5 31 30.5

      ※1　選択科目「哲学」「文学」「言語と人間」「社会学」「人類学」「スポーツと健康」から３単位以上修得しなければならない。

      ※2　自由科目は、単位は修得できるが、要修得単位数には算入されない科目。

      ※3　「医学英語１ａ」「医学英語１ｂ」は少人数グループ編成による授業のため、グループによりの履修する開講期が異なる。

医学部医学科教育課程表１（教養教育科目）

【令和８年度第４学年～第６学年適用】

履修年次
入試枠

一般枠 ATOP-M 特別枠

人文社会科学

6.5 6.5 6.5

※1 ※1 ※1

13

外国語

5
5.5

5

1 1 1

生活と情報

合計

自然科学 13 13
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区分 学年 開講期
科目
区分

必選別
要必修
単位数

肉眼解剖学分野

肉眼解剖学 1 後期 講義 必修

肉眼解剖学実習 2 前期 実習 必修

組織学分野

細胞・組織学 2 前期 講義 必修

神経解剖学 2 前期 講義 必修

組織学・脳実習 2 前期 実習 必修

発生学分野

発生生物学 1 後期 講義 必修 1

分子細胞生物学分野

分子生物学1 1 後期 講義 必修

分子生物学2 2 後期 講義 必修

生理学分野

細胞・器官生理学 2 通年 講義 必修

神経生理学 2 後期 講義 必修

生理学実習 2 後期 実習 必修

生化学分野

生化学 2 前期 講義 必修

生化学実習 2 後期 実習 必修

免疫学分野

免疫学 1 後期 講義 必修

免疫学実習 1 後期 実習 必修

薬学分野

薬理学 2 後期 講義 必修

医療薬学 4 前期 講義 必修

病理学分野

病理学１ 2 後期 講義 必修

病理学２ 2 後期 講義 必修

基礎腫瘍学 2 後期 講義 必修

病理学実習 3 通年 実習 必修

感染・微生物学分野

感染・微生物学 2 通年 講義 必修

微生物学実習 2 後期 実習 必修

1 後期 演習 必修

1 後期 演習 必修

1 後期 講義 必修 1

衛生学・公衆衛生学分野

衛生学 3 前期 講義 必修

公衆衛生学 3 通年 講義 必修

社会医学実習 3 通年 実習 必修

医療倫理学 11 前期 講義 必修

医療安全管理学 3 後期 講義 必修

法医学・医事法 4 前期 講義 必修

法学 1 後期 講義 必修

1-3 通年 講義

4 前期 講義

正
常
構
造
と
機
能

4

2.5

0.5

別表第１（第２条関係）その２

医学部医学科教育課程表２（専門教育科目）

5.5

6.5

2

7

国際医療 必修1

研究室（基礎）配属１

研究室（基礎）配属２

社
会
と
医
療

社会医学入門

2

疾
病
と
病
態

履修年次

科目名

3

2.5

4

9.5

5

7

5.5

2.5

0.5

2

単位数

2.5

3

3

1

2.5

1

1

1

0.5

3

1

2.5

4

1

3

1

1.5

4.5

5

0.5

2.5

2

1

1

1

2.5

1

【令和８年度第１学年適用】
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別表第１（第２条関係）その２

区分 学年 開講期
科目
区分

必選別
要取得
単位数

診断学分野

臨床疫学 3 後期 講義 必修

臨床検査医学 3 後期 講義 必修

症候診断学 4 前期 講義 必修

老年学・老年医学分野

総合老年医学 4 前期 講義 必修 1

プライマリーケア・救急系分野

救急災害医学 4 前期 講義 必修

総合診療入門 3 後期 講義 必修

消化器系分野

消化器病学 3 通年 講義 必修 3

外科系分野

外科・外科腫瘍学総論 3 前期 講義 必修 1.5

循環器系分野

循環器病学 3 通年 講義 必修 2.5

呼吸器系分野

呼吸器病学 3 前期 講義 必修 1.5

内分泌・代謝系分野

内分泌学 3 後期 講義 必修 1.5

腫瘍・血液内科学分野

血液病学 3 後期 講義 必修

ゲノム腫瘍学 3 前期 講義 必修

免疫・アレルギー系分野

免疫・アレルギー疾患 3 前期 講義 必修 1

腎・泌尿器系分野

腎・泌尿器科学 3 通年 講義 必修 2

放射線医学系分野

放射線医学 3 後期 講義 必修 1

皮膚・形成系分野

皮膚科学 4 前期 講義 必修

形成外科学 4 前期 講義 必修

小児・発達系分野

小児科学 3 後期 講義 必修

遺伝医学 3 後期 講義 必修

妊娠・分娩系分野

産科・婦人科学 4 前期 講義 必修 1.5

感覚器系分野

耳鼻咽喉科・頭頸部外科学 4 前期 講義 必修

眼科学 4 前期 講義 必修

神経系分野

神経内科学 3 前期 講義 必修

脳神経外科学 3 後期 講義 必修

精神医学系分野

精神医学 4 前期 講義 必修 2

歯科・口腔系分野

口腔外科学 3 後期 講義 必修 0.5

運動器系分野

整形外科学 3 後期 講義 必修

スポーツ医学 3 前期 講義 必修

リハビリテーション系分野

リハビリテーション医学 4 前期 講義 必修 1

麻酔系分野

麻酔・集中治療医学 4 前期 講義 必修 2

臨床入門 4 通年 実習 必修 2

4 後期 実習 (12) 必修

5 通年 実習 (40) 必修

6 前期 実習 (20) 必修

総合講義１　 5 通年 講義 必修

総合講義２　 6 通年 講義 必修

118811合計

診
断
と
治
療
Ⅱ

臨床実習

履修年次

1

医学部医学科教育課程表２（専門教育科目）

【令和８年度第１学年適用】

1

1

診
断
と
治
療
Ⅰ

科目名 単位数

1

1

4

2

2

3

2

2

2

2

1

2

1

臨
床
医
学
実
習

74

72

1

1

0.5

1

1

1

2

1

1.5

1

1

1

1

1

1

2

2

1.5

1.5

2

3

2.5

1.5

2

1

1

26-8-0070_08-01_26関係規程類集01.indd   10726-8-0070_08-01_26関係規程類集01.indd   107 2026/03/25   22:30:192026/03/25   22:30:19



－ 108 －

区分 科目名 学年 開講期
科目
区分

必選別
要修得
単位数

必選別
要修得
単位数

必選別
要修得
単位数

医学入門セミナー 1 通年 講義 必修 必修 必修

医学概論・医療総論１ 1 通年 実習 必修 必修 必修

医学概論・医療総論２ 2 通年 演習 必修 必修 必修

医学概論・医療総論３ 3 通年 実習 必修 必修 必修

医学概論・医療総論４ 4 通年 実習 必修 必修 必修

医療行動科学１ 1 後期 講義 必修 必修 必修

医療行動科学２ 2 後期 講義 必修 必修 必修

医療行動科学３ 3 後期 講義 必修 必修 必修

死生学 1 後期 講義 必修 必修 必修

地域医療合同セミナー１ 1 通年 演習 必修 必修 必修

地域医療合同セミナー２ 2 通年 演習 自由 ※2 自由 ※2 必修

地域医療合同セミナー３ 3 前期 演習 必修 1 必修 1 必修

地域医療合同セミナー４ 4 前期 演習 自由 ※2 自由 ※2 自由 ※2

ＰＢＬチュートリアル 4 前期 演習 必修 必修 必修

応用医療情報科学 4 前期 講義 必修 必修 必修

初年次セミナー 1 前期 講義 必修 必修 必修

医療統計学入門 2 後期 演習 必修 必修 必修

医療統計学１ 3 後期 演習 必修 必修 必修

医療統計学２ 4 前期 演習 必修 必修 必修

医療統計学３ 5 通年 演習 自由 ※2 自由 ※2 自由 ※2

肉眼解剖学 1 後期 講義 必修 必修 必修

発生生物学 1 後期 講義 必修 必修 必修

細胞・組織学１ 1 後期 講義 必修 必修 必修

肉眼解剖学実習 2 前期 実習 必修 必修 必修

細胞・組織学２ 2 前期 講義 必修 必修 必修

神経解剖学 2 前期 講義 必修 必修 必修

組織学・脳実習 2 前期 実習 必修 必修 必修

細胞・器官生理学 2 通年 講義 必修 必修 必修

神経生理学 2 後期 講義 必修 必修 必修

生化学 2 前期 講義 必修 必修 必修

分子生物学1 1 後期 講義 必修 必修 必修

分子生物学2 2 前期 講義 必修 必修 必修

薬理学 2 後期 講義 必修 必修 必修

生理・薬理学実習 2 後期 実習 必修 必修 必修

生化学実習 2 後期 実習 必修 必修 必修

病理学１ 2 後期 講義 必修 必修 必修

病理学２ 2 後期 講義 必修 必修 必修

免疫学 1 後期 講義 必修 必修 必修

微生物学 2 通年 講義 必修 必修 必修

基礎腫瘍学 2 後期 講義 必修 必修 必修

微生物学実習 2 後期 実習 必修 必修 必修

遺伝医学 3 後期 講義 必修 必修 必修

病理学実習 3 通年 実習 必修 必修 必修

免疫学実習 1 後期 実習 必修 必修 必修

研究室（基礎）配属 3 後期 演習 必修 必修 必修

      ※2　自由科目は、単位は修得できるが、要修得単位数には算入されない科目。

附則別表第１（附則第２項関係）その１

医学部医学科教育課程表２（専門教育科目）

【令和８年度第２学年～第３学年適用】

履修年次
入試枠

一般枠 ATOP-M 特別枠

0.5

単位数

2

0.5

0.5

基本的事項

8 8

10

5 5 5

0.5

1

0.5

0.5

1

1

1

1

3

0.5

0.5

0.5

1

1.5

1

1

0.5

1

2.5

1

2.5

4.5

2.5

2.5

1

1

0.5

4.5

基礎医学系 51.5 51.5 51.53.5

0.5

2.5

1

1

0.5

1

2

0.5

4

2.5

2

4

26-8-0070_08-01_26関係規程類集01.indd   10826-8-0070_08-01_26関係規程類集01.indd   108 2026/03/25   22:30:192026/03/25   22:30:19



－ 109 －

区分 科目名 学年 開講期
科目
区分

必選別
要修得
単位数

必選別
要修得
単位数

必選別
要修得
単位数

内分泌・代謝病学 3 前期 講義 必修 必修 必修

血液学 3 後期 講義 必修 必修 必修

消化器内科学 3 前期 講義 必修 必修 必修

免疫・アレルギー疾患 3 前期 講義 必修 必修 必修

呼吸器病学 3 前期 講義 必修 必修 必修

腎臓病学 3 前期 講義 必修 必修 必修

神経内科学 3 前期 講義 必修 必修 必修

循環器内科学 3 前期 講義 必修 必修 必修

臨床腫瘍学 3 前期 講義 必修 必修 必修

放射線診断・核医学 3 前期 講義 必修 必修 必修

感染症学 2 後期 講義 必修 必修 必修

皮膚科学 3 後期 講義 必修 必修 必修

小児科学 3 後期 講義 必修 必修 必修

精神医学 4 前期 講義 必修 必修 必修

外科学総論 3 前期 講義 必修 必修 必修

外科腫瘍学 3 前期 講義 必修 必修 必修

消化器外科学 3 後期 講義 必修 必修 必修

泌尿器科学 3 後期 講義 必修 必修 必修

脳神経外科学 3 後期 講義 必修 必修 必修

循環器外科学 3 後期 講義 必修 必修 必修

IVR・放射線治療 4 前期 講義 必修 必修 必修

医療薬学 4 前期 講義 必修 必修 必修

統合医療学 4 前期 講義 必修 必修 必修

総合診療入門 4 前期 講義 必修 必修 必修

臨床検査医学 4 前期 講義 必修 必修 必修

リハビリテーション医学 4 前期 講義 必修 必修 必修

臨床疫学 4 前期 講義 必修 必修 必修

緩和医療学 4 前期 講義 必修 必修 必修

症候診断学 4 前期 講義 必修 必修 必修

麻酔科学 4 前期 講義 必修 必修 必修

産科・婦人科学 3 後期 講義 必修 必修 必修

形成外科学 4 前期 講義 必修 必修 必修

救急災害医学 4 前期 講義 必修 必修 必修

集中治療医学 4 前期 講義 必修 必修 必修

耳鼻咽喉科・頭頸部外科学 3 後期 講義 必修 必修 必修

眼科学 4 前期 講義 必修 必修 必修

整形外科学 3 後期 講義 必修 必修 必修

口腔外科学 3 後期 講義 必修 必修 必修

臨床入門 4 通年 実習 必修 必修 必修

医療安全管理学 4 前期 講義 必修 必修 必修

衛生学 3 前期 講義 必修 必修 必修

公衆衛生学 3 通年 講義 必修 必修 必修

社会医学実習 3 通年 実習 必修 必修 必修

法医学・医事法 4 前期 講義 必修 必修 必修

1-3 通年 講義

4 前期 講義

4 後期 実習 (12) 必修 必修 必修

5 通年 実習 (40) 必修 必修 必修

6 前期 実習 (20) 必修 必修 必修

総合講義１　 5 通年 講義 必修 必修 必修

総合講義２　 6 通年 講義 必修 必修 必修

190.5 190.5 191.5

      ※2　自由科目は、単位は修得できるが、要修得単位数には算入されない科目。

0.5

0.5

1.5

1

1

1.5

0.5

0.5

0.5

1

1.5

1.5

0.5

0.5

1.5

0.5

1.5

1

附則別表第１（附則第２項関係）その１

医学部医学科教育課程表２（専門教育科目）

【令和８年度第２学年～第３学年適用】

履修年次
入試枠

一般枠 ATOP-M 特別枠

単位数

社会医学系

0.5

臨床医学系

1

0.5

1

1.5

0.5

0.5

2

1

2.5

2

必修

1

0.5

1

1

1

0.5

2

41.5 41.5 41.5

0.5

2

1

1.5

臨床医学実習

臨床実習 72

74 74 74

1

1

9.5 9.5 9.5

1

3.5

1

2.5

国際医療 1 必修 必修

合計
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区分 科目名 学年 開講期
科目
区分

必選別
要修得
単位数

必選別
要修得
単位数

必選別
要修得
単位数

医学入門セミナー 1 通年 講義 必修 必修 必修

新入生チュートリアル 1 後期 演習 必修 必修 必修

医学概論・医療総論１ 1 通年 実習 必修 必修 必修

医学概論・医療総論２ 2 通年 演習 必修 必修 必修

医学概論・医療総論３ 3 通年 実習 必修 必修 必修

医学概論・医療総論４ 4 通年 実習 必修 必修 必修

医療行動科学１ 1 後期 講義 必修 必修 必修

医療行動科学２ 2 後期 講義 必修 必修 必修

医療行動科学３ 3 後期 講義 必修 必修 必修

死生学 1 後期 講義 必修 必修 必修

地域医療合同セミナー１ 1 通年 演習 必修 必修 必修

地域医療合同セミナー２ 2 通年 演習 自由 ※2 自由 ※2 必修

地域医療合同セミナー３ 3 前期 演習 必修 1 必修 1 必修

地域医療合同セミナー４ 4 前期 演習 自由 ※2 自由 ※2 自由 ※2

ＰＢＬチュートリアル 4 前期 演習 必修 必修 必修

応用医療情報科学 4 前期 講義 必修 必修 必修

初年次セミナー 1 前期 講義 必修 必修 必修

医療統計学入門 2 後期 演習 必修 必修 必修

医療統計学１ 3 後期 演習 必修 必修 必修

医療統計学２ 4 前期 演習 必修 必修 必修

医療統計学３ 5 通年 演習 自由 ※2 自由 ※2 自由 ※2

肉眼解剖学 1 後期 講義 必修 必修 必修

細胞・組織学１ 1 後期 講義 必修 必修 必修

肉眼解剖学実習 2 前期 実習 必修 必修 必修

細胞・組織学２ 2 前期 講義 必修 必修 必修

神経解剖学 2 前期 講義 必修 必修 必修

組織学・脳実習 2 前期 実習 必修 必修 必修

細胞・器官生理学 2 通年 講義 必修 必修 必修

神経生理学 2 後期 講義 必修 必修 必修

生化学 2 前期 講義 必修 必修 必修

分子生物学1 1 後期 講義 必修 必修 必修

分子生物学2 2 前期 講義 必修 必修 必修

薬理学 2 後期 講義 必修 必修 必修

生理・薬理学実習 2 後期 実習 必修 必修 必修

生化学実習 2 後期 実習 必修 必修 必修

病理学１ 2 後期 講義 必修 必修 必修

病理学２ 2 後期 講義 必修 必修 必修

免疫学 1 後期 講義 必修 必修 必修

微生物学 2 通年 講義 必修 必修 必修

基礎腫瘍学 2 後期 講義 必修 必修 必修

微生物学実習 2 後期 実習 必修 必修 必修

遺伝医学 3 後期 講義 必修 必修 必修

病理学実習 3 通年 実習 必修 必修 必修

免疫学実習 1 後期 実習 必修 必修 必修

研究室（基礎）配属 3 後期 演習 必修 必修 必修

      ※2　自由科目は、単位は修得できるが、要修得単位数には算入されない科目。

附則別表第１（附則第２項関係）その１

医学部医学科教育課程表２（専門教育科目）

【令和８年度第４学年適用】

履修年次
入試枠

一般枠 ATOP-M 特別枠

単位数

基本的事項

2

8.5 8.5

10.5

0.5

0.5

0.5

0.5

0.5

1

0.5

0.5

1

1

1

1

1

1.5

5 5 5

1

1

基礎医学系

2.5

50.5 50.5 50.5

1

3

2.5

1

2.5

4.5

2.5

2.5

1

1

3.5

0.5

0.5

4

2.5
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4

1

0.5
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0.5
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－ 111 －

区分 科目名 学年 開講期
科目
区分

必選別
要修得
単位数

必選別
要修得
単位数

必選別
要修得
単位数

内分泌・代謝病学 3 前期 講義 必修 必修 必修

血液学 3 後期 講義 必修 必修 必修

消化器内科学 3 前期 講義 必修 必修 必修

免疫・アレルギー疾患 3 前期 講義 必修 必修 必修

呼吸器病学 3 前期 講義 必修 必修 必修

腎臓病学 3 前期 講義 必修 必修 必修

神経内科学 3 前期 講義 必修 必修 必修

循環器内科学 3 前期 講義 必修 必修 必修

臨床腫瘍学 3 前期 講義 必修 必修 必修

放射線診断・核医学 3 前期 講義 必修 必修 必修

感染症学 2 後期 講義 必修 必修 必修

皮膚科学 3 後期 講義 必修 必修 必修

小児科学 3 後期 講義 必修 必修 必修

精神医学 4 前期 講義 必修 必修 必修

外科学総論 3 前期 講義 必修 必修 必修

外科腫瘍学 3 前期 講義 必修 必修 必修

消化器外科学 3 後期 講義 必修 必修 必修

泌尿器科学 3 後期 講義 必修 必修 必修

脳神経外科学 3 後期 講義 必修 必修 必修

循環器外科学 3 後期 講義 必修 必修 必修

IVR・放射線治療 4 前期 講義 必修 必修 必修

医療薬学 4 前期 講義 必修 必修 必修

統合医療学 4 前期 講義 必修 必修 必修

総合診療入門 4 前期 講義 必修 必修 必修

臨床検査医学 4 前期 講義 必修 必修 必修

リハビリテーション医学 4 前期 講義 必修 必修 必修

臨床疫学 4 前期 講義 必修 必修 必修

緩和医療学 4 前期 講義 必修 必修 必修

症候診断学 4 前期 講義 必修 必修 必修

麻酔科学 4 前期 講義 必修 必修 必修

産科・婦人科学 3 後期 講義 必修 必修 必修

形成外科学 4 前期 講義 必修 必修 必修

救急災害医学 4 前期 講義 必修 必修 必修

集中治療医学 4 前期 講義 必修 必修 必修

耳鼻咽喉科・頭頸部外科学 3 後期 講義 必修 必修 必修

眼科学 4 前期 講義 必修 必修 必修

整形外科学 3 後期 講義 必修 必修 必修

口腔外科学 3 後期 講義 必修 必修 必修

臨床入門 4 通年 実習 必修 必修 必修

医療安全管理学 4 前期 講義 必修 必修 必修

衛生学 3 前期 講義 必修 必修 必修

公衆衛生学 3 通年 講義 必修 必修 必修

社会医学実習 3 通年 実習 必修 必修 必修

法医学・医事法 4 前期 講義 必修 必修 必修

1-3 通年 講義

4 前期 講義

4 後期 実習 (12) 必修 必修 必修

5 通年 実習 (40) 必修 必修 必修

6 前期 実習 (20) 必修 必修 必修

総合講義１　 5 通年 講義 必修 必修 必修

総合講義２　 6 通年 講義 必修 必修 必修

190 190 191

      ※2　自由科目は、単位は修得できるが、要修得単位数には算入されない科目。
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附則別表第１（附則第２項関係）その１

医学部医学科教育課程表２（専門教育科目）

【令和８年度第４学年適用】

履修年次
入試枠

一般枠 ATOP-M 特別枠

単位数

0.5

1

1.5

0.5

0.5

2

1

2.5

1

1

0.5

2

社会医学系

0.5

9.5 9.5

臨床医学系

1

41.5 41.5 41.5

0.5

2

1

1.5

臨床医学実習

臨床実習 72

74 74 74

1

1

9.5

1

3.5

1

2.5

国際医療 1 必修 必修 必修

1

合計
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区分 科目名 学年 開講期
科目
区分

必選別
要修得
単位数

必選別
要修得
単位数

必選別
要修得
単位数

医学入門セミナー 1 通年 講義 必修 必修 必修

新入生チュートリアル 1 後期 演習 必修 必修 必修

医学概論・医療総論１ 1 通年 実習 必修 必修 必修

医学概論・医療総論２ 2 通年 演習 必修 必修 必修

医学概論・医療総論３ 3 通年 実習 必修 必修 必修

医学概論・医療総論４ 4 通年 実習 必修 必修 必修

医療行動科学１ 1 後期 講義 必修 必修 必修

医療行動科学２ 2 後期 講義 必修 必修 必修

医療行動科学３ 3 後期 講義 必修 必修 必修

死生学 1 後期 講義 必修 必修 必修

地域医療合同セミナー１ 1 通年 演習 必修 必修 必修

地域医療合同セミナー２ 2 通年 演習 自由 ※2 自由 ※2 必修

地域医療合同セミナー３ 3 前期 演習 必修 1 必修 1 必修

地域医療合同セミナー４ 4 前期 演習 自由 ※2 自由 ※2 自由 ※2

ＰＢＬチュートリアル 4 前期 演習 必修 必修 必修

応用医療情報科学 4 前期 講義 必修 必修 必修

初年次セミナー 1 前期 講義 必修 必修 必修

医療統計学入門 2 後期 演習 必修 必修 必修

医療統計学１ 3 後期 演習 必修 必修 必修

医療統計学２ 4 前期 演習 必修 必修 必修

医療統計学３ 5 通年 演習 自由 ※2 自由 ※2 自由 ※2

肉眼解剖学 1 後期 講義 必修 必修 必修

細胞・組織学１ 1 後期 講義 必修 必修 必修

肉眼解剖学実習 2 前期 実習 必修 必修 必修

細胞・組織学２ 2 前期 講義 必修 必修 必修

神経解剖学 2 前期 講義 必修 必修 必修

組織学・脳実習 2 前期 実習 必修 必修 必修

細胞・器官生理学 2 通年 講義 必修 必修 必修

神経生理学 2 後期 講義 必修 必修 必修

生化学 2 前期 講義 必修 必修 必修

分子生物学1 1 後期 講義 必修 必修 必修

分子生物学2 2 前期 講義 必修 必修 必修

薬理学 2 後期 講義 必修 必修 必修

生理・薬理学実習 2 後期 実習 必修 必修 必修

生化学実習 2 後期 実習 必修 必修 必修

病理学１ 2 後期 講義 必修 必修 必修

病理学２ 2 後期 講義 必修 必修 必修

免疫学 1 後期 講義 必修 必修 必修

微生物学 2 通年 講義 必修 必修 必修

基礎腫瘍学 2 後期 講義 必修 必修 必修

微生物学実習 2 後期 実習 必修 必修 必修

遺伝医学 3 後期 講義 必修 必修 必修

病理学実習 3 通年 実習 必修 必修 必修

免疫学実習 1 後期 実習 必修 必修 必修

研究室（基礎）配属 3 後期 演習 必修 必修 必修

      ※2　自由科目は、単位は修得できるが、要修得単位数には算入されない科目。

附則別表第１（附則第２項関係）その１

医学部医学科教育課程表２（専門教育科目）

【令和８年度第５学年適用】

履修年次
入試枠

一般枠 ATOP-M 特別枠

単位数

基本的事項
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区分 科目名 学年 開講期
科目
区分

必選別
要修得
単位数

必選別
要修得
単位数

必選別
要修得
単位数

内分泌・代謝病学 3 前期 講義 必修 必修 必修

血液学 3 後期 講義 必修 必修 必修

消化器内科学 3 前期 講義 必修 必修 必修

免疫・アレルギー疾患 3 前期 講義 必修 必修 必修

呼吸器病学 3 前期 講義 必修 必修 必修

腎臓病学 3 前期 講義 必修 必修 必修

神経内科学 3 前期 講義 必修 必修 必修

循環器内科学 3 前期 講義 必修 必修 必修

臨床腫瘍学 3 前期 講義 必修 必修 必修

放射線診断・核医学 3 前期 講義 必修 必修 必修

感染症学 2 後期 講義 必修 必修 必修

皮膚科学 3 後期 講義 必修 必修 必修

小児科学 3 後期 講義 必修 必修 必修

精神医学 4 前期 講義 必修 必修 必修

外科学総論 3 前期 講義 必修 必修 必修

外科腫瘍学 3 前期 講義 必修 必修 必修

消化器外科学 3 後期 講義 必修 必修 必修

泌尿器科学 3 後期 講義 必修 必修 必修

脳神経外科学 3 後期 講義 必修 必修 必修

循環器外科学 3 後期 講義 必修 必修 必修

IVR・放射線治療 4 前期 講義 必修 必修 必修

医療薬学 4 前期 講義 必修 必修 必修

統合医療学 4 前期 講義 必修 必修 必修

総合診療入門 4 前期 講義 必修 必修 必修

臨床検査医学 4 前期 講義 必修 必修 必修

リハビリテーション医学 4 前期 講義 必修 必修 必修

臨床疫学 4 前期 講義 必修 必修 必修

緩和医療学 4 前期 講義 必修 必修 必修

症候診断学 4 前期 講義 必修 必修 必修

麻酔科学 4 前期 講義 必修 必修 必修

産科・婦人科学 3 後期 講義 必修 必修 必修

形成外科学 4 前期 講義 必修 必修 必修

救急災害医学 4 前期 講義 必修 必修 必修

集中治療医学 4 前期 講義 必修 必修 必修

耳鼻咽喉科・頭頸部外科学 3 後期 講義 必修 必修 必修

眼科学 4 前期 講義 必修 必修 必修

整形外科学 3 後期 講義 必修 必修 必修

口腔外科学 3 後期 講義 必修 必修 必修

臨床入門 4 通年 実習 必修 必修 必修

医療安全管理学 4 前期 講義 必修 必修 必修

衛生学 3 前期 講義 必修 必修 必修

公衆衛生学 3 通年 講義 必修 必修 必修

社会医学実習 3 通年 実習 必修 必修 必修

法医学・医事法 4 前期 講義 必修 必修 必修

1-3 通年 講義

4 前期 講義

4 後期 実習 (12) 必修 必修 必修

5 通年 実習 (40) 必修 必修 必修

6 前期 実習 (20) 必修 必修 必修

総合講義１　 5 通年 講義 必修 必修 必修

総合講義２　 6 通年 講義 必修 必修 必修

190.5 190.5 191.5

      ※2　自由科目は、単位は修得できるが、要修得単位数には算入されない科目。
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附則別表第１（附則第２項関係）その１

医学部医学科教育課程表２（専門教育科目）

【令和８年度第５学年適用】

履修年次
入試枠

一般枠 ATOP-M 特別枠

単位数

0.5
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1

1

1

0.5
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社会医学系
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臨床医学系

1

41.5 41.5

合計

41.5

0.5
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1

1.5

臨床医学実習

臨床実習 72

74 74 74

1

1

9.5

1

3.5

1

2.5

国際医療 1 必修 必修 必修
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区分 科目名 学年 開講期
科目
区分

必選別
要修得
単位数

必選別
要修得
単位数

必選別
要修得
単位数

医学入門セミナー 1 通年 講義 必修 必修 必修

新入生チュートリアル 1 後期 演習 必修 必修 必修

医学概論・医療総論１ 1 通年 実習 必修 必修 必修

医学概論・医療総論２ 2 通年 演習 必修 必修 必修

医学概論・医療総論３ 3 通年 実習 必修 必修 必修

医学概論・医療総論４ 4 通年 実習 必修 必修 必修

医療行動科学１ 1 後期 講義 必修 必修 必修

医療行動科学２ 2 後期 講義 必修 必修 必修

医療行動科学３ 3 後期 講義 必修 必修 必修

死生学 1 後期 講義 必修 必修 必修

地域医療合同セミナー１ 1 通年 演習 必修 必修 必修

地域医療合同セミナー２ 2 通年 演習 自由 ※2 自由 ※2 必修

地域医療合同セミナー３ 3 前期 演習 必修 1 必修 1 必修

地域医療合同セミナー４ 4 前期 演習 自由 ※2 自由 ※2 自由 ※2

ＰＢＬチュートリアル 4 前期 演習 必修 必修 必修

応用医療情報科学 4 前期 講義 必修 必修 必修

初年次セミナー 1 前期 講義 必修 必修 必修

医療統計学入門 2 後期 演習 必修 必修 必修

医療統計学１ 3 後期 演習 必修 必修 必修

医療統計学２ 4 前期 演習 必修 必修 必修

医療統計学３ 5 通年 演習 自由 ※2 自由 ※2 自由 ※2

肉眼解剖学 1 後期 講義 必修 必修 必修

細胞・組織学１ 1 後期 講義 必修 必修 必修

肉眼解剖学実習 2 前期 実習 必修 必修 必修

細胞・組織学２ 2 前期 講義 必修 必修 必修

神経解剖学 2 前期 講義 必修 必修 必修

組織学・脳実習 2 前期 実習 必修 必修 必修

細胞・器官生理学 2 通年 講義 必修 必修 必修

神経生理学 2 後期 講義 必修 必修 必修

生化学 2 前期 講義 必修 必修 必修

分子生物学1 1 後期 講義 必修 必修 必修

分子生物学2 2 前期 講義 必修 必修 必修

薬理学 2 後期 講義 必修 必修 必修

生理・薬理学実習 2 後期 実習 必修 必修 必修

生化学実習 2 後期 実習 必修 必修 必修

病理学１ 2 後期 講義 必修 必修 必修

病理学２ 2 後期 講義 必修 必修 必修

免疫学 1 後期 講義 必修 必修 必修

微生物学 2 通年 講義 必修 必修 必修

基礎腫瘍学 2 後期 講義 必修 必修 必修

微生物学実習 2 後期 実習 必修 必修 必修

神経生理実習 3 前期 実習 必修 必修 必修

遺伝医学 3 後期 講義 必修 必修 必修

病理学実習 3 通年 実習 必修 必修 必修

免疫学実習 1 後期 実習 必修 必修 必修

研究室（基礎）配属 3 後期 演習 必修 必修 必修

      ※2　自由科目は、単位は修得できるが、要修得単位数には算入されない科目。

附則別表第１（附則第２項関係）その１

医学部医学科教育課程表２（専門教育科目）

【令和８年度第６学年適用】

履修年次
入試枠

一般枠 ATOP-M 特別枠

単位数

基本的事項

2

8.5 8.5

10.5

0.5

0.5

0.5

0.5

0.5

1

0.5

0.5

1

1

1

1

1

1.5

5 5 5

1

1

0.5

0.5

0.5

0.5

基礎医学系

2.5

51.5 51.5 51.5

1

3

2.5

1

2.5

4.5

3

2.5

1

1

3.5

0.5

0.5

4

2.5

2

4

1

0.5

0.5

1

2

0.5

4.5
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区分 科目名 学年 開講期
科目
区分

必選別
要修得
単位数

必選別
要修得
単位数

必選別
要修得
単位数

内分泌・代謝病学 3 前期 講義 必修 必修 必修

血液学 3 後期 講義 必修 必修 必修

消化器内科学 3 前期 講義 必修 必修 必修

免疫・アレルギー疾患 3 前期 講義 必修 必修 必修

呼吸器病学 3 前期 講義 必修 必修 必修

腎臓病学 3 前期 講義 必修 必修 必修

神経内科学 3 前期 講義 必修 必修 必修

循環器内科学 3 前期 講義 必修 必修 必修

臨床腫瘍学 3 前期 講義 必修 必修 必修

放射線診断・核医学 3 前期 講義 必修 必修 必修

感染症学 2 後期 講義 必修 必修 必修

皮膚科学 3 後期 講義 必修 必修 必修

小児科学 3 後期 講義 必修 必修 必修

精神医学 4 前期 講義 必修 必修 必修

外科学総論 3 前期 講義 必修 必修 必修

外科腫瘍学 3 前期 講義 必修 必修 必修

消化器外科学 3 後期 講義 必修 必修 必修

泌尿器科学 3 後期 講義 必修 必修 必修

脳神経外科学 3 後期 講義 必修 必修 必修

循環器外科学 3 後期 講義 必修 必修 必修

IVR・放射線治療 4 前期 講義 必修 必修 必修

医療薬学 4 前期 講義 必修 必修 必修

統合医療学 4 前期 講義 必修 必修 必修

総合診療入門 4 前期 講義 必修 必修 必修

臨床検査医学 4 前期 講義 必修 必修 必修

リハビリテーション医学 4 前期 講義 必修 必修 必修

臨床疫学 4 前期 講義 必修 必修 必修

緩和医療学 4 前期 講義 必修 必修 必修

症候診断学 4 前期 講義 必修 必修 必修

麻酔科学 4 前期 講義 必修 必修 必修

産科・婦人科学 3 後期 講義 必修 必修 必修

形成外科学 4 前期 講義 必修 必修 必修

救急災害医学 4 前期 講義 必修 必修 必修

集中治療医学 4 前期 講義 必修 必修 必修

耳鼻咽喉科・頭頸部外科学 3 後期 講義 必修 必修 必修

眼科学 4 前期 講義 必修 必修 必修

整形外科学 3 後期 講義 必修 必修 必修

口腔外科学 3 後期 講義 必修 必修 必修

臨床入門 4 通年 実習 必修 必修 必修

医療安全管理学 4 前期 講義 必修 必修 必修

衛生学 3 前期 講義 必修 必修 必修

公衆衛生学 3 通年 講義 必修 必修 必修

社会医学実習 3 通年 実習 必修 必修 必修

法医学・医事法 4 前期 講義 必修 必修 必修

1-3 通年 講義

4 前期 講義

4 後期 実習 (12) 必修 必修 必修

5 通年 実習 (40) 必修 必修 必修

6 前期 実習 (20) 必修 必修 必修

総合講義１　 5 通年 講義 必修 必修 必修

総合講義２　 6 通年 講義 必修 必修 必修

190.5 190.5 191.5

      ※2　自由科目は、単位は修得できるが、要修得単位数には算入されない科目。

社会医学系

1

0.5

2

1

2.5

2

1.5

1.5

0.5

0.5

1.5

1.5

0.5

9.5

国際医療 必修 必修 必修

臨床医学系 41.5 41.5 41.5

1

1.5

0.5

1

1.5

0.5

1

0.5

2

0.5

0.5

1.5

1

0.5

0.5

74 74 74

72臨床実習

9.5 9.5

1

1

1

1

0.5

2

0.5

1.5

1

1

0.5

1

1

1

合計

0.5

1

3.5

1

2.5

臨床医学実習

附則別表第１（附則第２項関係）その１

医学部医学科教育課程表２（専門教育科目）

【令和８年度第６学年適用】

履修年次
入試枠

一般枠 ATOP-M 特別枠

単位数

26-8-0070_08-01_26関係規程類集01.indd   11526-8-0070_08-01_26関係規程類集01.indd   115 2026/03/25   22:30:212026/03/25   22:30:21



－ 116 －

別表第２（第６条関係） 

 

英語検定試験による単位認定科目及び単位数 

 

単位認定の対象とする検定試験 認定基準（※） 単位認定科目 

授業科目 認定単位数 

Test of English as a 

Foreign Language 

（TOEFL） 

国際教育交換協議会 

iBT トータルスコアが85点以

上でかつリスニング及び

リーディングのスコアが

24 点以上 

医学英語１ （２単位） 

International English 

Language Testing  

System（IELTS） 

公益財団法人日本英語検

定協会 

Academic 

Testing 

トータルスコアが 6.5 以

上でかつ Listening Band

及び Academic Reading 

Band のスコアが 6.5 以

上 

Test of English as a 

Foreign Language 

（TOEFL） 

国際教育交換協議会 

iBT トータルスコアが 85 点

以上でかつスピーキング

のスコアが 24 点以上 

英会話 （２単位） 

International English 

Language Testing  

System（IELTS） 

公益財団法人日本英語検

定協会 

Academic 

Testing 

トータルスコアが 6.5 以

上でかつ Speaking Band

のスコアが 6.5 以上 

    

 ※申請日から起算して 2 年以内に修得したものに限る。 

   
 

 

別記第１号様式（第４条関係） 

選択科目履修届 

 

    年   月   日 

医学部長 様 

 

学籍番号             

 

氏名               

 

次のとおり、選択科目の履修を希望いたします。 

 

 

 
系列 

履修希望 

（○か✖を記入） 
科目名 単位 

講義 

時間 
必修単位 備 考 

        

        

        

        

        

        

        

【合計単位数】  

26-8-0070_08-01_26関係規程類集01.indd   11626-8-0070_08-01_26関係規程類集01.indd   116 2026/03/25   22:30:212026/03/25   22:30:21



－ 117 －

別表第２（第６条関係） 

 

英語検定試験による単位認定科目及び単位数 

 

単位認定の対象とする検定試験 認定基準（※） 単位認定科目 

授業科目 認定単位数 

Test of English as a 

Foreign Language 

（TOEFL） 

国際教育交換協議会 

iBT トータルスコアが85点以

上でかつリスニング及び

リーディングのスコアが

24 点以上 

医学英語１ （２単位） 

International English 

Language Testing  

System（IELTS） 

公益財団法人日本英語検

定協会 

Academic 

Testing 

トータルスコアが 6.5 以

上でかつ Listening Band

及び Academic Reading 

Band のスコアが 6.5 以

上 

Test of English as a 

Foreign Language 

（TOEFL） 

国際教育交換協議会 

iBT トータルスコアが 85 点

以上でかつスピーキング

のスコアが 24 点以上 

英会話 （２単位） 

International English 

Language Testing  

System（IELTS） 

公益財団法人日本英語検

定協会 

Academic 

Testing 

トータルスコアが 6.5 以

上でかつ Speaking Band

のスコアが 6.5 以上 

    

 ※申請日から起算して 2 年以内に修得したものに限る。 

   
 

 

別記第１号様式（第４条関係） 

選択科目履修届 

 

    年   月   日 

医学部長 様 

 

学籍番号             

 

氏名               

 

次のとおり、選択科目の履修を希望いたします。 

 

 

 
系列 

履修希望 

（○か✖を記入） 
科目名 単位 

講義 

時間 
必修単位 備 考 

        

        

        

        

        

        

        

【合計単位数】  
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別表第２

英語検定試験による単位認定科目及び単位数
【２０１９ 年度第１～６学年適用】

　　　　　　　　　学年及び単位数

授業科目　　　　　　　　

１  年 ２  年 ３  年 ４年

５年 ６年

単     位     数

備考
要修
得単
位数前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

必     修 選     択

講義 演習
実験
実習
実技

講義 演習
実験
実習
実技

基

本

的

事

項

医 学 入 門 セ ミ ナ ー 3 3

必修

14.5

新 入 生 チ ュ ー ト リ ア ル 1.5 1.5
医 学 概 論・医 療 総 論 １ 0.5 0.5
医 学 概 論・医 療 総 論 ２ 0.5 0.5
医 学 概 論・医 療 総 論 ３ 0.5 0.5
医 学 概 論・医 療 総 論 ４ 1 1
医 学 概 論・医 療 総 論 ５ 1 1
Ｐ Ｂ Ｌ チ ュ ー ト リ ア ル 2 2

応 用 医 療 情 報 科 学 1.5 1.5

地 域 医 療 合 同 セ ミ ナ ー １ 2 2
地 域 医 療 合 同 セ ミ ナ ー ２ 1 1 自由選択
地 域 医 療 合 同 セ ミ ナ ー ３ 1 1 必修

地 域 医 療 合 同 セ ミ ナ ー ４ 1 1 自由選択

基

礎

医

学

系

肉 眼 解 剖 学 2 2

必修 56.0

肉 眼 解 剖 学 実 習 3 3
細 胞 ・ 組 織 学 １ 1 1
細 胞 ・ 組 織 学 ２ 2.5 2.5
神 経 解 剖 学 1 1
組 織 学 ・ 脳 実 習 2.5 2.5
人 体 発 生 学 1 1
細 胞 ・ 器 官 生 理 学 5 5
神 経 生 理 学 3.5 3.5
生 化 学 2.5 2.5
分 子 生 物 学 2 2
薬 理 学 １ 2 2
薬 理 学 ２ 2 2
生 理 ・ 薬 理 学 実 習 0.5 0.5
生 化 学 実 習 0.5 0.5
神 経 生 理 実 習 0.5 0.5
病 理 学 １ － １ 3 3
病 理 学 １ － ２ 2 2
病 理 学 ２ 2.5 2.5
免 疫 学 １ 2 2
免 疫 学 ２ 1 1
微 生 物 学 5 5
遺 伝 医 学 1 1
基 礎 腫 瘍 学 1 1
微 生 物 学 実 習 0.5 0.5
病 理 学 実 習 2 2

研 究 室（ 基 礎 ） 配 属 4.5 　 4.5

臨

床

医

学

系

内 分 泌 ・ 代 謝 病 学 1 1

必修 46.5

血 液 学 0.5 0.5
消 化 器 内 科 学 2 2
免 疫・ア レ ル ギ ー 疾 患 1 1
呼 吸 器 病 学 1.5 1.5
腎 臓 病 学 0.5 0.5
神 経 内 科 学 1 1
循 環 器 内 科 学 2 2
臨 床 腫 瘍 学 0.5 0.5
放 射 線 診 断・核 医 学 0.5 0.5
I V R ・ 放 射 線 治 療 0.5 0.5
医 療 薬 学 0.5 0.5
統 合 医 療 学 0.5 0.5
総 合 診 療 入 門 1 1
感 染 症 学 2 2
皮 膚 科 学 1 1
臨 床 検 査 医 学  1.5 1.5
小 児 科 学 １ 1.5 1.5
小 児 科 学 ２ 1.5 1.5
精 神 医 学 2 2
リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 医 学  1.5 1.5
臨 床 疫 学  0.5 0.5
緩 和 医 療 学  0.5 0.5
症 候 診 断 学   2 2
外 科 学 総 論 1 1
外 科 腫 瘍 学 0.5 0.5
麻 酔 科 学  1 1
産 科 ・ 婦 人 科 学 1.5 1.5
消 化 器 外 科 学 1.5 1.5
泌 尿 器 科 学 1.5 1.5
脳 神 経 外 科 学 1 1
循 環 器 外 科 学 2 2
形 成 外 科 学 1 1
救 急 医 学・集 中 治 療 医 学 1 1
耳 鼻 咽 喉 科 学 1 1
眼 科 学 1 1
整 形 外 科 学 1.5 1.5

口 腔 外 科 学 1 1

臨 床 入 門 3 3

社
会
医
学
系

医 療 安 全 管 理 学 1 1

必修 10.0

衛 生 学 1 1
公 衆 衛 生 学 １  2 2
公 衆 衛 生 学 ２ 2 2

社 会 医 学 実 習 1 1

法 医 学 ・ 医 事 法 3 3

臨床医学
実　　習

臨 床 実 習 10 42 20 72
必修 73.0

総 合 講 義 1 1

合　　　　　　　　　　計 11 40.5 43 44.5 42 21 101 12 87 0 2 0 200.0

 

別記第 2 号様式（第４条関係） 

 

選択科目履修変更（取消し）届 

 

     年   月   日 

 

医学部長 様 

 

学籍番号             

 

氏名               

 

次のとおり変更（取消し）したくお届けいたします。 

 

 
系列 履修科目 単位 

担当教員 

認印 
備 考 

新規履修 

・ 

履修取消 

     

新規履修 

・ 

履修取消 

     

新規履修 

・ 

履修取消 

     

新規履修 

・ 

履修取消 

     

【増減単位数】  

 

別記第３号様式（第６条関係） 

 

 

既修得単位認定申請書 

 

     年   月   日 

 

医学部長 様 

 

第１学年             

 

氏名               

 

 

            大学で修得した単位のうち、次の科目について、札幌医科大学において修

得したものとして認定されるよう、関係書類を添えて申請いたします。 

 

 

（関係書類） 

１．成績証明書 １通 

２．卒業又は中途退学の証明書 １通 

３．シラバス・講義要録（当該授業科目の内容が分かるもの） 

※他大学等を退学見込みで受験し、合格した場合は、別途入学手続き書類で提出いただいているため、

添付不要です。 

 

記 

（認定希望科目） 

認定希望する本学授業科目名 卒業（中退）した大学の授業科目名 

  

  

  

  

 

 

26-8-0070_08-01_26関係規程類集01.indd   11826-8-0070_08-01_26関係規程類集01.indd   118 2026/03/25   22:30:222026/03/25   22:30:22



－ 119 －

 

別記第 2 号様式（第４条関係） 

 

選択科目履修変更（取消し）届 

 

     年   月   日 

 

医学部長 様 

 

学籍番号             

 

氏名               

 

次のとおり変更（取消し）したくお届けいたします。 

 

 
系列 履修科目 単位 

担当教員 

認印 
備 考 

新規履修 

・ 

履修取消 

     

新規履修 

・ 

履修取消 

     

新規履修 

・ 

履修取消 

     

新規履修 

・ 

履修取消 

     

【増減単位数】  

 

別記第３号様式（第６条関係） 

 

 

既修得単位認定申請書 

 

     年   月   日 

 

医学部長 様 

 

第１学年             

 

氏名               

 

 

            大学で修得した単位のうち、次の科目について、札幌医科大学において修

得したものとして認定されるよう、関係書類を添えて申請いたします。 

 

 

（関係書類） 

１．成績証明書 １通 

２．卒業又は中途退学の証明書 １通 

３．シラバス・講義要録（当該授業科目の内容が分かるもの） 

※他大学等を退学見込みで受験し、合格した場合は、別途入学手続き書類で提出いただいているため、

添付不要です。 

 

記 

（認定希望科目） 

認定希望する本学授業科目名 卒業（中退）した大学の授業科目名 
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別記第４号様式（第６条関係） 

 

 

英語検定試験による単位認定申請書 

 

     年   月   日 

 

医 学 部 長  様  

※新入生の場合は学籍番号の記載不要 

学籍番号             

 

氏名               

 

私は、次の科目について、札幌医科大学で履修したものとして認定されるよう、関係書類を添えて

申請いたします。 

 

記 

１．認定希望科目 

認定希望する本学授業科目名 単位数 

  

  

  

 

２．英語検定試験の学修状況 

英語検定試験の種類 

※該当するものを〇で囲

んでください。 

（１）TOEFL（iBT） 

（２）IELTS（Academic Testing） 

得点 TOEFL ( iBT )  

合計 Reading Listening Speaking Writing 

     

IELTS（Academic Testing） 

合計 Reading Listening Speaking Writing 

     

取得年月日 平成    年    月    日 

 

（関係書類） 

・TOEFL 又は IELTS の公式成績証明書（写） １通 

 

 

別記第５号様式（第７条関係） 

 

 

定期試験等欠席届 

     年   月   日 

 

医学部長 様 

科目担当教員 様 

 

学籍番号             

 

氏名             印 

 

 

 

 

次の理由により、                   を受験           のでお届け 

 

 

 

いたします。 

 

 

受験科目名： 

 

                                            

 

欠席理由：  

 

                                            

 

                                            

 

                                            

 

注１ 病気による場合は、医師の診断書を添付すること。 

２ 欠席理由は、具体的に記載すること。 

定期試験 

共用試験 CBT 

Pre-CC OSCE 

卒業試験 

Post-CC OSCE 

その他(                  ) 

できません 

できませんでした 
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別記第４号様式（第６条関係） 

 

 

英語検定試験による単位認定申請書 

 

     年   月   日 

 

医 学 部 長  様  

※新入生の場合は学籍番号の記載不要 

学籍番号             

 

氏名               

 

私は、次の科目について、札幌医科大学で履修したものとして認定されるよう、関係書類を添えて

申請いたします。 

 

記 

１．認定希望科目 

認定希望する本学授業科目名 単位数 

  

  

  

 

２．英語検定試験の学修状況 

英語検定試験の種類 

※該当するものを〇で囲

んでください。 

（１）TOEFL（iBT） 

（２）IELTS（Academic Testing） 

得点 TOEFL ( iBT )  

合計 Reading Listening Speaking Writing 

     

IELTS（Academic Testing） 

合計 Reading Listening Speaking Writing 

     

取得年月日 平成    年    月    日 

 

（関係書類） 

・TOEFL 又は IELTS の公式成績証明書（写） １通 

 

 

別記第５号様式（第７条関係） 

 

 

定期試験等欠席届 

     年   月   日 

 

医学部長 様 

科目担当教員 様 

 

学籍番号             

 

氏名             印 

 

 

 

 

次の理由により、                   を受験           のでお届け 

 

 

 

いたします。 

 

 

受験科目名： 

 

                                            

 

欠席理由：  

 

                                            

 

                                            

 

                                            

 

注１ 病気による場合は、医師の診断書を添付すること。 

２ 欠席理由は、具体的に記載すること。 

定期試験 

共用試験 CBT 

Pre-CC OSCE 

卒業試験 

Post-CC OSCE 

その他(                  ) 

できません 

できませんでした 
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　札幌医科大学保健医療学部の教育課程、授業科目履修方法、
　試験及び進級取扱いに関する規程

平成19年４月１日規程第98号
（趣　　旨）

第　１　条　この規程は、札幌医科大学学則（平成19年規程第50号。以下「学則」という。）第12条の規定に

基づき、保健医療学部の教育課程及び授業科目の履修方法を定めるとともに、学則に定めるもののほか、試

験及び進級の取扱い等に関して必要な事項を定めるものとする。

（教育課程）

第　２　条　各学科の教育課程表は、次の各号に掲げるとおりとする。

　⑴　看護学科教育課程表　別表第１

　⑵　理学療法学科教育課程表　別表第２

　⑶　作業療法学科教育課程表　別表第３

（科目の履修方法及び履修手続）

第　３　条　学生は、各学年ごとに定められた科目を履修するものとする。

２　必修科目及び選択科目の履修に当たっては、教務事務システムにより所定の期日までに届け出るものと

する。

３　前項により届け出た選択科目を他の科目に変更する場合又は履修を取り消す場合は、所定の期日までに

教務事務システムにより届け出なければならない。

４　学部長は、前２項の届出があったときは、医療人育成センター長に通知するものとする。

（単位の計算方法）

第　４　条　各科目の単位数は、次の各号の区分に応じて各号に掲げる基準により算出する。

　⑴　講義　15時間から30時間をもって１単位

　⑵　演習　30時間をもって１単位

　⑶　実験、実習及び実技　45時間をもって１単位

（既修得単位等の認定）

第　５　条　学則第14条の規定に基づき、入学前に本学、他の大学、短期大学、高等専門学校又は専修学校

専門課程において修得した単位を、本学における科目の履修により修得したものとみなすことを希望する

者は、既修得単位認定申請書（別記第１号様式）を所定の期日までに学部長に提出しなければならない。

２　学部長は、前項に定める既修得単位認定申請書を受理したときは、教授会の議を経て、60単位を限度と

してこれを認定する。

３　学則第13条及び第14条第２項に規定する文部科学大臣の定める学修として、本学における科目の履修と

みなすものは、次の各号に掲げる団体等が認定する各号の検定等とし、認定する科目及び単位数は別に定

める。

　⑴　公益財団法人日本英語検定協会　実用英語技能検定

　⑵　国際教育交換協議会　Test�of�English�as�a�Foreign�Language（TOEFL）

　⑶	 一般財団法人国際ビジネスコミュニケーション協会　Test�of�English�for�International�Communication

（TOEIC）

４　前項による単位の認定を希望する者は、英語検定試験による単位認定申請書（別記第２号様式）を所定

の期日までに学部長に提出しなければならない。

５　学部長は、前項の単位認定申請書を受理したときは、教授会の議を経て単位を認定する。

６　前項に基づき認定する単位は、第３項の規定により認定する単位と合算して60単位を限度とする。

７　学部長は、第２項のうち医療人育成センターの教員が担当する授業科目並びに第５項及び第６項の認
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定に当たっては、その認定の審査を医療人育成センター長に依頼して行うものとする。

（試　　験）

第　６　条　試験は、定期試験、中間試験、卒業試験、追試験及び再試験とし、筆記、口答又は実技によ

り行うものとする。

２　前項の試験は、それぞれ次の各号のとおり行うものとする。

　⑴　定期試験　学年末又は各科目の所定の授業終了後行うものとする。

　⑵　中間試験　必要に応じ随時行うことができるものとする。

　⑶　追試験　定期試験等の受験資格を有する者が、病気その他の事由により当該試験を受験できないと

きに、あらかじめ定期試験等欠席届（別記第３号様式）を当該科目の科目担当責任者に提出し、正当な

理由があるものとして認められた者に対して行う。ただし、やむを得ない事由によりあらかじめ届け出

ることができなかったときは、その事由を付して直ちに届け出なければならない。

　⑷　再試験　定期試験又は追試験において不合格となった者に対して、当該不合格の科目について１回に

限り行うことができる。ただし、不正行為を行ったことにより不合格となった科目については、再試験

を実施しない。

３　定期試験の期日は、原則として試験実施の２週間前までに掲示するものとする。

（試験その他の審査を受ける資格）

第　７　条　試験その他の審査を受けるために必要となる学則第15条第２項に規定する所定の期間は、授

業時間数の３分の２以上の期間とする。

２　特別の理由により前項に定める授業時間数に満たない者については、当該科目の科目担当責任者が成

業の見込があると認め、かつ、教授会の議を経て学部長が承認した場合に限り、前項の規定にかかわら

ず、試験その他の審査を受けることができるものとする。

（成績評価の基準）

第　８　条　試験その他の審査により行う成績評価は、当該科目ごとに100点を満点とし、次の区分とする。

評語 達成度 評価点 合否種別

優 科目の到達目標を十分に達成している。 80点以上

合格良 科目の到達目標を達成している。 70点以上80点未満

可 科目の到達目標を最低限度達成している。 60点以上70点未満

不可 科目の到達目標を達成していない。 60点未満 不合格

（単位の授与等）

第　９　条　科目担当責任者のほか担当教員がいる科目の成績評価又は科目修了の認定及び単位の授与を

行うときは、科目担当責任者及び担当教員の合議によるものとする。

（進級制限）

第　10　条　２年次後期終了時までに所定の科目を履修し、所定の単位数を修得しなければ、３年次へ進

級することができない。

２　２年次終了までに６年を超えて在学することはできない。

（不合格科目の再履修）

第　11　条　学生は、不合格となった科目について、当該科目の科目担当責任者と協議の上、再履修する

ものとする。

（履修制限科目）

第　12　条　実習科目については、当該科目の履修前に単位を修得すべき科目を別に定めるものとする。

（転入学又は編入学に係る既修得単位等の認定）

第　13　条　学則第20条の許可を受けて本学に転入学又は編入学をしようとする者は、既修得単位認定申請書

（別記第４号様式）に、本学、他の大学、短期大学、高等専門学校又は専修学校専門課程において修得した
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単位を本学における科目の履修により修得したものと認定するために必要な書類を添えて、所定の期日

までに学部長に提出しなければならない。

２　学部長は、前項に定める既修得単位認定申請書を受理したときは、教授会の議を経て、これを認定する。

３　学則第20条の許可を受けて本学に転入学又は編入学をしようとする者が、その転入学又は編入学の前に

本学における科目を履修したとみなすものは、次の各号に掲げる団体等が認定する当該各号に定める検定等

とし、認定する科目及び単位数は別に定める。

　⑴　公益財団法人日本英語検定協会　実用英語技能検定

　⑵　国際教育交換協議会　Test�of�English�as�a�Foreign�Language（TOEFL）

　⑶　一般財団法人国際ビジネスコミュニケーション協会　Test�of�English�for�International�Communication

（TOEIC）

４　前項による単位の認定を希望する者は、英語検定試験による単位認定申請書（別記第５号様式）を所定の

期日までに学部長に提出しなければならない。

５　学部長は、前項の単位認定申請書を受理したときは、教授会の議を経て単位を認定する。

６　学部長は、第２項のうち医療人育成センターの教員が担当する授業科目の認定及び前項の認定に当たっては、

その認定の審査を医療人育成センター長に依頼して行うものとする。

（雑　　則）

第　14　条　この規程に定めのない事項については、教授会の議を経て学部長が定める。

　　　附　則

　この規程は、平成19年４月１日から施行する。

　　　附　則（平成20年10月１日規程第48号）

　この規程は、平成20年10月１日から施行する。

　　　附　則（平成21年４月１日規程第19号）

　この規程は、平成21年４月１日から施行する。

　　　附　則（平成23年９月12日規程第56号）

　この規程は、平成24年４月１日から施行する。

　　　附　則（平成25年３月15日規程第８号）

　この規程は、平成25年３月22日から施行する。

　　　附　則（平成25年４月１日規程第６号）

　この規程は、平成25年４月１日から施行する。

　　　附　則（平成26年３月12日規程第６号）

　この規程は、平成26年４月１日から施行する。

　　　附　則（平成27年３月31日規程第６号）

　この規程は、平成27年４月１日から施行する。

　　　附　則（平成28年５月18日規程第41号）

　この規程は、平成29年４月１日から施行する。

　　　附　則（平成29年７月10日規程第47 号）

　この規程は、平成29年７月10日から施行する。
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　　　附　則（平成30年７月23日規程第45号）

　この規程は、平成31年４月１日から施行する。

　　　附　則（令和元年９月６日規程第15号）

　この規程は、令和２年４月１日から施行する。

　　　附　則（令和元年10月21日規程第24号）

　この規程は、令和元年11月１日から施行する。

　　　附　則（令和２年６月15日規程第37号）

　この規程は、令和２年６月15日から施行する。

　　　附　則（令和３年３月11日規程第５号）

　この規程は、令和３年４月１日から施行する。

　　　附　則（令和６年11月26日規程第64号）

　この規程は、令和７年４月１日から施行する。

　　　附　則（令和７年８月26日規程第80号）

　この規程は、令和８年４月１日から施行する。

　　　附　則（令和７年12月８日規程第99号）

　この規程は、令和８年４月１日から施行する。

　別表第１（第２条関係）

　別表第２（第２条関係）

　別表第３（第２条関係）

　別記第１号様式（第５条関係）

　別記第２号様式（第５条関係）

　別記第３号様式（第６条関係）

　別記第４号様式（第13条関係）

　別記第５号様式（第13条関係）
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別表第１（第２条関係）

保健医療学部看護学科教育課程表

講義 演習 実験実習 講義 演習 実験実習 １年 ２年 ３年 ４年

導入科目  基礎セミナー 1 1 必修1単位 前

 生物学１ 1 1 前

 生物学２ 1 1 後

 物理学 2 2 前

 化学１ 1 1 前

 化学２ 1 1 後

 自然科学実験 1 1 後

 心理学概論 2 2 前

 心理学演習 1 1 後

 倫理と哲学 2 2 後

 教育学 2 2 前

 社会学概論 2 2 前

 法学と日本国憲法 2 2 前

 ジェンダー論 1 1 後

 文化人類学 1 1 前

 国際関係論　＊＊ 1 1 後 後

 国際協力論　＊＊ 1 1 後 後

 情報科学 2 2 前

 統計学 2 2 後

 家族関係学 1 1 前

 手話・点字 1 1 後

 人間とアート 1 1 後 後

 トレーニングとスポーツ 1 1 前

 英会話 1 1 前

 実践英語 1 1 後

 保健医療英語 1 1 前

 ロシア語 1 1 前

 中国語 1 1 前

36

 解剖学 2 2 前

 生理学 2 2 後

 栄養生化学 1 1 後

 人間発達学1 1 1 前

 人間発達学2 1 1 前

 病理学1 1 1 後

 病理学2 1 1 前

 症候と病態 1 1 前

 医療薬学 1 1 前

 疾病治療概論 1 1 前

 疾病治療論1 1 1 前

 疾病治療論2 1 1 後

 疾病治療論3 1 1 後

 疾病治療論4 1 1 後

 臨床心理学 1 1 前

 災害医療・保健活動論 1 1 後

 救急医療総論 1 1 前

 疫学 1 1 前

 保健統計学 1 1 前

 保健福祉行政論 1 1 前

 健康管理論 1 1 前

 社会と健康史 1 1 前

 社会福祉学 1 1 前

 環境保健論 1 1 後

 人間関係論 1 1 後

 リハビリテーション概論 1 1 前

 医療経済学 1 1 前

単　　位　　数
卒業単位
数　　等

年次区分

心
理
と
思
考

4
単
位
以
上

必　　修 選　　択
合計

　　　　　　 　　単位数及び年次区分

授業科目

外
国
語

4
単
位
以
上

小　　計 26単位以上

社
会
と
文
化

4
単
位
以
上

た
だ

し
＊
＊
は
い
ず
れ
か

１
単
位
必
修

生
活
と

情
報

4
単
位

以
上

各
領
域
の
指
定
単
位
数
の
他

5
単
位
は
領
域
を
越
え
て
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る

2
6
単
位
の
う
ち
選
択
科
目
2
単
位
以
上
を
2
年
次
に
修
得
す
る
こ
と

自
然
科
学

4
単
位
以
上

人
間
と
環
境

専

門

基

礎

科

目

人
間
と
健
康

必
修
2
4
単
位

専
門
基
礎
科
目
か
ら
３
単
位
以
上
選
択

一

般

教

育

科

目
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講義 演習 実験実習 講義 演習 実験実習 １年 ２年 ３年 ４年

 看護学概論 1 1 前

 基礎看護方法1 2 2 前

 基礎看護方法2 2 2 後

 基礎看護方法3 1 1 前

 基礎看護方法4 1 1 後

 ヘルスアセスメント1 1 1 後

 ヘルスアセスメント2 1 1 後

 看護倫理 1 1 後

 成人看護学概論 1 1 前

 成人看護方法1 1 1 後

 成人看護方法2 1 1 前

 成人看護方法3 1 1 前

 成人看護方法4 2 2 前

 老年看護学概論 1 1 後

 老年看護方法 2 2 前

 小児看護学概論 1 1 後

 小児看護方法 2 2 前

 母性看護学概論 1 1 後

 母性看護方法 2 2 前

 精神看護学概論 1 1 前

 精神看護方法 2 2 前

 在宅看護学概論 1 1 後

 在宅看護方法 2 2 前

 地域看護学概論 1 1 前

 地域看護方法 2 2 前

 看護安全管理論 1 1 前

 看護管理論 1 1 前

 看護情報活用論 1 1 後

 災害看護論 1 1 後

 看護教育論1 1 1 前

 看護教育論2 1 1 後

 国際保健医療・看護 1 1 前

 看護理論 1 1 前

 臨床看護コミュニケーション 1 1 前

 認知症ケア 1 1 前

 看護政策 1 1 後

 看護学セミナー 1 1 前

 看護技術総合演習 1 1 前

 看護学研究1 2 2 前

 看護学研究2 3 3 後

 保健医療総論1 1 1 前

 保健医療総論2 1 1 前

 保健医療総論3 1 1 前

 保健医療総論4 1 1 前

 北海道の生活と健康 1 1 前

 地域医療合同セミナー1 1 1 前

 地域医療合同セミナー2（自由選択） 1 1 前

 地域医療合同セミナー3（自由選択） 1 1 前

 地域医療合同セミナー4（自由選択） 1 1 前

 自主課題実践 1 1

 キャリアデザイン 1 1 前

 基礎看護実習1 1 1 後

 基礎看護実習2 2 2 後

 成人看護実習1 3 3 後

 成人看護実習2 3 3 後

 老年看護実習1 1 1 後

 老年看護実習2 3 3 後

 小児看護実習 2 2 後

 母性看護実習 2 2 後

 精神看護実習 2 2 後

 在宅看護実習 2 2 後

 地域看護実習 1 1 前

 看護統合実習 2 2 前

116

必　　修 選　　択
合計

　　　　　　　　　単位数及び年次区分

授業科目

単　　位　　数
卒業単位
数　　等

年次区分

対
象
の
特
性
と
看
護
活
動

必
修
18
単
位

その他 必修１単位
前・後

統
合
学
習

看
護
学
の

統
合

必
修
７
単

位

チ

ム
連
携
と

地
域
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

必
修
５
単
位

専

門

科

目

看
護
の
基
本

必
修
10
単
位

在
宅
・
地
域
に
関
す

る
看
護
活
動

必
修
６
単
位

看
護
の
発
展
と

機
能
の
充
実

必
修
５
単
位

専
門
科
目
お
よ
び
統
合
学
習
の
選
択
科
目
か
ら
３
単
位
以
上
選
択

(

4
年
次
の
選

択
科
目
は
前
期
２
単
位
以
上

後
期
１
単
位
以
上
選
択

)

備考　１　本教育課程は、令和８年度以降の入学生から適用するものである。
　　　２　各授業科目の単位数は、次の基準により計算するものとする。
　　　　(１)  講義については、１５～３０時間をもって１単位とする。
　　　　(２)　演習については、３０時間をもって１単位とする。
　　　　(３)　実験、実習及び実技については、４５時間をもって１単位とする。
　　　３（自由選択）とは、卒業単位に算入されない自由選択科目である。

合　　　　　計 152 132単位以上

小　　計 106単位以上

臨
地
実
習

臨
地
実
習

必
修
2
4
単
位
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別表第２（第２条関係）

保健医療学部理学療法学科教育課程表

講義 演習 実験実習 講義 演習 実験実習 １年 ２年 ３年 ４年

導入科目 基礎セミナー 1 1 必修1単位 前

 生物学1 1 1 前

 生物学2 1 1 後

 物理学 2 2 前

 化学1 1 1 前

 化学2 1 1 後

 自然科学実験 1 1 後

 心理学概論 2 2 前

 心理学演習 1 1 後

 倫理と哲学 2 2 後

 教育学 2 2 前

 社会学概論 2 2 前

 法学と日本国憲法 2 2 前

 ジェンダー論 1 1 後

 文化人類学 1 1 前

 国際関係論＊＊ 1 1 後 後

 国際協力論＊＊ 1 1 後 後

 情報科学 2 2 前

 統計学 2 2 後

 家族関係学 1 1 前

 手話・点字 1 1 後

 人間とアート 1 1 後 後

 トレーニングとスポーツ 1 1 前

 英会話 1 1 前

 実践英語 1 1 後

 保健医療英語 1 1 前

 ロシア語 1 1 前

 中国語 1 1 前

36

 解剖学 2 2 前

 解剖学実習 2 2 前

 神経科学の基礎 1 1 後

 生理学1 1 1 前

 生理学2 1 1 後

 生理学3 2 2 前

 運動学1 2 2 後

 運動学2 2 2 後

 運動生理学 1 1 前

 人間発達学1 1 1 前

 人間発達学2 1 1 前

 病理学 2 2 後

 内科学1 2 2 前

 内科学2 1 1 後

 神経内科学 2 2 後

 外科学 2 2 後

 整形外科学 2 2 前

 小児科学 2 2 前

 精神医学1 1 1 後

 精神医学2 1 1 後

 老年医学 1 1 後

 公衆衛生学 1 1 後

 救急医療総論 1 1 前

 災害医療・保健活動論 1 1 後

 臨床検査・薬理学 1 1 前

 臨床栄養学 1 1 前

 リハビリテーション医学 1 1 前

 社会福祉学 1 1 前

 社会保障論 1 1 前

 リハビリテーション概論 1 1 前

 臨床心理学 1 1 前

 人間関係論 1 1 後

 社会と健康史 1 1 前

必　　修 選　　択
合計

　　　　　　　　　 単位数及び年次区分

授業科目

単　　位　　数
卒業単位
数　　等

年次区分

一

般

教

育

科

目

各
領
域
の
指
定
単
位
数
の
他
５
単
位
は
領
域
を
越
え
て

選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る

２
６
単
位
の
う
ち
選
択
科
目
２
単
位
以
上
を
２
年
次
に
修
得
す
る
こ
と

自
然
科
学

４
単
位
以
上

心
理
と

思
考

４
単
位

以
上

生
活
と

情
報

４
単
位
以
上

外
国
語

４
単
位
以
上

小　　計

専

門

基

礎

科

目

人
体
の
構
造
と
機
能
及
び

心
身
の
発
達

必
修
1
6
単
位

専
門
基
礎
科
目
及
び
統
合
科
目
の
選
択
科
目
か
ら
1
単
位
以
上
選
択

26単位以上

疾
病
と
障
害
の
成
り
立
ち

及
び
回
復
過
程
の
促
進

必
修
1
8
単
位

保
健
医
療
福
祉
と

リ
ハ
ビ
リ
テ

シ

ン
の
理
念

必
修
４
単
位

社
会
と
文
化

４
単
位
以
上

た
だ
し
＊
＊
は

い
ず
れ
か
１
単
位

必
修

26-8-0070_08-01_26関係規程類集01.indd   12826-8-0070_08-01_26関係規程類集01.indd   128 2026/03/25   22:30:232026/03/25   22:30:23



－ 129 －

講義 演習 実験実習 講義 演習 実験実習 １年 ２年 ３年 ４年

 日常生活活動学 1 1 後

 理学療法基礎セミナー１ 1 1 前

 理学療法基礎セミナー２ 1 1 後

 理学療法学研究 4 4 後

 理学療法概論 1 1 前

 理学療法管理・政策学 1 1 前

 理学療法評価診断学１ 1 1 前

 理学療法評価診断学２ 1 1 後

 運動器障害理学療法評価学 1 1 後

 神経障害理学療法評価学 1 1 後

 内部障害理学療法評価学 1 1 後

 理学療法研究法 1 1 前

 義肢装具学 1 1 前

 物理療法学 2 2 前

 運動器障害理学療法学 2 2 前

 運動器障害理学療法学演習 2 2 後

 神経障害理学療法学 2 2 前

 神経障害理学療法学演習 2 2 後

 内部障害理学療法学 2 2 前

 内部障害理学療法学演習 2 2 後

 発達障害理学療法学 1 1 前

 発達障害理学療法学演習 2 2 後

 高齢者理学療法学 2 2 後

 理学療法治療学 1 1 前

 理学療法治療学演習 1 1 後

 地域理学療法学 2 2 前

 生活環境学 1 1 後

 保健医療総論1 1 1 前

 保健医療総論2 1 1 前

 保健医療総論3 1 1 前

 保健医療総論4 1 1 前

 北海道の生活と健康 1 1 前

 地域医療合同セミナー1 1 1 前

 地域医療合同セミナー2　（自由選択） 1 1 前

 地域医療合同セミナー3　（自由選択） 1 1 前

 地域医療合同セミナー4 （自由選択） 1 1 前

 自主課題実践 1 1

 キャリアデザイン 1 1 前

 臨床実習1 1 1 後

 臨床実習2 2 2 後

 臨床実習3 4 4 後

 臨床実習4 13 13 前

115

必　　修 選　　択
合計

　　　　　　　　　 単位数及び年次区分

授業科目

単　　位　　数
卒業単位
数　　等

年次区分

専
門
科
目

基
礎
理
学

療
法
学

必
修
7
単
位

理学療法
管理学

必修２単位

理
学
療
法
評
価
学

必
修
６
単
位

理
学
療
法
治
療
学

必
修
22
単
位

地域理学
療法学

必修３単位

小　　計 105以上

合　　　　　　　　計 151 131

その他
前・後

臨
床
実
習

臨
床
実
習

位単02修必

統
合
学
習

チ

ム
連
携
と

地
域
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

必
修
６
単
位

専
門
基
礎
科
目
及
び
統
合
科
目
の

選
択
科
目
か
ら
1
単
位
以
上
選
択

備考　１　本教育課程は、令和８年度以降の入学生から適用するものである。
　　　２　各授業科目の単位数は、次の基準により計算するものとする。
　　　　(１)  講義については、１５～３０時間をもって１単位とする。
　　　　(２)　演習については、３０時間を持って１単位とする。
　　　　(３)　実験、実習及び実技については、４５時間以上を持って１単位とする。
　　　３ （自由選択）とは、卒業単位に算入されない自由選択科目である。
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別表第３（第２条関係）

保健医療学部作業療法学科教育課程表

講義 演習 実験実習 講義 演習 実験実習 １年 ２年 ３年 ４年

導入科目  基礎セミナー 1 1 1単位 前

 生物学1 1 1 前

 生物学2 1 1 後

 物理学 2 2 前

 化学1 1 1 前

 化学2 1 1 後

 自然科学実験 1 1 後

 心理学概論 2 2 前

 心理学演習 1 1 後

 倫理と哲学 2 2 後

 教育学 2 2 前

 社会学概論 2 2 前

 法学と日本国憲法 2 2 前

 ジェンダー論 1 1 後

 文化人類学 1 1 前

 国際関係論 ＊＊ 1 1 後 後

 国際協力論 ＊＊ 1 1 後 後

 情報科学 2 2 前

 統計学 2 2 後

 家族関係学 1 1 前

 手話・点字 1 1 後

 人間とアート 1 1 後 後

 トレーニングとスポーツ 1 1 前

 英会話 1 1 前

 実践英語 1 1 後

 保健医療英語 1 1 前

 ロシア語 1 1 前

 中国語 1 1 前

36

 解剖学 2 2 前

 解剖学実習 2 2 前

 神経科学の基礎 1 1 後

 生理学1 1 1 前

 生理学2 1 1 後

 生理学3 2 2 前

 運動学1 2 2 後

 運動学2 2 2 後

 作業活動と運動生理学 1 1 後

 人間発達学1 1 1 前

 人間発達学2 1 1 前

 病理学 2 2 後

 内科学1 2 2 前

 内科学2 1 1 後

 神経内科学 2 2 後

 外科学 2 2 後

 整形外科学 2 2 前

 小児科学 2 2 前

 精神医学1 1 1 後

 精神医学2 1 1 後

 老年医学 1 1 後

 臨床心理学 1 1 前

 救急医療総論 1 1 前

 災害医療・保健活動論 1 1 後

 臨床検査・薬理学 1 1 前

 臨床栄養学 1 1 前

 リハビリテーション医学 1 1 前

 社会福祉学 1 1 前

 社会保障論 1 1 前

 社会と健康史 1 1 前

 公衆衛生学 1 1 後

 保健医療統計学 1 1 後

 リハビリテーション概論 1 1 前

 人間関係論 1 1 後

　　　　　　　　　　単位数及び年次区分

授業科目

単　　位　　数
卒業単位
数　　等

年次区分

自
然
科
学

４
単
位
以
上

心
理
と

思
考

４
単
位

以
上

必　　修 選　　択
合計

社
会
と
文
化

４
単
位
以
上

た
だ
し
＊
＊
は
，

い
ず
れ
か
1
単
位

必
修

一

般

教

育

科

目

各
領
域
の
指
定
単
位
数
の
他

5
単
位
は
領
域
を
越
え
て
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る

2
6
単
位
の
う
ち
選
択
科
目
2
単
位
以
上
を
2
年
次
に
修
得
す
る
こ
と

生
活
と

情
報

４
単
位
以
上

外
国
語

４
単
位
以
上

小　　計 26単位以上

専

門

基

礎

科

目

人
体
の
構
造
と
機
能
及
び
心
身
の

発
達

必
修
1
5
単
位

専
門
基
礎
科
目

専
門
科
目

及
び
統
合
学
習
の
選
択
科
目
よ
り
1
単
位
以
上
選
択

疾
病
と
障
害
の
成
り
立
ち
及
び
回
復
過
程
の
促
進

必
修
2
0
単
位

保
健
医
療
福
祉
と
リ

ハ
ビ
リ
テ

シ

ン

の
理
念 必

修
4
単
位
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講義 演習 実験実習 講義 演習 実験実習 １年 ２年 ３年 ４年

 作業療法概論 1 1 前

 基礎作業学1 1 1 後

 基礎作業学2 1 1 後

 作業理論と評価 1 1 前

 作業療法研究法セミナー1 1 1 前

 作業療法研究法セミナー2 1 1 後

作業療法
管理学

 作業療法管理学 2 2 必修2単位 後

 作業療法評価学1 1 1 前

 作業療法評価学2 2 2 後

 作業療法臨床実践法（オスキー）1 1 1 前

 作業療法臨床実践法（オスキー）2 1 1 後

 日常生活適応学 1 1 前

 作業療法治療学総論 1 1 後

 身体障害作業療法学 2 2 前

 身体障害作業療法治療学 2 2 後

 精神障害作業療法学 2 2 前

 精神障害作業療法治療学 2 2 後

 発達障害作業療法学 2 2 前

 発達障害作業療法治療学 2 2 後

 高齢期作業療法学 2 2 前

 高齢期作業療法治療学 2 2 後

 作業療法学研究 1 1 後

 地域作業療法学 2 2 前

 地域作業療法演習 2 2 後

 職業リハビリテーション学 1 1 後

 保健医療総論1 1 1 前

 保健医療総論2 1 1 前

 保健医療総論3 1 1 前

 保健医療総論4 1 1 前

 北海道の生活と健康 1 1 前

 地域医療合同セミナー1 1 1 前

 地域医療合同セミナー2  （自由選択） 1 1 前

 地域医療合同セミナー3  （自由選択） 1 1 前

 地域医療合同セミナー4  （自由選択） 1 1 前

 自主課題実践 1 1

 キャリアデザイン 1 1 前

 臨床実習1 1 1 後

 臨床実習2 1 1 後

 臨床実習3 3 3 後

 総合臨床実習1 7 7 前

 総合臨床実習2 7 7 前

 総合臨床実習3 7 7 前

 臨床実習4 1 1 後

120

　　　　　　　　　　単位数及び年次区分

授業科目

単　　位　　数
卒業単位
数　　等

年次区分
必　　修 選　　択

合計

作
業
療
法
治
療
学

必
修
1
9
単
位

基
礎
作
業
療
法
学

必
修
6
単
位

専
門
基
礎
科
目

専
門
科
目

及
び
統
合
学
習
の
選
択
科
目
よ
り
1
単
位
以
上
選
択

地
域
作

業
療
法

学
必
修

5
単
位

専

門

科

目

臨
床
実
習

臨
床
実
習

必
修
2
7
単
位

小　　計

統
合
学
習

チ

ム
連
携
と

地
域
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

必
修
6
単
位

その他
前・後

作
業
療
法

評
価
学

必
修

５
単
位

備考　１　本教育課程は、令和８年度以降の入学生から適用するものである。
　　　２　各授業科目の単位数は、次の基準により計算するものとする。
　　　　(１)  講義については、１５～３０時間をもって１単位とする。
　　　　(２)　演習については、３０時間を持って１単位とする。
　　　　(３)　実験、実習及び実技については、４５時間以上を持って１単位とする。
　　　３ （自由選択）とは、卒業単位に算入されない自由選択科目である。

110以上

合　　　計 156 136以上
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　  札幌医科大学医療人育成センターの教員が行う授業科目の
　  単位の授与及び授業科目修了の認定取扱いに関する規程

平成20年10月１日規程第59号

（趣　　旨）

第　１　条　この規程は、札幌医科大学医療人育成センターに属する教員が行う授業科目の単位の授与及び

授業科目修了の認定に係る取扱いについて定めるものとする。

（授業科目の単位の授与等）

第　２　条　授業科目の単位の授与及び授業科目修了の認定は、札幌医科大学学則（平成19年規程第50号）

第15条の規定に基づき、試験その他の審査により担当の教員が行うものとする。

（学部長への通知）

第　３　条　医療人育成センター長（以下「センター長」という。）は、前条に規定する授業科目の単位の

授与及び授業科目修了の認定を行ったときは、速やかに学部長にその結果を通知するものとする。

（既修得単位の認定審査）

第　４　条　センター長は、札幌医科大学医学部の教育課程、授業科目履修方法、試験及び進級取扱いに関す

る規程（平成19年規程第97号。以下「医学部授業科目履修方法等規程」という。）第６条第８項又は札幌

医科大学保健医療学部の教育課程、授業科目の履修方法、試験及び進級取扱い等に関する規程（平成19年

規程第98号。以下「保健医療学部授業科目履修方法等規程」という。）第５条第７項に基づき依頼を受け

たときは、それぞれその担当教員を指定して審査を行うものとする。

２　センター長は、担当教員から審査結果の報告を受けたときは、医学部長又は保健医療学部長に通知する

ものとする。

（単位の計算方法）

第　５　条　単位の計算方法、試験その他の審査を受ける資格、成績評価の基準及び単位の授与等は、医学

部授業科目履修方法等規程又は保健医療学部授業科目履修方法等規程に基づき行うものとする。

　　　附　則

　この規程は、平成20年10月１日から施行する。

　　　附　則（平成25年４月１日規程第６号）

　この規程は、平成25年４月１日から施行する。
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不正行為の取扱いについて（医学部）
［医学部教授会決定］

　試験に際し、不正行為を行った者に対する取扱いについては、次のとおりとする。

１．試験に際し、不正行為を発見した試験の監督者は証拠となる物件がある場合は、それを提出させるとと

もに、その事実を複数の監督者で確認のうえ、当該科目の責任者（以下「科目コーディネーター」という。）

に報告する。

２．当該科目コーディネーターは、１による報告を受けた場合は直ちに学生担当教員を経由して、副学部長、

学生部長並びに医学部長に報告する。

３．副学部長は、不正行為に係る報告を受けたときは、その取扱い及び懲戒処分について教務委員会に諮り、

その結果を医学部教授会に報告する。

４．懲戒処分は、学則第40条の規定に基づき医学部教授会及び評議会の議を経て、学長が行う。

５．懲戒処分の内容については、学籍簿に記載する。

６．科目コーディネーターは、不正行為を行った者の当該科目を不合格とし、成績簿にその旨記載するほか、

備考欄に不正行為を表示する。

　　なお、進級については、その科目が必修・選択のいかんを問わず認めない。

不正行為の取扱いについて（保健医療学部）

［保健医療学部教務委員会決定］

　不正行為の取扱いについては、次のとおりとする。

１．監督者は不正行為の未然防止に留意すること。

２．不正行為の確認

　⑴　試験中に不正行為を確認した試験監督者は、複数の監督者により不正行為の事実を確認した後、直ち

に受験の停止を命じ、学生証、答案用紙、証拠物件（ある場合）等を回収する。

　⑵　監督者１名が該当学生を同行して退室し、事情聴取の上、科目担当責任者に報告し、科目担当責任者

は教務委員長に報告する。

３．教務委員長は２による報告を受けた場合、保健医療学部長に報告する。

４．教務委員長は、不正行為及び不正行為を行った学生の懲戒処分について教務委員会に諮り、その結果を

保健医療学部教授会に報告する。

５．懲戒処分は、学則第40条の規定に基づき保健医療学部教授会及び評議会の議を経て、学長が行う。

６．懲戒処分の内容については、学籍簿に記載する。

７．科目担当責任者は、不正行為を行った学生の当該科目を不合格とし、備考欄に不正行為を表示する。
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札 幌 医 科 大 学 学 位 規 程

　　　　第　１　章　総　　　則　	 　平成19年４月１日規程第95号

（目　　的）

第　１　条　この規程は、学位規則（昭和28年文部省令第９号）第13号の規定に基づき本学において授与す

る学位に関する事項を処理するため、必要な事項を定めることを目的とする。

（学位及び専攻分野名）

第　２　条　本学において授与する学位は、学士、修士及び博士とする。

２　本学において授与する学位に付記する専攻分野の名称は、医学、医科学、看護学、理学療法学及び作業

療法学とする。

（学位授与の要件）

第　３　条　次の各号の区分に応じ、各号に掲げる者に学位を授与することができる。

　⑴　学士　札幌医科大学学則（平成19年規程第50号）に規定する教育課程を修了して卒業した者

　⑵　修士　札幌医科大学大学院学則（平成19年規程第51号。以下「大学院学則」という。）に規定する医

学研究科修士課程又は保健医療学研究科博士課程前期を修了した者

　⑶　博士　大学院学則に規定する医学研究科博士課程又は保健医療学研究科博士課程後期を修了した者

　⑷　博士（前号の場合を除く。）　大学院学則第28条の規定に基づき学位論文を提出し、その審査及び試験

　に合格し、かつ、本学大学院を修了した者と同等以上の学力があると認められた者

　　　　第　２　章　大学院修了による学位の授与

（論文の提出）

第　４　条　前条第１項第２号又は第３号の規定により学位を受けようとする者は、学位論文（保健医療学

研究科博士課程前期看護学専攻専門看護師コースにおいて履修し学位を受けようとする者にあっては、特

定の課題研究の成果を含む。以下同じ。）その他の書類を研究科長に提出するものとする。

（論文受理の特例）

第　５　条　研究科長は、大学院学則第21条第１項ただし書、第２項ただし書及び第３項ただし書の規定に

より大学院修了の認定を受けようとする者が前条の規定により学位論文を提出したときは、研究科委員会

の議を経て、その受理の可否を決定する。

（最終試験）

第　６　条　大学院学則第21条第１項から第３項までの規定による最終試験は、学位論文の審査に併行して

行うものとする。

（審査の期限）

第　７　条　第４条の規定により提出された学位論文の審査は、原則として当該論文受理の日から起算して

６月以内に終了するものとする。
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　　　　第　３　章　論文提出による博士の学位の授与

（学力試験）

第　８　条　第３条第１項第４号に該当し学位論文を提出して博士の学位を受けようとする者（大学院学則

第28条第１項ただし書に該当する者を除く。）には、本学大学院を修了した者と同等以上の学力を有する

ことを確認するために外国語及び専攻学科について口答又は筆答により試験を行うものとする。

２　前項の外国語の試験はあらかじめ行い、専攻学科は、学位論文の審査に併行して行うものとする。

３　外国語試験を行うため、研究科委員会に学力試験委員会を設けるものとし、その組織等については研究

科委員会の議を経て、研究科長が決定する。

（論文の提出）

第　９　条　第３条第１項第４号に該当し学位論文を提出するときは、学位申請書に学位論文及びその他の

書類並びに北海道公立大学法人札幌医科大学諸料金規則（平成19年規程第48号。以下「諸料金規則」とい

う。）に規定する博士論文の審査及び試験に係る手数料を添えて学長に提出するものとする。ただし、本

学大学院医学研究科博士課程に４年以上在学し、所定の授業科目について30単位以上を修得して退学した

者又は保健医療学研究科博士課程後期に３年以上在学し、所定の授業科目について10単位以上を修得して

退学した者が、その退学の日から１年以内に学位論文を提出した場合は、博士論文の審査及び試験に係る

手数料は徴収しないものとする。

（論文の受理及び審査）

第　10　条　学長は、前条の規定により提出された学位論文の受理の可否及び審査を研究科委員会に付託す

る。

（審査の期限）

第　11　条　受理した学位論文の審査は、原則として、当該論文を受理した日から起算して１年以内に終了

するものとする。

　　　　第　４　章　学位論文審査委員会並びに修士及び博士の学位授与の議決

（学位論文審査委員会）

第　12　条　学位論文の審査及び最終試験又は専攻学科についての試験を行うため、学位論文審査の都度、

研究科委員会に学位論文審査委員会（以下「審査委員会」という。）を置く。

２　審査委員会の組織は、大学院学則第25条の規定に基づき、研究科委員会の議を経て、研究科長が決定す

る。

３　審査委員会に主査及び副主査２名を置き、委員の互選により選任する。

４　主査は、審査委員会を統括し、審査委員会の議を経て、論文審査の方法を定め論文審査の要旨等を研究

科委員会に報告するものとし、副主査は、主査を補佐する。

５　審査委員会は、学位論文審査のため必要があるときは、論文提出者に対して、当該論文の訳本、模型、

標本等の提出を求めることができる。

（審　　議）

第　13　条　研究科委員会は、審査委員会の審査の結果に基づき、次の各号に掲げる事項を審議する。

　⑴　第３条第１項第２号に該当する者　修士課程又は博士課程前期修了の可否

　⑵　第３条第１項第３号に該当する者　博士課程又は博士課程後期修了の可否

　⑶　第３条第１項第４号に該当する者　論文の審査及び合否
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２　前項の審議に基づく決定は、研究科委員会出席委員の３分の２以上の賛成がなければならない。

３　第１項の審議には、研究科委員会構成員（休職及び外国出張中の者を除く。）の３分の２以上の出席が

なければ、会議を開催することができない。

　　　　第　５　章　学位記の交付及び論文要旨の公表

（学位記の交付）

第　14　条　学長は、次の各号に掲げる事項を決定し、大学卒業、修士課程若しくは博士課程前期修了、博

士課程若しくは博士課程後期修了又は論文審査に合格した者に、学位記を交付する。

　⑴　第３条第１項第１号に該当する者　教授会の議を経て大学卒業の可否

　⑵　第３条第１項第２号に該当する者　研究科委員会の議を経て、修士課程若しくは博士課程前期修了の

可否

　⑶　第３条第１項第３号及び第４項に該当する者　研究科委員会の議を経て、博士課程若しくは博士課程

後期修了の可否又は当該論文の合否

２　学位記は、別記第１号様式から別記第４号様式のとおりとする。

（学位の名称の使用）

第　15　条　学位を授与された者は、学位の名称を用いるときは、本学の名称を付記するものとする。

（論文要旨等の公表）

第　16　条　学長は、博士の学位を授与したときは、当該学位を授与した日から３月以内にその論文の内容

の要旨及び論文審査の結果の要旨を本学ウェブサイドにより公表するものとする。

　　なお、修士の学位を授与したときについても同様とする。

（学位論文の公表）

第　17　条　博士の学位を授与された者は、当該博士の学位を授与される前に既に公表した場合を除き、当

該博士の学位を授与された日から１年以内に、当該博士の学位に係る論文の全文を公表するものとする。

ただし、やむを得ない理由がある場合には、研究科委員会の承認を受けて、当該博士の学位の授与に係る

論文の内容を要約したもので公表することができるものとし、その論文の全文を閲覧する求めがあったと

きは、本学はこれに応ずるものとする。

２　博士の学位を授与された者が行う前項の規定による公表は、本学が指定するウェブサイトにより行うも

のとする。

（修士及び博士の学位授与の取消し）

第　18　条　修士及び博士の学位を授与された者が、その名誉を汚辱する行為があったとき、又は不正の方

法により当該学位を授与された事実が判明したときは、学長は、研究科委員会及び大学院委員会の議を経

て、当該学位の授与を取り消すことができる。

２　前項の委員会における審議及び審議に基づく決定については、第13条第２項及び第３項の規定を準用す

る。

（学位記の再交付）

第　19　条　学位記の再交付を受けようとする者は、その理由を記した文書に、諸料金規則に規定する学位

記再交付手数料を添えて、学長に願い出なければならない。

２　学長は、前項の願い出があったときは、その理由を調査して再交付することができる。

26-8-0070_08-01_26関係規程類集01.indd   13626-8-0070_08-01_26関係規程類集01.indd   136 2026/03/25   22:30:242026/03/25   22:30:24



－ 137 －

　　　　第　６　章　雑　　　則

（博士の学位授与の報告）

第　20　条　博士の学位を授与したときは、学長は、学位規則第12条の規定に基づき、当該学位を授与した

日から３月以内に、文部科学大臣に報告しなければならない。

（細　　則）

第　21　条　この規程の施行上必要な細則は、別に定める。

（庶　　務）

第　22　条　この規程施行に係る庶務は、事務局学務課において処理する。

　　附　則

　この規程は、平成19年４月１日から施行する。

　　附　則（平成20年４月１日規程第225号）

　この規程は、平成20年４月１日より施行する。

　　附　則（平成23年８月１日規程第53号）

　この規程は、平成23年８月１日より施行する。

　　附　則（平成25年４月１日規程第６号）

　この規程は、平成25年４月１日から施行する。

　　附　則（平成25年７月19日規程第54号）

　この規程は、平成25年４月15日から施行する。

　　附　則（平成26年３月27日規程第12号）

　この規程は、平成26年４月１日から施行する。

　　附　則（平成27年３月31日規程第６号）

　この規程は、平成27年４月１日から施行する。
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札幌医科大学学生の懲戒等に関する規程

平成28年6月14日規程第45号

（目　　的）

第　１　条　この規程は、札幌医科大学学則（平成19年規程第50号）第40条及び札幌医科大学大学院学則（平

成19年規程第51号）第39条に定めるもののほか、札幌医科大学（以下「本学」という。）における学生の

懲戒及びその他の教育的措置（以下「懲戒等」という。）に関し、適正かつ公正な運用を図るために必要

な事項を定める。

（定　　義）

第　２　条　本規程における「学生」とは、学部、大学院及び専攻科の学生とする。

２　本規程における「懲戒」とは、次の各号に掲げるとおりとする。

⑴　退　学　　本学における修学の権利を剥奪し、学籍関係を一方的に終了させること。この場合におい

て再入学は認めない。

⑵　停　学　　１年以内の期間を定めて、又は期間を定めずに、学生の教育課程の履修及び課外活動を禁

止し、原則として登校を認めないこと。

⑶　戒　告　　学生の行った非違行為を戒め、将来にわたって同様のことが無いよう反省を促すため、本

学の意思表示を文書により行うこと。

３　本規程における「その他の教育的措置」とは次の各号に掲げるとおりとする。

⑴　訓　告　　懲戒に至らない非違行為について、教育的措置の一環として、学生の本分についての反省

を促すため、文書により指導を行うこと。

⑵　厳重注意　懲戒に至らない非違行為について、教育的措置の一環として、学生の本分についての反省

を促すため、口頭により指導を行うこと。

（懲戒等の処分の量定）

第　３　条　懲戒等の処分の量定に関し、対象となる行為毎の懲戒の標準については、別表「札幌医科大学

学生の懲戒処分ガイドライン」のとおり定める。

２　過去に懲戒等の処分を受けている場合は、量定の判断において、これを考慮するものとする。

（懲戒等の処分に係る手続き等）

第　４　条　札幌医科大学学生委員会（以下「学生委員会」という。）委員長は、学生の非違行為があると

思料するときは、学生委員会の委員に事実確認に当たらせるとともに、当該非違行為が第２条第２項に規

定する懲戒相当と判断した場合は、速やかに学長及び当該学生が所属する学部の学部長（以下「学部長」

という。）に報告する。

２　学生委員会の委員は、非違行為に係る事実確認のため、非違行為を行った学生（以下「当該学生」とい

う。）のほか、必要と認める場合、他の学生等に事情聴取を行う。

３　学生委員会は、事情聴取の結果を踏まえて、懲戒等の処分について審議する。

４　学生委員会は、審議において、懲戒処分が相当と判断した場合は処分案を定め、その他の教育的措置が

相当と判断した場合はその内容を決定する。

５　学生委員会委員長は、前項の処分内容を学長及び学部長に報告する。

６　学部長及び学生委員会委員長は、第４項の処分案が退学または停学の場合、当該学生にあらかじめ処分

案を告知した上で、聴聞を実施する。なお、当該学生が聴聞を拒否する場合は、この限りではない。

（自宅謹慎）

第　５　条　学部長は、非違行為が第２条第２項第１号に規定する退学又は同項第２号に規定する停学に相

当することが明白であると認めるときは、処分の決定前に、当該学生に対して自宅謹慎を命ずることがで

きる。
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２　自宅謹慎の期間は、停学の期間に算入するものとする。

（懲戒処分の決定）

第　６　条　学長は、学生委員会委員長から報告された処分案を踏まえ、懲戒処分を行うことが必要と判断

した場合は、当該学生が所属する学部の教授会（以下「教授会」という。）及び教育研究評議会の議を経

て処分を決定する。

（その他の教育的措置の実施）

第　７　条　学部長は、学生委員会委員長からの報告に基づき、当該学生にその他の教育的措置を実施する。

２　学部長は、その他の教育的措置の実施について、必要と認める場合、教授会に報告する。（試験におけ

る不正行為）

第　８　条　試験における不正行為に関する懲戒の手続きは、第4条によらず別に定めるところによる。

（懲戒処分の通知及び公示）

第　９　条　学長が懲戒処分を決定したときは、学部長は当該学生に対して、懲戒処分通知書を交付すると

ともに、当該学生の連帯保証人に対して処分の内容を通知する。

２　学長は、処分の内容を掲示により学内に２週間公示する。ただし、学生の氏名及び学籍番号は明記しな

い。

（不服申立て）

第　10　条　懲戒処分を受けた学生は、事実誤認、新事実の発見その他正当な理由があるときは、その証拠

となる資料を添えて、懲戒処分通知書を交付された日から起算して14日以内に学長に対して、文書により

不服申立てを行うことができる。ただし、不服申立ての請求は、既に実施された懲戒処分の効力を妨げな

い。

２　学長は、前項の不服申立てを受理したときは、学生委員会に再審議を行わせるものとする。 ３ 学長は、

再審議の結果を踏まえ、既に実施された処分の変更の要否、変更を要する場合はその内容を決定する。

（停学期間中の措置）

第　11　条　学部長は、停学期間中の学生に対して、学生担当教員等による定期的な面談及び指導を行わせ、

その更正に努めるものとする。

２　学生担当教員等は、停学期間中の学生の反省の程度、生活態度及び学習意欲等について定期的に学部長

及び学生委員会委員長に報告する。

３　学生は、停学期間中、本学の教育課程の履修、試験等の受験及び課外活動への参加ができない。ただし、

学部長は教育指導上、必要と認めた場合には、一時的に当該学生を登校させることができる。

４　停学の期間は、学則第９条に定める在学期間に算入し、学則第８条に定める修業年限に算入しない。た

だし、停学の期間が３ヶ月以内の場合は、修業年限に算入することができる。

（停学の解除及び延長）

第　12　条　学部長は、期間の定めのない停学（以下「無期停学」という。）の開始日から１年を経過した

学生について、当該学生の反省の程度、更生の状況、生活態度、学習意欲等を踏まえ、学生担当教員等と

協議し、無期停学処分の解除の可能性があると判断した場合は、当該処分の解除について学生委員会に審

議を依頼する。

２　学生委員会は、前項の依頼に基づき、無期停学処分の解除について審議し、当該学生の反省の程度、更

生の状況、生活態度、学習意欲等を総合的に勘案した上で、処分の解除が妥当であると認めた場合は、そ

の審議結果を学長及び学部長に報告する。

３　学長は、前項の報告を踏まえ、無期停学処分の解除が妥当と判断した場合は、当該教授会及び教育研究

評議会の議を経て処分の解除を決定するとともに、当該学生に対して、学部長から停学解除通知書を交付

させるものとする。

４　有期の停学は、停学期間満了をもって解除する。
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５　前項の規定にかかわらず、学生委員会は、第11条第２項の報告等を踏まえて、停学期間満了による処分

解除の適否を審議し、当該学生の反省の程度、生活態度、学習意欲等を総合的に勘案した上で、処分の解

除が妥当ではないと判断した場合は、学長に停学期間の延長を進言する。

６　学長は、前項の進言を踏まえ、停学期間の延長が必要と判断した場合は、当該教授会及び教育研究評議

会の議を経て、期間の延長を決定する。

（学籍の異動）

第　13　条　学長は、第４条第１項の報告を受けた時は、その後、懲戒処分が決定されるまでの期間におけ

る当該学生からの自主退学の申出を受理しない。

２　停学期間中の学生の休学は許可しない。

（懲戒に関する記録）

第　14　条　懲戒処分を行ったときは、その内容を学籍簿に記録する。ただし、本学が発行する各種証明書

等にはその内容を記載しない。

（読替）

第　15　条　この規程の大学院生への適用に当たっては、「学部長」を「研究科長」に、「教授会」を「研究

科委員会」に読み替えるものとし、専攻科生への適用に当たっては、「学部長」を「専攻科長」に、「教授

会」を「運営委員会」に読み替えるものとする。

（事務）

第　16　条　学生の懲戒等に関する事務は事務局学務課において処理する。

（雑則）

第　17　条　この規程に定めるもののほか、必要な事項は別に定める。

　　　附　則

　この規程は、平成28年７月１日から施行する。

　　　附　則（令和２年３月30日規程第６号）

　この規程は、令和２年４月１日から施行する。

　　　附　則（令和３年１月14日規程第２号）

　この規程は、令和３年１月14日から施行する。

　　　附　則（令和４年９月14日規程第32号）

　この規程は、令和４年９月14日から施行する。

　　　附　則（令和７年10月23日規程第93号）

　この規程は、令和７年11月１日から施行する。
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（ 別　表 ）
札幌医科大学学生の懲戒処分ガイドライン

対象となる行為 懲戒の標準

犯

罪

行

為

等

殺人、強盗、強姦等の凶悪な犯罪行為又は犯罪未遂行為 退学

暴行、傷害、窃盗、詐欺、器物損壊等の犯罪行為 退学、停学又は戒告

薬物 ( 危険ドラッグを含む ) 犯罪行為 退学又は停学

性犯罪行為 ( 強制わいせつ、痴漢、盗撮、わいせつ物頒布等 )、ストーカー行為 退学、停学又は戒告

ブログ、SNS、ツイッターその他インターネット上、又は紙面上での違法又は
不適切な書き込み、投稿等

退学、停学又は戒告

コンピュータ又はネットワークの不正使用 退学、停学又は戒告

交
通
事
故
等

人身事故を伴う交通事故を起こした場合で、その原因が悪質な場合 ( 無免許運転、
飲酒運転、暴走運転等 )

退学又は停学

人身事故を伴う交通事故を起こした場合で、その原因が過失の場合 退学、停学又は戒告

無免許運転、飲酒運転、暴走運転、飲酒運転の幇助行為等の悪質な交通法規違反 退学、停学又は戒告

学
内
で
の
非
違
行
為

本学の教育研究、診療並びに管理運営を著しく妨げる暴力行為等 退学、停学又は戒告

本学が管理する建造物への不法侵入又はその不正使用若しくは占拠若しくは汚損
行為

退学、停学又は戒告

授業妨害に当たる行為 停学又は戒告

試験における不正行為 別に定める

飲
酒
・
喫
煙

飲酒を強要し、急性アルコール中毒等の被害を生じさせた行為 退学、停学又は戒告

20 際未満の者と知りながら飲酒を強要した行為 停学又は戒告

20 歳未満の者が飲酒又は喫煙した場合 停学又は戒告

そ

の

他

ハラスメント、暴言、その他人権を侵害する行為 退学、停学又は戒告

授業、実習、研修等で知り得た教職員、学生及び患者の個人情報を故意又は過
失により漏らした行為

退学、停学又は戒告

授業、実習、研修等で、教職員、学生及び患者の個人情報を不適切に閲覧する
行為

退学、停学又は戒告

研究成果作成・発表の際に論文やデータの捏造、改ざん又は盗用等を行った行為 退学、停学又は戒告

知的財産を喪失させた行為 ( ※ ) 退学、停学又は戒告

学校保健安全法施行規則 ( 平成 10 年法律第 114 号 ) 第 18 条に定める感染症の
感染拡大を助長する行為

停学又は戒告

学校保健安全法施行規則 ( 平成 10 年法律第 114 号 ) 第 18 条に定める感染症の
罹患が疑われる場合の本学への虚偽報告、隠ぺい及び黙認する行為

停学又は戒告

（※）知的財産を喪失させた行為
　本学の知的財産（知的財産基本法（平成 14 年法律第 122 号）第２条第１項に規定する知的財産）を喪失させた行為（知
的財産を無断で提供し、公表し又は指定された場所から移動する行為、共同研究の遂行又は知的財産に確保の目的とする秘
密保持契約に違反する行為、知的財産として保護対象に指定された情報を漏えいする行為等）
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札 幌 医 科 大 学 学 生 通 則

　　　　第　１　章　総　　　則

（目　　的）

第　１　条　この規程は、札幌医科大学学則（平成19年規程第50号。以下「大学学則」という。）、札幌医科

大学大学院学則（平成19年規程第51号。以下「大学院学則」という。）及び札幌医科大学専攻科規程（平

成23年規程第21号。以下、「専攻科規程」という。）に定めるもののほか、札幌医科大学（以下「大学」と

いう。）の学生（学部、大学院及び専攻科の学生をいう。）が遵守する事項を定めることを目的とする。

　　　　第　２　章　宣　　　誓

（宣　　誓）

第　２　条　大学に入学を許可された者は、入学の際に学生としての本分を全うする旨を宣誓しなければな

らない。

　　　　第　３　章　連帯保証人

（連帯保証人）

第　３　条　学生は、連帯保証人を定め、入学の際にその者と連署した誓約書（別記第１号様式）を学長に

提出しなければならない。

２　前項の連帯保証人は、その学生の父母又は学資を支給する者等とする。

３　連帯保証人を変更し、又は連帯保証人が住所を変更した場合は、連帯保証人変更届（別記第２号様式の

１）又は連帯保証人住所変更届（別記第２号様式の２）により速やかに届け出なければなければならない。

４　連帯保証人は、保証する学生の修学目的の達成のために、誓約の履行に関し責任をもって協力しなけれ

ばならない。

　　　　第　４　章　住　所　届

（住 所 届）

第　４　条　学生は、入学の際に、自らの居所について住所届（別記第３号様式の１）により学部長、研究

科長又は専攻科長に届け出なければならない。

２　前項の住所を変更したときは、住所変更届（別記第３号様式の２）により速やかに届け出なければなら

ない。

　　　　第　５　章　戸籍抄本の提出及び身上異動報告

（戸籍抄本の提出）

第　５　条　学生は、入学の際、戸籍抄本を学長に提出しなければならない。

（身上異動報告）

第　６　条　学生は、改姓その他一身上の事情に変更があったときは、速やかに学長に届け出なければなら

ない。
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　　　　第　６　章　学　生　証

（学生証の携帯等）

第　７　条　学生は、入学の際に学生証（別記第４号様式の１）及び在籍確認シール（別記第４号様式の２）

の交付を受け、在籍確認シールを貼付した学生証を、常時携帯しなければならない。

２　学生証の有効期間は、学生証の交付日からそれぞれの者の修業年限又は標準修業年限の末日までとする。

ただし、修業年限又は標準修業年限を超えて在籍する者の有効期間は、超えた日の属する年度の末日まで

とする。

３　第１項の在籍確認シールの有効期間は、４月１日から３月31日までの１年間とし、学生は、毎年度４月

30日までに交付を受け、学生証に貼付しなければならない。

４　学生証及び在籍確認シールは、他人に貸与又は譲渡してはならない。

５　学生証をき損又は紛失したときは、速やかに再交付を受けなければならない。

（学生証の返納）

第　８　条　学生証は、卒業、転学、退学、除籍又は有効期間を経過したときは、速やかに返納しなければ

ならない。

　　　　第　７　章　健 康 診 断

（定期健康診断）

第　９　条　学生は、大学が実施する健康診断（以下「健診」という。）を毎年受けなければならない。

（健康診断の延期）

第　10　条　疾病その他正当の理由により、前条の健診を受けることができないときは、その理由を付して

学部長、研究科長及び専攻科長に届け出なければならない。

（臨時健康診断）

第　11　条　健診を延期していた者が、前条の届出の理由が消滅したとき、又は疾病を理由に休学していた

者が復学しようとするときは、学部長、研究科長及び専攻科長に届け出て健診を受けなければならない。

　　　　第　８　章　欠　　　席

（欠　　席）

第　12　条　学生は、引き続き３日以上欠席するときは、欠席届（別記第５号様式）により学部長及び専攻

科長にあらかじめ届け出なければならない。

２　やむを得ない事情により前項の届出を提出できなかったときは、その理由を付して速やかに提出しなけ

ればならない。

３　疾病による欠席で、引き続き７日以上欠席する場合は、前２項の届出に医師の診断書を添付しなければ

ならない。

　　　　第　９　章　退学、休学、転学、再入学及び復学

（退学、休学、転学、再入学及び復学）

第　13　条　次の各号に掲げる者は、当該各号の様式により学長に願い出、大学学則、大学院学則又は専攻

科規程に基づく許可を受けなければならない。
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　⑴　退学しようとする者 別記第６号様式の１

　⑵　休学しようとする者 別記第６号様式の２

　⑶　転学しようとする者 別記第６号様式の３

　⑷　再入学しようとする者 別記第６号様式の４

　⑸　復学しようとする者 別記第６号様式の５

　　　　第　10　章　団　　　体

（団体の設立）

第　14　条　学生が学内において団体を設立しようとするときは、団体の代表２人及び専任の教授、准教授

又は講師のうちから当該団体の顧問を定め、団体設立願（別記第７号様式の１）により学長に願い出て、

団体設立許可書（別記第７号様式の２）の交付を受けなければならない。

（団体の設立継続）

第　15　条　許可された期間を超えて団体が活動しようとするときは、毎年５月末日までに団体継続願（別

記第７号様式の３）により学長に願い出なければならない。

２　前項の願い出のない団体は、解散したものとみなす。

（重要事項変更の承認）

第　16　条　団体が前条による許可を受けた事項を変更しようとするときは、学長に願い出て許可を受けな

ければならない。

（団体の解散）

第　17　条　団体が解散するときは、速やかに学長に届け出なければならない。

（新聞等の配付の承認）

第　18　条　団体が新聞、雑誌その他の文書又は印刷物等を発刊するときは、その配布の前に当該新聞等２

部を添えて学長に提出し承認を得なければならない。

（団体設立許可の取消し及び行為の禁止）

第　19　条　大学は、団体が学内の秩序を乱すと認められたとき、又は団体の行為が本学の諸規程等に違反

したときは、その行為を禁止し、又は許可を取消すことができる。

　　　　第　11　章　集　　　会

（集会の許可）

第　20　条　学生が学内又は大学名を使用して学外において集会をしようとするときは、その集会の日の３

日前までの日（その日が国民の祝日に関する法律（昭和23年法律第178号）第３条に規定する休日（以下「休

日」という。）、日曜日又は土曜日に当たるときは、その日前において、その日に最も近い日で休日、日曜

日又は土曜日でない日）に集会願（別記第８号様式の１）により学長に願い出、集会許可書（別記第８号

様式の２）の交付を受けなければならない。

２　学生又は第14条に規定する団体が、学外の団体指導者、講演者等を招へいし事業を行おうとするときは、

前項の規定を適用するものとする。

（建物、施設等の利用承認）

第　21　条　学生が集会のために大学の建物、施設又は備え付けの物品を使用する場合には、所定の手続に
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より、これを管理する責任者の承認をあらかじめ受けなければならない。

２　前項の集会のために大学の建物、施設又は備え付けの物品を使用する者は、各管理責任者の指示に従い

使用するとともに、前項により承認を受けた者は、集会のために生じた一切について責任を負わなければ

ならない。

　　　　第　12　章　掲 示 物 等

（掲示等の承認）

第　22　条　学生が、学内又は学外（学外にあっては大学名を使用する場合に限る。）において、ビラ、ポ

スター、パンフレット、新聞等を掲示又は配布しようとするときは、その写しを添えて、学長にあらかじ

め願い出なければならない。

（掲示場指定、期間及び規格）

第　23　条　学生が前条の承認を得て学内においてビラ等を掲示するときは、大学が指定する掲示場以外に

掲示してはならない。

２　掲示期間は、特別の場合を除き１週間以内とする。

３　第１項のビラ等は、原則として新聞紙１頁大までの規格とする。

（各種行為の承認）

第　24　条　学生が学内において、本学の教職員又は学生並びに外来者を対象として、印刷物の配布、 世論

調査、示威運動、署名運動、投票、物品販売、寄附行為、拡声器使用、その他宣伝や勧誘等を目的とする

行為をしようとするときは、学長にあらかじめ願い出て承認を受けなければならない。

（違反行為に対する措置）

第　25　条　前３条に違反したときは、掲示した物を撤去し、又はその行為を禁止する。

　　　　第　13　章　諸調査に対する協力

（諸調査の協力）

第　26　条　学生は、大学が行う累加記録に関する調査、学生生活実態調査その他の調査に協力するものと

する。

　

　　附則

　この規程は、平成19年４月１日から施行する。

　　附則（平成24年３月１日規程第19号）

　この規程は、平成24年４月１日から施行する。

　　附則（平成24年11月20日規程第72号）

　この規程は、平成25年４月１日から施行する。

　　附則（平成25年４月１日規程第６号）

　この規程は、平成25年４月１日から施行する。

　　附則（令和２年３月30日規程第６号）

　この規程は、令和２年４月１日から施行する。
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　　附則（令和２年９月18日規程第69号）

　この規程は、令和２年９月18日から施行する。

　　附則（令和７年２月18日規程第９号）

　この規程は、令和７年４月１日から施行する。
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欠 席 届 用 紙

定 期 試 験 欠 席 届 用 紙

休 学 願 用 紙

退 学 願 用 紙

別記第７号様式の１

団 体 設 立 願 用 紙

別記第７号様式の３

団 体 継 続 願 用 紙
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令和　　年　　月　　日

令和　　年　　月　　日

令和　　　年　　　月　　　日から令和　　　年　　　月　　　日まで

令和　　年　　月　　日

令和　　年　　月　　日
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令和　　年　　月　　日

令和　　年　　月　　日

令和　　　年　　　月　　　日から令和　　　年　　　月　　　日まで

令和　　年　　月　　日

令和　　年　　月　　日
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令和　　年　　月　　日

令和　　年　　月　　日

26-8-0070_08-02_26関係規程類集02.indd   15026-8-0070_08-02_26関係規程類集02.indd   150 2026/03/25   22:31:162026/03/25   22:31:16



－ 151 －

令和　　年　　月　　日

令和　　年　　月　　日

（趣　　旨）

第　１　条　この規程は、札幌医科大学附属総合情報センター図書館（以下「図書館」という。）の利用に

関する事項を定めるものとする。

（利 用 者）

第　２　条　図書館を利用することができる者（以下「利用者」という。）は、次に掲げる者とする。

⑴　札幌医科大学（以下「本学」という。）の教職員

⑵　本学の学部学生、大学院学生、専攻科学生、委託生、聴講生、科目等履修生、外国人留学生

⑶　本学の研究生、研修医、名誉教授、研究員等

⑷　本学卒業又は修了生及び本学元教職員

⑸　北海道内在住の地域医療従事者

⑹　北海道職員

⑺　「北海道地区大学図書館協議会相互利用サービス」加盟館の教職員、学生

⑻　他図書館及び他教育研究機関等の紹介者

⑼　その他附属総合情報センター長（以下「センター長」という。）が特に認めた者

２　前項第１号から第３号に掲げる者を「学内者」、第４号に掲げる者を「卒業生等」、第５号から９号に掲

げる者を「学外者」という。

（開館時間）

第　３　条　図書館の開館時間及び特別開館時間は、次のとおりとする。ただし、センター長が必要と認め

たときは、開館時間を変更することができる。

区　　　　分 開 館 時 間 特 別 開 館 時 間

月曜日から金曜日
通 常 時 間 ９時～ 20時 20時15分～翌日９時

短縮開館（長期休業） ９時～ 17時 17時15分～翌日９時

　土曜日、日曜日及び国民の祝日に関する法律

（昭和23年法律第178号）に規定する休日
－ ９時～翌日９時

２　特別開館時間の利用者は、第２条第１項第１号から第４号に掲げる者に限る。

（休 館 日）

第　４　条　図書館の休館日は、次のとおりとする。

⑴　12月29日から翌年１月３日まで

⑵　センター長が別に定める日

（利用者カード）

第　５　条　利用者には、本人の申請に基づき、図書館の利用者カードを交付する。ただし、本学の学生証

又は職員証の発行を受けた者は、その学生証又は職員証をもって利用者カードに代えるものとする。

２　利用者は、図書館を利用するときは利用者カード、学生証又は職員証を携行し、必要に応じて提示しな

ければならない。

（資料の管理）

第　６　条　本学所蔵の図書、雑誌等（以下「資料」という。）は、事務局の所管に係るものを除き、図書

館が管理する。

２　資料の保管場所は、図書館のほかセンター長が指定する場所（以下「講座等」という。）とする。

（閲　　覧）

第　７　条　利用者は、図書館資料（特殊資料室所蔵資料を除く。）を自由に閲覧することができる。

２　利用者（学外者は除く。）は、講座等に保管している資料を利用する場合は、当該講座等の責任者の指

示に従うものとする。

平成19年４月１日規程第166号

札幌医科大学附属総合情報センター図書館利用規程
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（貸　　出）

第　８　条　利用者（第２条第１項第１号から第４号及び第７号に掲げる者に限る。）は、貸出を制限する

資料を除き、所定の手続きを経て、資料の館外貸出を受けることができる。

２　利用者（学外者は除く。）は、講座等に保管している資料を利用する場合は直接当該講座等から貸出を

受けるものとする。

（貸出冊数及び期間）

第　９　条　貸出冊数及び期間は、次のとおりとする。

区　　　分
一般図書 製本雑誌 視聴覚資料

冊　数 期　間 冊　数 期　間 点　数 期　間

学　内　者

教職員、大学院学生、研
究生等

無制限 14日間 無制限 ３日間
３　点 ３日間※

学部学生、専攻科学生、
科目等履修生、聴講生

６　冊 14日間 ６　冊 ３日間

(図書・製本雑誌合わせて６冊まで貸出)
※資料に「貸出可」
と明記のあるもの

卒 業 生 等
卒業生、修了生、元教職
員

３　冊 14日間 貸出不可 貸出不可

学　外　者

北海道地区大学図書館協
議会相互利用サービス加
盟館

５　冊 14日間 貸出不可 貸出不可

その他 貸出不可 貸出不可 貸出不可

２　学生に対する長期休業中の貸出については、その都度掲示するものとする。

（返　　却）

第　10　条　資料の貸出を受けた者は、貸出期間の満了の日までに当該資料を返却しなければならない。た

だし、貸出期間内であっても、センター長が返却を命じたときは、速やかに返却しなければならない。

（複写又は印刷）

第　11　条　利用者は、図書館内に設置する複写機で複写又は印刷することができる。ただし、文献複写に

あたっては著作権法（昭和45年法律第48号）を遵守しなければならない。

２　図書館内に設置する複写機で複写又は印刷する際の経費は、利用者が負担する。

（相互利用）

第　12　条　利用者は、本学に求める資料がない場合には、次に掲げる図書館相互利用サービスを受けるこ

とができる。

⑴　他館利用依頼書（紹介状）の発行（学内者に限る。）

⑵　他館への文献複写依頼（第２条第１項第７号及び第８号に掲げる者を除く。）

⑶　他館への現物借用依頼（第２条第１項第７号及び第８号に掲げる者を除く。）

２　相互利用サービスが有償の場合は、利用者が負担する。

３　他館から利用申込みがあったときは、センター長は、本学の教育研究に支障のない範囲でこれを許可す

ることができる。

（情報の検索）

第　13　条　利用者は、オンライン目録（OPAC）等により、資料等を検索することができる。

（参考調査）

第　14　条　利用者（学外者は除く。）は、図書館に、資料の利用、情報検索、事項調査、文献所在調査等

の質問又は調査を依頼することができる。

（館内施設の利用）

第　15　条　利用者（学外者は除く。）は、センター長の承認を受けて、研究個室及びセミナー室を利用す

ることができる。ただし、センター長は、利用目的に応じて、その利用を制限することができる。

２　各施設の利用については、別に定める。
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（遵守事項）

第　16　条　利用者は、次の事項を遵守しなければならない。

⑴　資料及び図書館の施設を汚損し、又は破損しないこと。

⑵　資料を転貸しないこと。

⑶　利用者カードを転貸しないこと。

⑷　館内のルール及びマナーに従うこと。

⑸　図書館の職員の指示に従うこと。

（利用の制限又は禁止）

第　17　条　センター長は、この規程に違反した者に対しては、図書館の利用を制限し、又は禁止すること

ができる。

（損害の賠償）

第　18　条　利用者は、資料又は施設を汚損し、破損し、又は忘失したときは、速やかにセンター長に届け

出るとともに、センター長の指示に従い、相当の現品又は代価をもって、賠償しなければならない。

（センター長への委任）

第　19　条　この規程に定めるもののほか、図書館の利用に関し必要な事項は、札幌医科大学附属総合情報

センター運営委員会に諮り、センター長が別に定める。ただし、緊急を要する場合には、センター長の判

断により図書館の利用を制限することができる。

　　　附　則

　この規程は、平成19年４月１日から施行する。

　　　附　則（平成20年４月１日規程第215号）

　この規程は、平成20年４月１日から施行する。

　　　附　則（平成25年３月19日規程第４号）

　この規程は、平成25年４月１日から施行する。

　　　附　則（平成26年３月13日規程第８号）

　この規程は、平成26年４月１日から施行する。

　　　附　則（令和２年３月30日規程第６号）

　この規程は、令和２年４月１日から施行する。

　　　附　則（令和５年８月９日規程第51号）

　この規程は、令和５年９月１日から施行する。

　　　附　則（令和６年10月31日規程第56号）

１　この規程は、令和６年11月１日から施行する。

２　本規程の施行に伴い、「札幌医科大学附属総合情報センター図書館利用規程施行細則」は令和６年10月

31日をもって廃止する。

　　　附　則（令和７年８月７日規程第79号）

　この規程は、令和７年８月７日から施行する。
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〈基礎医学研究棟各階配置図〉

救助用スペース

15 空調機械室 高架水槽

14 社会医学講座　　
　公衆衛生学分野

法医学講座

13 解剖学講座　　
　機能構造学分野

解剖学講座　
　　細胞組織学分野

12 感染学講座　　
微生物学分野

社会医学講座　
　　衛生学分野　　

11 病理学講座　　
　病理学第二分野

病理学講座　
　　病理学第一分野

10 生化学講座　　
　医化学分野　　

生化学講座　
　　分子生物学分野

9 薬理学講座 先端医療知財学講座 教育研究機器センター

8 標本館 教育研究機器センター

7 生理学講座　　
　細胞生理学分野

生理学講座
　　神経科学分野

6 看護キャリア支援センター　教育研究機器センター（画像・映像支援部門）　救急医学講座　航空・災害医学講座
免疫・リウマチ内科学　再生治療推進講座　臨床研修・医師キャリア支援センター　医療統計・データ管理学講座

5 附属総合情報センター
（コンピュータ実習室・企画開発室）

共通会議室・電話交換室

4 附属総合情報センター　　（図書館）

3 附属総合情報センター　　（図書館）

2 附属総合情報センター　　（図書館）

1 警備室【車いす・AED】　ロビー　ラウンジ　再生治療推進講座　　　　　　
教育研究機器センター（形態解析部門、電子顕微鏡部門、細胞バンク部門）

区分 体　育　系 文　化　系

４

ワンダーフォーゲル部、陸上部
サッカー部、ゴルフ部
軟式テニス部
卓球部、ハンドボール部、スノーボード部

演劇部（1）
ＰＯＰＳ研究会、イリス会、IFMSA
混声合唱団

３

準硬式野球部、軟式野球部、
空手道部、水泳部、バドミントン部、男子
バレーボール部、女子バレーボール部
ラグビー部、男子バスケットボール部
スケート部
ダーツ部

ＪＡＺＺ研究会、演劇部（2）

２

柔道部、剣道部、スキー部、硬式テニス部
ダンス部

大学祭実行委員会・国体委員室
室内楽合奏団、吹奏楽部
筝曲部、学生会室

１ 交流フロアー、同窓会事務室（医学部及び保健医療学部）

〈交流会館各階配置図〉
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